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生 産 施 設

日 本 建 築 ttL 会

A R C H I T E C T U R E  A N D  S O C I E T Y  



同じ建て坪なら

事 務 所 ・工 場 ・倉 庫 な ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い 。 中柱が不要で、間口、 屋 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建て坪なら、まず、倍くやらいに活用でき、合理的です 。 強 靭 で 耐 久 性

に富 み 、 建 築 も 簡単。 360積 以 上 の 標準 設計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

。 住 友 会 層

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社



床材の総合メーカー

洗練された美しさがマチコタイルの生命 スキ ッ

と した美しさ… マチコ タイルだけが表現できるフ

ロアカラー。独特のカラーが、インテリアデザイ

ンを、みごとに、新鮮に 演出します。

品質の良さは、すでに、欧米でも実証ずみ マチコ

タイルは美しいだけでなく、耐摩耗性、耐薬品性

歩行感などにすぐれ、品質の面でも、折り紙っき 。

インテリアデザイ ン時代をリードするドイツやイ

タリアなどでもド シ ドシ使われています 。ど

インテリアデザインを

みごとに演出する

マチコタイル

，
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君子署
リノリ ュ ー ム・リノヲイル ・ マチ コ ヲ イ ル ・ ナ イア γ 世 イ ｊ ｾ 総発 売 元

東洋リノリユーム株式会社

本 社 大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 り 4 の2 5 三和ビル

札 幌 / 仙台 / 東京 / 長野 / 名古屋 / 広島 / 高松 / 福岡



コ，宅，ｾＮｾこ ｋＭＮ ・

新しい生命を

アスフアルトにあたえた/

。

タト 線
紫 外 線

直射に も平担

酷 寒

もろ〈ならない

J

E

 

薬 品

制 アルカリ 塩分に強い

公 害

首司書 か勺守る

鋳

金属{ ! >由艇 か勺 指令

-・.孔4

ｾ、 電 気

ｾ＠ 、h 完宝昭輔

、

• 

一見、本んの宜哲也ない揖い流動体です. ところかひとたび

伝にかの裏面に謹布しますと、およそ憧じられ伝い程的強さ

を量撮するー それがフリントコ トです 大七万 t. dJ のはンエ

ルのフリントコートて4子りまし ι う"

蹴武 ＸＲＱ シ ｉｊｾ 厄漕文闘員賞府ヲＭＮＮＮＮ ，［［ ＮＮＮ Ｚ Ｎ Ｍ 晶 師 城市 東 立 ｉｉ ｉｉｋ 西中 島 山

!J IJL眉i自棉武重社 アスファルト師
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ｾｰ＠
月 星

日 新 の 新 製 品

ト>く ベ ン タ イ

*i 墨-Sミ。現 代 建 築 が

、l ' 社 独 自 の 技 術 で 開 発 し た

ッ キ 処 理 鋼 板 で す 。 特 に 湿 気

常 に 、 鉄 の 鋳 に

な や ま さ れ て い ま す が 、 こ れ を

トは; 、

特 殊 亜 鉛 メ

の 多 い 我 が国 で は 、

ペ ン タ イ

正H月一 気 に 解 決 レ た の が、

ト で す .. . . .  

慣 食 の 心 配 が い り ま せ ん ・・・・・・・ ・

コ ス ト ダ ウ ン を

も た ら し ま す ・ー・・・

加 工 性 に 富 ん で い ま す ・・ ー

塗 装 に 最 適 で す . . ..

ペ ン タ イ

2 .  

3 .  

4 .  

5 .  

1  .  

3  

日新製鋼株式曾紅

本 社 見:[ J;t  1m 中 央 区 八 丁 掛 '1 T  11 3 格 j 也 T E L * );( ( 552 ) 大 代 点 1111

大 阪 支 社 大 阪 市 点 r > < : 大 川 町 1 I件 地 ( 勧 銀 ピ ル ) T E し 大 l坂 ( 202) 人一代表 13 3 1

名 古 屋 支 唐 名 古 出 山 中 村 区 笹 品 ! 日T I T I 1 22 11件I也 2 (  ｾ ， ｾｾ＠ I日 ビ ル ) T E L  r ，，' ，I; H5 8 2 ) 代 表606 1

営 揖 所 札 眺 ( 24 ) 7524 ・ 11: 1;.' ，( 4 7 )  9456 八 '1噛 ( 67 ) 4235 rioil 吋 ( 28 ) 5304  
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合 成 ゴ ム 系 (ネオプレンゴム)

異 形 建 物 に 最 適

最 終 仕 上 材 は ハ イ バ ロ ン

色 彩 ・・ ・・・・2 1 色

お 部 屋 の ポ イ ン ト は

明 る い 配 色・・・落 ち つ い た ム ー ド

色種類・ ・・ . .. 3 4色

て7 ) レコニ ^

⑩ 

日 新

気 候 較 差 の 著 し い

所 に 最 適

防 水 工 事 を プ レ ハ

ブ 化 新 材 料

(合 成 ゴ ム 系 コ ン パ

ウ ン ド に て 加 工 )

大 阪 支 庖 / 大 阪 市 西 区 新 聞 北 通 1 - 18  T  E  L  ( 53 1 )  5  2  8  1  - 3  

ヨド キ土 / 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 9 3  T  E  L  ( 8 8  2  )  2  4  2  4  - 3 4  

出 張 所 / 名 古 昼 ( 7 4 1 ) 6 2 5 7 - 8 ・広 ぬ ( 21 ) 1  0  1  9 ・ 6 0 6 1  

福 岡 ( 74 )  3  4  6  1  - 3 ・キじ脱 ( 51 ) 6  8  8  5 ・ 5 6  5  9  



其 の 他 の 営 業 品 目

ド ア チ ェ ッ ク

フ ロ ア ヒ ン ジ

ピ ボ ッ ト ヒ ン ジ

シ リ ン ダ ー ロ ッ ク

-発売元 株 式 会 社

--J 

大 阪/ 大 阪 市 西 区 新 町 通 り 4 - 3  9  

営 喋 附

担 す

T  E  L  531- 4776 ( イモ )

本 社 / 東 京都 中 央 区 日 本橋 本 町 2 ー 7( 信 和 ビ ノレ ) T E L  241 - 130 H代)

駐 在 所 / 福 岡 ( 65) 9131肘) ・ 名 古 屋 ( 321 ) 6431附 ) ・ 札 幌 ( 24) 7246附

製 造 元 ダ イ ハ ツ デ ィ ー ゼ ル 株 式 省 社
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三

6  

各種玄関マ ット設計製作 E T A 4  
コトしートヨザニ下・3 ト

口口

断 面 詳 細 図

お そ う じ 百 貨

ハ イ セ ン ス を

しこう /

クッドデザインを

選ぼう

. P A T . N O. 7 4 8 4 0  1  

- E聖書霊霊童重量置E

〈営 業 所 〉

三冒リ" レ V 工 業 株 式 会 社

東 京 / T E し (66 6) 4 7 14  ( 6 6 8 ) 4 8 7 3  

名 古屋 / T  E  L  ( 731)  5  1  3 8 ・ 5 3 9 6

京 都 / T  E  L  (  2 2)  5  3  6  3  .  0  2  1  4  

大 阪 / T  E  L  ( 531)  3 5 1 4 ・8 2 4 6

福 岡 / T  E  L  ( 29)  2  7  0  6  

営 業 本 部 / 大| 以 dil' LI Iメー北 JJII: ; 1. I'. j凶 J  I1 L l) γｩ 三 し ＨＵＺｾ ｬＩ :35 1'1 ・ 8 L 4 6 ・ 9 3 4 7

本 社 工 場 / 以 打11di It.J[メー久 111 築 IIIIIIJ : {8りの 2 i ・正 し ( 9 2)  ( j : 3 (j 1  - 3  



手忌司ＡＮｾ脅 ＭＢピヨ， ｳ 」 〈 丁番 型 〉

- 特 長

1. 丁番が ドアークローザー を兼ねていますので、外観は目立たず 、そ のシンプ

ルなデザイン ぱ震に良〈 マ ッチしま す。

2 . 画期的な夕、フ ルスプリング七万換機構 ( クラッチ )に より、充介な閉扉力を具え

ております 。

3. 内蔵されたストップ装置 により、 扉は 85

0

- 90・の問でストップします 。

4. 閉扉速度の コントロール は円滑で 、速度調整はどなたにも簡単にでき ます 。

5. ドアーチェ ッタを使用する こ とが困難な特殊な扉にも使用できま す。

6. 機構的に摩擦函ヵ、少〈無理があ りませ んので、耐久力 に優れ、 20万回以上に

及ぶ耐久テストでもこれ が実証されています。

発 売 元 日 恵 機 材 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 2 ( 九ピ J レ459区 )

電E 曹舌 耳石芳宅 ( 201) 3  3  3  3  ( 211 )  0  0  0  5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 ー 16( 今 井 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 231) 4 6 0 8

製 造 元 日 京 電 気 精 器 械 式 奮 枇

7  



ノジギク園

設 計 兵 庫 県 建 築 課

施 工 東 海 興 業 株 式 会 社

使用場所 外装全面

- eラヌ1- : J

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E R A MI C S K I N) と

云う意味で砂粒状の有色陶磁器と結合斉I j とを混合、 i夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ ソ サ - 1吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 画 、 天 井 etc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

ｾラ Ｚｊ ｾ￸ ト

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( I  250.C  - I  350. C ) に て 発 色

し た 問 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性、 防 水 皮 膜 を 形 成 しま す 。

. 耐 薬 品 性 弱百室、弱7 " ルカリに対しては変化 を 起

し ま せ ん 0

. 耐 寒 性 - 20.C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ A 。

. 下 地 コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ 板、辛口壁 、 フ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト 、

テ ソ ク ス 類 etc.

鉄 類 の 場合 は 錆 止 塗料 を 塗 って下さし、。宅ラ Ｚ｢ｾ ト

③

 

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 - 1  7  6  T  E  L  (322)  4851 - 4  

東 京 出 張 所 東 京 都 港 区 西 新 偽 2 - 2 1- 6 T E L  (431) 7106- 7  

瀬 戸 工 場 愛 知 県瀬 戸市大字山口字南山 138 T  E  L  (82)  

8  



〈 営 業 品 目 〉

カーテン ウオール

ア ル ミ サ ッ シ ・ ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ ド ア

スチールサッシ・ドア

住宅用アルミ サ ッ シ *エリート 砂

ア ル ミ レ デ ィ ー メ ー ド サ ッシ ・ドア

サ ッ シ の 綜 合 メ ー カ ー

⑩ｾイケシサァシ練式会社

本社・工場 堺市松屋町 1- 6 T E L 堺 (38) 大代表 1 1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E し 堺 ( 7  ) 代 表 5 5 4 1  

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 楠 岡 ・ 長 野

9  



完 全 責 任 施 工 | 年 限 保 証

ｧ 本 Ｗ スの Ｗ ス ｾＷ＿ＧＢ 与 |防水|

- シ グ マ ー ト による ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水工 法

・ 特 肱 絶縁 防 水工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

地 区 別 戸斤 言舌

(  22 )  3458 ・判 26 (  23 )  8016 

( 22 )  5  0  1  5  

( 25 )  5  4  3  1イt

(841 )  5646 ・ 5729

(551) 加 6 .  4382 

363)  4  3  4  1  f吏

(866)  6993 ・2892

(803)  241 1  - 5  

(292)  2  6  6  1  f-'e 

jM ) 6 3 1 1 代

94 1)  027 1 ・ 2582

(634)  0950 ・0900

(位263め) 4  8  6  1  イ奇吃こ

(Cz立6臼仰3ω4…2  1  代
441 )  3751 (444)  0405 

802)  4  7  5  1  f-'e 

(731 )  0358 (738)  340 1  

( 3  ) 0 17 1- 6  

(  2  ) 330 1- 2  

( 45 )  2  2  5  1  f-'e 

(  2 1  )  0085 ( 3 1 )  6420 

( 2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 3 1 ) 4 3 8 5  

( 85 ) 9 15 1- 3  

(  2  )  2  2  2  1代

(25 1)  3  5  4  1  

( 57 1) 代 5541 - 4  

(321 )  13 11 ・133 1

i  (461 ) 9363 (48 1)  562 1  

(541 )  3785- 6  

(458)  484 1- 3  

C 6 1 7 1% ~ 7  

37 1) 025 1- 3  

48 1) 7 3 5 5  

(  34 )  5884 ・5658

(  22 )  9 182代;

(458)  0267・0277 (45 1)  6089 

( 23 )  0  7  7  5  

( 6 1 )  637 1- 4  

( 71 ) 4 6 8 7  

( 2 ) 3 5 4 3  

( 23 )  1  1  8  1  f-'e 

(  3  ) 626 1- 3  

{ 5 l ) 6 8  1  l ~ 5  

2 ) 3 2 4 4  

(  4  )  4  1  6  1  
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四

五

一
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日

会

建

建

日

工

工

工

工

工

工

工

計

建

一

建

日

社

問

会

一

本

山

一

日

一

藤

条

限

宵

新

本

サ

井

士

田

下

口

和

立

式

田

和

一

屋

限

限

紅

白

日

一

日

-

伊

北

有

沼

田

臼

マ

藤

宮

田

明

木

野

大

協

株

石

同

一

島

有

有

大

区也隆

ｾ｢ 毎 ｩ 菖士也区

東 北 地 区

関 東 地 区

東 海 地 区

株 式 会 社 三 井 工 業 所

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

宮崎建材ｾ

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 新 光 商 底

清 水 興 業 株 式 会 社

マ サ ル 涯 膏 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

中 村 涯 膏 工 柴 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

石 橋 建 材 株 式 会 社

鐙 永 建 材 株 式 会 社

大 手 口 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所

株 式 会 社 三 洋 按 建

束 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 業 株 式 会 社

高 知 涯 腎 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区

中 園 地 区

四 園 地 区

九 州 地 区

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

安 脇 工 事 株 式 会 社

日 巡 工 材 株 式 会 社

者

一

士

口

俊

一

則

一

吉

太

郎

治

夫

ニ

治

昌

夫

武

一

八

重

巴

造

吉

ニ

一

人

郎

公

一

一

雄

亘

ニ

造

勇

善

一

和

夫

治

実

徽

郎

吉

男

雄

一

一

豊

一

憲

久

一

慶

一

銭

弘

次

代

英

悦

勝

喜

英

伝

喜

克

祐

想

昭

一

勝

一

一

真

一

辰

作

隆

鍔

一

遼

重

汰

秀

保

節

一

一

一

一

辰

喜

一

嫡

一

一

利

一

一

川

木

一

沢

一

線

条

岡

中

野

崎

田

井

島

田

下

ロ

井

谷

橋

田

永

一

橋

島

田

一

井

辺

下

藤

崎

藤

一

場

崎

本

水

見

村

団

長

帰

一

村

代

一

仲

大

一

滝

一

伊

北

金

山

荻

山

西

藤

小

田

隅

木

野

倫

関

市

石

徳

一

島

折

小

島

一

三

渡

木

伊

宮

伊

一

井

山

松

浦

勝

中

棚

友

石

一

ー

木

谷 岡 益

馬 場 久

山 本 i隼

飯 間 浅 吉

横 井 良 一

柴 田 秋 男

河 野 孝 義

竹 村 藤 一

戸 高 月前佳

北 原 正

川 勝 正 之

進 緩 博 一

f主

札 幌 市 北 三条 東 4 ー l

。 南 大通 り iffi l 3丁 目

仙 台 市 二 日 町 1 - 2

東 京都 台 東 区西 浅 草 2 ー 15- 9  

。 中 央 区 湊田T 3 ー 7

。 新 宿 区柏 木 5 - 11 72 

。 千 代 田 区 神 田佐 久間 町河 岸 5 1号

。 荒 川 区 南 千f主 6 - 42 

。 千 代田 区 神田 猿 楽町 1 - 9

0  台 東 区 北 上 野 2 - 2 1ー 10

0  文 京区 林 町9 4

。 江 東 区 深川 住 吉田T 1  - 14 

0  千 代田 区 富 士 見 町 1 - 12  

0  墨 田 区 江 東 橋 4 - 32 

。 渋 谷 区 下 通 り 3 ー 15

。 荒 川 区 南 千 住 6 ー 151 - 2  

0  大 田 区 南 蒲 田 1 ー 14- 2  

水 戸 市 泉町 1009

高 崎 市 八 島 町 117

新 潟 市 流作 場 宮 浦 l ー 171 1

金 沢市 此花 田T 5  - 7  

富 山 県 高 岡 市 二番 丁

。 。 志貴聖子 2 5  

宮 山 市 堀J II 小 泉 町 7 7 6

静 岡 市 大 和田T 1  - 20 

清 水 市 渋J I15 2  0  

名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 - 12 

。 西 区 南 押 切町 5 ー 12

0  中 区 伊 勢 山 田T 1  0  0  

名 古 屋市 中 村区 稲上 町 1 - 41 

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 l ー 17

。 福 島 区 上 福 島 商 1 - 152  

0  南 区 塩田T通 2 - 13 

。 北 区 鶴野 町 3 4  

尼 崎 市 水 堂加 茂 6 4  

神 戸 市 生田 区 北 長 狭 通 6 了 白 神 織 共 栄 ビ J レ

。 葺 合 区 上 筒 井通 8 - 22 1  

大 阪 市 福 島 区上 福 島 北 4 - 49 

福 井 市 松 ケ 枝町 6 2  

広 島 市 若 草 町 1 0 6 5  

。 庚 午 南 町 1 - 2

広 島 県 大 竹 市 小 方 町 小 方 2 4  5  5  

岡 山 市 磨 屋 町 7 ー 18

松 山 市 三番 町 7 - 8 - 1 山 本 ビ J レ

高 松 市 本町 2 ー 17

高 知 市 泡 屋 崎 町 2 - 20 

徳 島 市 矢 三 町 東 野 18 1ー l

延 岡 市 本小 路 7 4  

北 九 州 市 門 吉 ] 区 大 里 東通 10丁 目

宮 崎 市平日知 川 原 3 6 5

鹿 児 島 市 草 牟 田 町 3 9 8 0  

福 岡 市 大 浜 l 新 田T9  5  

。 大 手 門 2 - 8 - 6

4 3 0  5 ・4 3  0  6  

( 38 )  1468- 9  

(  2  )  5  0  0  1  

(  3  )  9395- 6  

( 28 )  5207- 9  

(  75 )  7  7  5  2  

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

* ボ /ij S 足 立 区 千 f l: *阿 f 9  3  11 新 工 業株 式 会 社内 屯話 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

|則京 支 部 東 京 行IS，): E立 区 千fl :. W: 1
1I
f 93 11 新 に業 株式 会社 内 '..0:話 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

|対 l当 支 出i 大 阪 市 凶区 新IlI f北 通 l ー 18 11新 仁 業 株式 会社 大 阪 支山 内 '.'O: J i; ( 531)  5281- 3  

九 州 支 出IS 柄 附 市 大 引“ J 1 の 6 ｉｉ ｾｊｩ ｔＮ ｾ株 式会 社九州 ｌ ｩ｟ｉＮ ｾＦ所 内 泣 訴 ( 74 ) 3 4 6 1

10 



N E W * S T A R  mm川

ドアチェ ック 60シリー ス

ドアチェ ック 70シリース

、

ドアチェ ック 80シリース

米 品 質 性能 と も 二 照pf ス ラ イ ド 式

ｚＲ ースター ｦ ｪＱｾぺ ｌ ・ Ｙ

フロア ヒンジ

その{ 也

ラパ トリヒンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

トアハンドル

上枠断面懸吊要領

L-4QX4QX 5  

FB-65X 6  

片引 き戸内観図

a早口円円戸
ト一一一- ，0初一一一寸

内

g  .. 

N  

i

R

N

4

 

R
喧

ー判3日
f回 白 球 3∞

司長附 tl.t. ;l' l ' -.て p い

535 

・印 til. NSL・- の地合 " “加0': ＧＨｾぜｾ h J  I  

. ニ ュー スタースライド式ドアオペレーターの特徴

. i泊1山IJJ圧王の長F所所H庁， と ， ｬ ゼｕＺ ｾ主父 Ｔパ孔 ｴβ 式［ の Ｔ平和利 ｩ河司 ｉＡｽ ，Ｇ，ｩ，

でIU閉与羽j るi述止率釦!/反え均がず (1ハ川ｩｊ ｬ に没変， えられます 。 Ｎ ｉ ｾ泊 ｪ る 下 ｬ￬前 ￬￭河 ￭ｊ てで、 i心J.iI止l上: つて、 その l府汗ゆるく |は附1羽J りま1すo . 千十，わ5九l包のJ場iL幼ノJj f合干、 すぐに下でで、 t経I峰王 く11削i削f. JIU附北剖J がn' ，来ます 0 ・fllli 絡 が

安 〈、日IJ; 会仁・J ｾが ほとんどない 。 ・ Ｑ 似イ 、 ｴ 1:  Ｇ ｊ ｾ 、保守 が ＩＱ 三市に簡単です 。

レール取付. i I 聞凶

日本l ! r' 一子工¥¥.117袋、単来式命ネ
r  j"-， ＮＮｌ ＧｙＭＯ 司定ユ旦 Ｑ 不 Ｎ ｾ日Ｍｴ

本社工場大阪市生野区ｾｾ矢柄町 Ｒ 2  2  ｭｾＯ［＠ ( 06)  ( 758)  1 2 5 1  ( 代)

東 京 支 1吉 東 京 自11千代日 l区 神 間 小 川 町 2- 12( 灯 愛 ピ ル ) ｭｾｾ＠ ( 03 )  ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 損 所 札 制 市 月 集 中 央 通 り 月 篠 3 1  Ｔ ー Ｑ 司Ａｾｾ ( 0122)( 86 )  8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 1昨 丁 1 8  7 司Wd 0 2 2 2)( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 届 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 旬 結 ( 052)( 98 1) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 品 保 安 佐 Jnl 佐 東 町 線 井 2 0 5 司W i( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福岡出張所Ｎｎ，ｾ l: t ] 市天和l' 4 丁 目 4 砕 2 4 也 知 ( 092) ( 74 )  2372 ・ 3312

骨

一
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の 製 品 には・. .  .  

ーι L 4ヒミMS
. デ ル リ ン ブ ッ シ ュ 入

平 頭 角 型 ギ ボ シ 丁 番

寸 法 (% )

令 干!Ii.

呼一 宰，

1止 rl1 

A  B  

89' %. ( 3U )  89 89 

102鳴‘ ( 4  )  102 102 

127私 ( 5  )  127 127 

- ドアーの 111' 1閉 H寺 に 背 を 立 て な い 。

・ 長 期 の 伎 )1'1に も 摩 耗 す る 事 が な い 0

・t主 油 の 必 要 が な い 。

.  ?JlEA. 度の;急激 な 変 化 に も 耐 え ら れ る 0

・衝 撃 に も 強 い

・完 全 防 錆 の ボ ンデラ イ ズ 焼 付 塗 装 で あ る 。

ち外
プ

1fl 収If 1  

級 .， 
S W A  鋼

1ft ク f圭 :ノ
G IN G  H  

Jレ 二L

C  D  E  F  G  

J I S  

G3 3 0 7  

2. 5 12. 3  4. 5 1. 6  29 S PH- 1  

2. 8 13. 0 4 . 5 1. 6  32 S P H- 1  

3. 2 14. 7 5. 0 1. 6  39 S P H- 1  

卜. j-:穴H 本捻( - J I S . BI I 12 

H .  1  本 政 太 サ 長 サ

10 X  6  6  4. 5 25 

IO. 5X6_2 8  4. 8 25 

12 X 6. 7 10  5. 1 32 

- 錐 でガ ゴ ド ( 下1 ¥・) を設ける必 要 が な い 。

M 革命亥民イヲー

・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 所 在 が 良 く 振 動 の た め に

f友けて く る よ う な こ と は な い 。

- 釘 状 の 官11分 で 木 告11へ 安 定 し た 似 合 が出 来 る

のでドラ イ パーの 横滑り がなく製品を ｩｾｽ め

ず に いl定 出 来 る。

・ 表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ I Li の 破 却 が

少なく 反 復 作 用 によく 耐 え ま す 。

※ ワアート ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R  - 844.  

N  R- 64.  S  T - 84.  S  T - S  L - 8 4 - 1 )  Iこは:

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

?きTT227f ｅｗι シ ＧｾＹＭ ・米国 ｆｈ ａ 糊
- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。
1 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が 容 易 。 I No. 5 5 - R

・ シャ γ ター 120・ 迄 自 在 調 節 止 め 付 。

・錯 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス y キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間色 の

落 ち つ い た 色 調。

・風雨の晒す場所でも悶のf ! 次込む心 グ リ )I..--

自己がない 。
N o . 5 5 - G

・ ソ フ ト シ ー ト に て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

タ つ き が な く 、 完 全 密 着 取 付 け 施

工 が出 来 る 。

G 砂

e J I S規格表示許可工場 日本住宅公団指定メーカー

承 知 工 業株 式 会 社

12 

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋 )

縦 I .黄

150 ( 6 つ

150 ( 6  " )  

150 ( 6  " )  

260 ( 10" )  

310 ( 12" )  

360 ( 14つ

C  取 付 部 分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋 )

縦 | 検

150 ( 6  " )  

150 ( 6  " )  

150 ( 6 "  

260 ( 10" )  

3 10 ( 12" )  

360 ( 14つ

表 面 積 寸 法 ( "Ym)

縦 | 横

195 I  295 

195 

195 

345  

395 

表 面 板 寸 法 ( 弘 )

綴 | 償

195 

195 

195 

295 

345 

395 

提鉄筋 ｦｬ ニ宅のおＺ， ｾｨｩ の換気、冷 Ｑｉ ｾｦ｝ ｊ 談 ｩ ｲｴ の通 ｪ 量 ｕ ｉ には忠 也ｬＨ Ｑ 勺 な
ＱＱＮ品入 、 ｦ 非 ｾｴ のレ ジ スタ 一 、グリルをセァトして使用ください 。

. ……矢柄図1 I  2  8 一一5
工 場 東 大 阪 市 布 市 町 5 0  T E L 牧 岡 (81 ) 5  5  6  6  

東 京 東 京 都 中 央 区 日 本 備 本 図14- 4 T E L 東 京 ( 663) 6  7  4  8  

営 業 所 ( ワ ラ ウ ン ピ ル 内)



ω  
東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立r T、

にふノ

許キ寺

• 
ギ

ル

・

ア

ス

防

水

は

合 ｉ Ｆｍｲ ｾｾ ，哉の イ 司法 ギ ｉｪ にアスタ イト をタ ｹ プ リ と含浸させた 幹 許 製

品 で 、 い わ ば ア ス タ イ ト の 暗 に純 織 が内 在 す る 〈 プ レ ハ ブ 防 水

被 膜〉 と も い え る 防 水 補 強 材 の 決 定 版 で す 。

下 地 色裂 に 順 応 す る 延 '[11:1 '1生 の ほ か 、 低blLLで も )Jjo:化 し な い 柔軟 'I-!J : 、

半Ili りと 強 制n 、 l街中'-' j . 老 化 し な い ずば ぬ け た 耐 候 ・耐 久 性 な ど

祁i 強中寸として_ f 11:[ ;fJ. t (1勺な村H{!: を も っ て い ま す 。

世

界

の

防

水

の

九

O

%

以

上

を

し

め

る

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

防

水

の

安

定

し

た

実

績

と

長

い

伝

統

の

上

に

開

発

さ

れ

た

〈
強

力

ギ

ル

ソ

イ

ド

・

ア

ス

タ

イ

ト

防

水

〉

の

略

称

で

す

ず

ば

ぬ

け

た

耐

候

・

耐

久

性

幅

広

い

温

度

特

性

下

地

亀

裂

に

順

応

す

る

延

伸

性

き

わ

だ

っ

た

柔

軟

性

・

:

な

ど

建

築

防

水

と

し

て

必

要

な

か

ず

か

ず

の

苛

酷

な

実

験

に

耐

え

あ

ら

ゆ

る

面

で

現

代

最

高

の

防

水

で

あ

る

こ

と

が

実

証

さ

れ

て

い

ま

す

毛主命奪、， ιｾＢ ド

Ｔｐ ｾ秒
特 殊 な製 法 に よ っ て っ く り だ さ れ る 最 高 の 防水 材で 、 一 般 の 合

成 樹脂 に も ま さ る jll I j 期的 な午¥;' 1"'- 1:: を も ち 、〈黒 い プ ラ ス チ ッ ク 〉 と

もいえるもので、す 。

耐 候 . 而耐す久 fγ門-L

加 熱安〉定ιl:: '1ド性4性E、 強 い 粘着 '1"'- 1: 、 適度 な 製作1:流 動 性 な ど、 防 水 材 と し

て 嬰 求 さ れ る あ ら ゆ る 特 性 を そ な え て い ま す

争ｾ

，， ｾφ イト

争ｾ

す ぐ れ た 何::riii の ア ス タ イ ト と 、 特許 ・補 強 材 強 力 ギル ソ イ ドを

組 み 合 わ せ た 防 ノ'}，Ji:?i: は 、 そ の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 どん なき び し

い 自 然 条件 に も よ く 耐 え て 、 老化 ・変 質 す る こ と な く 、 破 損 ・

漏 水 な ど の 事 政 を お こ さ な い 〈最 高 の 防 水 層 〉 で す

..-'ι. 1Tt 総本

約 的

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ル 卜 事 業 協 同 組 合

東 日 本 ア ス フ

西 日 本 ア ス フ

建設省東計65号認可

13  

T E L 代 表 ( 866) 6  1  0  1  

T  E  L{ -にぷ ( 441)  5  9  5  1  

名 古 屋 ・ T E  L  ( 571) 6361 

岡 山 ・ T E  L  ( 24)  2692 

ア

京 ・千 代 田 区 岩 木 IUJ 3 の 1 1 の 1 3  ITI 山 応 川 内

阪 ・ 大 阪 市 凶 区 点 11I T .l)n: ， 1 の 7 4  

幌・ T E  L  ( 22 )  6038 仙 台 ・ T E  L  ( 22 )  6413 

岡・ T E  L  ( 28)  2807 広 島・ T E  L  ( 21)  2281  

建設省阪建22号認可

東

大

札

福
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食
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問
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れていますので ド ｉ Ｚ ｩＩ を 川 ｬＭ ｊＲ け る必 立さ がなく 、Ｎｦ ｊｾ ＮｴｾＯｾ

l [l( f.j- 'も ーlズで す み ま す 。 ま た シ ャ ッ タ ー は 十Ji り た た

ん だ H、j そ の ま ま 化 和iーと な り ま す の で 、 ) ［｛，Ｎ ｾをつける

必没ーが あ り ま せ ん 。

- 特 長

1  .  む ｦ ー さまでも ｬ Ｎ Ｇｬｩ 壬 るに ｬｩｦ ｊｬ ｾ Ｎ ｊ できます 。

2.  合卜作:J t は HUミです 。

3.  Ｉ ［ ｾ廷はいり ませ ん ｯ -jJi" り た た ん だ ス ラ y トがそ

の ま まイヒ初iーと な り ま す 。

4  火 災 ・7勺j瓜 ・出' J 1ff ，す べ て ' ム心 で す 。

5.  }j'l!! 1: は ilii lji で す 。

6.  .ムー (11I i で す 。

。株式会社 日 本 シャッタ ー 製 作 所

目社工場

営 業 所

大 |以 di !.U淀 川 1>( 111 川 通 6 1'1 1 3  8 得上也
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! ぶ九5 ・ r:' ，'j ｾ Ｚ￭Ｎｾ＠ . も8・¥ l;i;1 ・. . J t ) L  1+1  



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す

三 包

円
繁 男盛

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 電話 (21) 2281  

自宅 ・広 島 市 翠 町 1507 の 10 包 括 (51) 6730 

赤 尚崎

赤 崎 姶 築 事 務 所 所 長

大阪市北区南森町29の1(新南森町ピル)

電話 ( 361) 8388 ・0982

自宅 ・西宮市国代町50番地 電話 ( 67) 7  1  2  9  

明 石 夫

高 岡 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社長

大 阪 市 西 区 新 町 通 1 の 77 包 括 ( 532) 4951代

浅
m 

2ロ 猪 之 吉

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社長

』一天阪市天王寺区東高津町8番地の1 電話 ( 762)0251

東 秀 侃

株 式 会 社 三 国 タ イ ル 庖 代 表 取 締 役

大阪市東淀川区十八条町3の7 電信 ( 393) 1951代

自宅 ・吹閏市藤l白 台 2 の 28 電話 068 (72)  3256 

網 栄野

株 式 会 社 研 文ｾ Ｎ Ａｾ社代表取締役

大 阪 市 北 区 盆山 町 66 番地 電鋸 ( 361) 2091代

荒 +
方木 手日

株式会社荒木造園設計事務所代表取締役

大阪府池田市鉢塚2丁目8審21号 電話0727( 6) 1298

自宅 ・大阪府池田市鉢尿2丁目9番8号 電 話0727( 6) 8874

荒 木

上

J  11 

邦

之

助之

芳

卓

晴

井

西

A I N 造 菌 研 究 所 代 表 取 締 役

大阪市西区京町堀2の59( 京ニピル16号室)

包括 (443) 7  4  2  0  

安藤 {変 雄

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市東区常盤町2の30( 高木産業ピル)

電筋 ( 941) 1331 - 3  

自宅 ・大阪市住吉区長居町6の113 m筏 (691) 9969

安 藤 雄+
方

大 日 本 土 木 株 式 会 社 専 務 取 締 役

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中村区格町4の28( 国鉄会館内〕

電話大代 (571)1271 ・直( 551) 2025

自宅 ・名古屋市千種区下方町4の30 電話( 7 7 l ) 94∞ 

井 蔵上 福

株 式 会 社 弁 上 級 代表取締役

大阪市都島区東野田町2の15 電話 (351) 0530( 352) 4031 - 4

自宅 ・東大阪市石切山在1727 電話( 072981) 2526

井 手 正 雄

社団法人日本建築協会京都支部支部長

京都市中京区押小路通柳応結束入縞目J 645

京都建築会館内 電話 (21) 2857 

五 十 嵐 芳雄

株 式 会 社 大 林 組取締役副社長

大 阪 市 東 区 京 桶 3 の 7 5 電話 (941) 0861  

自宅 ・芦屋市打出翠ケ丘町 148 電話芦屋( 2) 5431

昭 和 4 2 年 盛 夏 ( 50音順〉

{歩
士

ロ丹久

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 13 電話 ( 942) 代1461

自宅 ・尼崎市武庫之荘l の23の6 電話大阪06( 421) 7733

{罪 東 正 也

伊 東 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 の 6 電話 ( 562) 4343 

自宅 ・西 宮 市 松 生 町 129 包括 ( 22 )  3598 

伊 藤 夫康

有 限 会 社 伊 藤 工 務 庖 代 表 取 締 役

大阪市東淀川区十三南之町3の7 電話 (301) 3091  

( 302)  1460 

社長 飯

専務 中

田 精 次 郎

村 網

共 同 設 計 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 富 岡 町 9 電話 ( 364) 5836 

生 重政田

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 の 5 電 話( 261) 759 1 - 6

自宅 ・芦屋市朝日ケ丘町258番地の2 電話0797( 3) 0657

j也

r::!:1 

昌 彦田

株式会社池田宮彦設計事務所代表取締役

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 三 番 了68 電話 ( 761) 03ω 

自宅 ・堺市上野芝向ケ丘町4丁1405 電 話 ( 78) ∞34

諌 夫早

不 動 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

日本、ンルパークーノレ株式会社社 長

東 京 都 中 央 区 銀 座 函 4 の 1 電話03( 567) 1751

自宅 ・東京都世悶谷区烏山町453 爾倍03( 300) 3705

15  
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石
i

 

l

 

--

-a

'

 

覧

石 川 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼山町 111 電話 ( 779) 9491 - 2

自宅 ・宝塚市切畑長尾山2の317 電話池閏 (5) 2963 

石 季 夫原

株式会社石原建築設計事務所代表取締役

大 医 市 北 区 宗 是 町1( 大ヒ・ル916) 電話 (441) 7826 

東京都千代田区内幸町2の3( 新日比谷ピル〉

電話 ( 502) 8921  

自宅 ・神戸市生田区中山手通6の38 電話神戸 ( 34) 2073

板 垣 精 治 郎

株式会社板垣建築事務所代表取締役

大阪市浪速区日本橋筋4の3( 伊藤ピル)

電話 ( 641) 2844 ・2944 ・2534

自宅 ・大 阪 市 住 吉 区 北 島 町 6 電話 ( 685) 0858 

昭 和 4 2 年 盛 夏 ( 50音順)

白
石崎 甚 太 郎

i

 

l

 

-
-
E

，

 

正

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電話 ( 231) 9640 

自宅 ・兵庫県川西市栄根字豆阪1の11 包括池田 ( 5) 6484

宇賀 郎

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

取締役開発計画本部長

J可 吉 之 助

字 賀 一 郎 建 築 設 計 技 術 研 究 所

大阪市北区若松町28( 尾崎ピル12号室)

電話 ( 364) 5178代

自宅 ・神戸市東灘区住吉鴨子ケ原町3の34

電話 ( 8 5 ) 5 4 6 4

上 回

F 晶 『

貝

株 式 会 社 小 河 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 の 8 電話 ( 761) 6957代

自宅 ・寝屋川市東香盟国18の14 電話0720( 31) 2609

尾 亀 清 四 郎

光 洋 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市南区長掘婿筋2の7( 日新ピル内〉

電話 ( 211) 0991 - 3  

自宅 ・豊中市旭丘六番 31の403 包 括 ( 52)  2438 

株 式 会 社 三 晃 商 会 会 長

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  電話 ( 364) 7031 

「昌ιｾ＠
能 和 上 田 良

:.L晶

置 塩
z与-主z  

t ロ

置 塩 光

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役 株式会社ユーエー建築事務所 代表取締役

民酒ii主

塩 建 築 事 務 所

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 丁 目 電話 (341) 6724 

大 阪 市 西 区 立 売 堀 南 5の1 電話 ( 541) 3352代 大'阪市浪速区新) 1 1 2 の 667 電話 ( 633) 4745 神 戸 市 生 田 町 京 町 7 0  電 話 ( 39)  3515 

自宅 ・神戸市灘区篠原南町2の23 電話 (87) 3479 自宅 ・寝 屋 川 市 本 町 17番18号 電話 ( 21)  0320 自宅 ・神戸市東淀区御彰町上ノ山1661

電話神戸( 85) 4681

稲 葉 良日重

建 財 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 芝 田 町 9 7 電話 ( 372) 5097 - 8  

自宅 ・八尾市山本商 5の13 包括八尾0729( 2) 3587

必』

-"7 茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム 代表取締役

大 阪 市 西 区 北 堀 江 町 2 の 47 電話 ( 541) 3051- 2

自宅 ・ 向 上

ぷ』

-"7 西

士

冨

一
吋

雄

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区上本町? の2のl ( 上六ピル〉

電話 ( 772) 1251 

自宅 ・高 石 市 羽 衣 2 の 4 の 1 電話堺 ( 6) 1179

16 

内 田 成 之

須 賀 工 業 株 式 会 社 相 談 役

7甫 辺 鎮 太 郎

株式会社浦辺建築事務所代表取締役所長

大阪市北区梅田8番地( 新阪急ピル)

話 ( 341) 1727 ・l ω o

j工 好 巳
l

 

'

E

B

，

 
山下寿郎設計事務所大阪事務所 所 長

大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 11 電話 ( 231) 4217 ・7321

自宅 ・芦 屋 市 山 手 町 16 包 話 芦 屋 ( 2)  9269 

大 井 弘 次 郎

株式会社大井建築設計事務所代表取締役

大阪市北区宗是町44( 第1ピル〉 電億( 444) 4521- 2 

自宅 ・箕面市百楽荘 4 の4の11 111話 ( 21)  4113 

大 幸平
j畢

大 幸 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 今 橋 5 の 2 電話大阪06( 203) 0065代

自宅 ・銀中市玉井町1の8の18 電話068 (52)  3237 

大 下 順 三 郎

平 和 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市城 東 区 関 目 町l の 40 電( 939) 代4741- 5

自宅 ・大阪市旭区新森小路中3の94 電話( 952) 1240
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大 林 郎芳

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 京 栂 3 の 7 5  

大 森 司久

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 番地 包括 (312) 1281  

自宅 ・奈 良 市 今 辻 子 町 12 包括奈良( 22) 2390

岡 橋 作 太 郎

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

奥 村 安 太 郎

奥村組土木興業株式会社取締役社長

大 阪 市 港 区 市 岡 浜 通4の46 m話( 572) 5301大代

梶 秀 尾

昭 和 4 2 年 盛 夏 (50音)1民)

本

八 千 代電設工業株式会社取締役社長

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 392 電鋸( 941) 6531代

自宅 ・2界 市 大 美 野 1 0 7 の 4 電話0723( 7) 2548

辛木 貞 夫

神 谷 新

東海興業株式会社 ( 大阪駐在) 常任監査役

自宅 ・芦 屋 市 宮 川 町 7 7 の 2 電 話 ( 2)  0328 

柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 専 務

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 2 7 包括06 ( 252)  1201 

自宅 ・神戸市灘区五毛通3の17 電話078 ( 86)  0596 

神 回 正 平

株 式 会 社 柄 谷 工 務 底 取 締 役 社 長

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 電話 (411) 1451 

自宅 ・西宮市甲子園浦風町9番14号 電話西宮(41) 0700

l

 

i

 

z
-
-a' 

崎 敬

株式会社日本シャッタ ー製作所代表取締役

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通6のお 電話 ( 301)3656代

自宅 ・神戸市東灘区住吉町赤嫁山 電話 (85) 0248 

戸有

国 野 栄

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の103 包括( 532)∞81- 5

株式会社大阪城口研究所常務取締役

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 電話( 371) 7151代

自宅 ・京都市左京区下鴨西梅ノ木町50 包括 ( 79) 4728

ｾｴ＠ 雄野 正

中 西 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区中ノ島3丁目( 朝日ピル) 電話( 231) 9531

自宅 ・神戸市若合区野崎通4丁目 l の5 電話( 23) 8225

沖 田 誠 J可 井
見....... 

弘 木 下 園 男

日本 建 築 学 会 近 畿 支 部 事 務 局 長

株式会社河井建築設計事務所 所 長 株 式 会 社 内 外 写 真 代 表 取 締役

大阪市西区靭l の118 大原科学技術セン ター

電話( 361) ω55代

包括( 斜3) 0538 大阪市Ｍｾｾ区兎我野町 Ｑ Ｕ 電話 (341) 3339代 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 16

自宅 ・大阪市住吉区苅悶町9の21公住3号204 自宅 ・奈良市登美ケ丘 4 丁目 電話奈良( 45) 4378 自宅 ・大阪市西区京町通2の102 包括 (441) 2印3

電話 (691) 2368 

力日 納 雄秀

戸田建設株式会社大阪支庖 取締役支底長

大 阪 市 北 区 其 砂 町 3 2

自宅 ・吹田市千里山松ケ丘 6

海 上 静

株 式 会 社 海 上 静 一 建 築 事 務 所

本社 ・大阪市南区鰻谷仲之町62( 市111 ピル)

電話 ( 271) 1149 

三重分室 ・三虫県禅市岩田 1270 電話津 (8) 9340 

自宅 ・堺市日健在西町13の2 電信堺0722( 85) 0220

J可 内 義 就

有限会社河内義就設計事務所代表取締役

広 島 市 上 絵 町 2 番 3 7 号 電車苦 (28) 2271 

J可 津喜 之 助

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 の 24 m括( 341) 1351- 3 

自宅 ・豊 中 市 服 部 本 町1の88 旬話 ( 62) 6865

木 雄下 光

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5の5 電話 ( 443) 0115代

自宅 ・豊 中 市 上 野 6の12 包括血中郎氏52) 7284

木 戸 口 義

大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区北河掘町54番地 電話 ( 771) 2672代

自宅 ・堺 市 浜 寺 元 町 6 丁 807 電話堺 ( 6) 1370 
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エ 藤 雅

工 藤 雅 三 建 築 事 務 所 所 長

大阪市此花区四貫島大通2の12

話(461) ω 43 ・4198 ・4393 ・9293

栗林 馬

自宅 ・和歌山市和歌浦鶴立嶋527番地

電話 0734 ( 44)  3623 

昭 和 4 2 年 盛 夏 (50音)1原)

後 藤 典 夫 佐 忠 雄

大 阪 府 建 築 部 長

原

株式会社浪花組東京支庖 取締役副社長

東 京 都 港 区 赤 坂 4 の14の17 電話 ( 584) 1571代

自宅 ・東京都世間谷区野沢3丁目 23番22号

電話 (421) 4おO

鴻 池 藤 雑 賀 孝 夫

株 式 会 社 鴻 1也 組 取 締 役 社 長
株式会社雑賀建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 の67 電話 ( 462) 1631代

和 歌 山 市 8 番 丁 3 の 4 電話 ( 31) 1371 

自宅 ・京都市北区平野鳥居前町86 電話京都( 44) 1526

大阪市西区土佐堀船町 15 番地 f宣伝 (443) 7018  

自宅 ・和歌山市小松原通り 5 のl 電話 (23) 5888 

佐 藤

コ 包

田 松

島 栄 金 岡リ 手IJ 隆

坂 内 幾 ニ 郎

坂 内 幾 男

三 精 輸 送 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 金 剛 組 代 表 取 締 役

株 式 会 社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 減 東 区 今 福 中 2 の36 電話 ( 939) 1221代
大 阪 市 天 王 寺 区椎 寺町 66 電話 ( 779) 7731代

大阪市西淀川区野里j j( 3 の13 電信 (472) 0631 

自宅 ・盤 中 市 刀 根 山 3 の105 電 話 ( 52 )  6808 
自宅 ・東 大 阪 市 旭 町 8 の 3

西 山甲

株式会社田中小西建築事務所取締役社長

大阪市西区阿波座南通2のω 電伝 ( 532) 4051大代

、
、

I

E

J

 

，J

 

林

3 主

ｉ ｾ ヨ

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

大阪市大淀区鐙崎束通3の13の9 電話06( 371)3220

自宅 ・大阪市阿倍野区北畠3のl の7 電話 ( 651) 1594 

林 得
士

山

株式会社小林得志建築事務所代表取締役所長

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  

電鑑 ( 362) 5658- 9( 341) 6251- 5

自宅 ・西 宮 市 丸 橋 町 3 1  電話 ( 66) 2394 

林 三 甫 朗

小 林 住 宅 株 式 会 社 社 長

大阪市東区御堂筋鍵波神社前 電話( 251) 1134 ・8371

18 

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 会 長

大阪市天王寺区上本町 7 の2 電話 06 ( 772) 1251 

自宅 ・芦 屋 市 大 麓 在 町 97 電信0797( 2  ) 2226 

佐 藤 重夫

広 島 大 学 工 学 部 教 授

話0822 ( 41)  1161 自宅 ・電路0822 (41)  6429 

佐 藤 太

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 番地 電話 ( 312) 1281  

自宅 ・箕面市桜ケ丘3の9の27号 電話箕面 (21) 2167

佐 里子 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2の 3 4 電話 ( 202) 3836代

坂 本 明承

阪 神 建 鉄 株 式 会 社 取 締 役 社 長

河 内 市 大 字 中 野 2 1  4  電話 ( 781) 0054 

自宅 ・大阪市生野区大友町1の56 電話 ( 752) 5 ω8  

桜 井 正 美

関東電気工事株式会社大阪支社支社長

大阪市東区今様 l の10( 朝日生命ピル〉

電髭 ( 203) 0321  

自宅 ・西 宮 市 天 道 町186 の l 電話酋宮( 67) 5518

呈n.

a又 楽貞

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 南 区 日 本 編 筋 2の58 電話 ( 631) 1019  

自宅 ・神戸市須庖区桜木町3の23 電話 (71) 0324  

三主E

If弓 水 和 璃

株式会社清水和弥設計事務所代表取締役

大阪市北 区神 山町 ＲＶｾ 在地Ｈ富国信用ピル 〉
電話 ( 312) 4616 ・7278

自宅 ・豊中市銀塚来週5の8 l ! 伝鐙中 ( 52 ) 7056 
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庄 勝野

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 銀 谷 仲 之 町 57 電話(271)4771

自宅 ・大阪市住吉区帝E富山首5の18 電話( 671)5014

白 井 周

清水建設株式会社常務取締役大阪支庖長

大阪市西区土佐堀通り 2 の 2 電話 ( 443) 5431 

自宅 ・芦 昆 市 船 戸 町 44 番地 電話芦屋(2) 4948

白 井 徳 蔵

三建設備工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大阪市都島区都島本通り 6の14-2 電話 (922)  6  2  5  1  

自宅 ・宝塚市 川面字下の池北13 電話宝塚0797(86) 1437

白 石 登 喜 男

東 洋 不 動 産 株 式 会 社 専 務

大阪市南区願鹿町通4の25( 順慶町三和ピル内)

電話 (251) 2474 

自宅 ・大阪市住吉区m江中I の68 電話 ( 671) 3792 

城 庸 平口

株式会社大阪城口研究所取締役社長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 電話 ( 371) 7151代

自宅 ・西宮市稲生町 6 番40号 電話西宮( 33) 1013

須 賀 豊 治 郎

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

隅 正 美田

第一工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 電話 ( 364) 0977 

銭 "" 
Ii'司 輝 之

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上辺3の2 包 括(531)6431代

回 美阪 朋

株式会社団阪建築設計事務所 代 表 取 締 役

大阪市東区森ノ宮東之町545( 大阪紙器会館ピル)

電話 (941) 9648直

田 中 政

大島応用化学工業株式会社 取締役社長

東大阪市新庄114番地 電話 (782)4171- 3 ・6734- 8

自宅 ・大阪市城東区野江東ノ町4の99 包 括( 931) 3506

回 淵 也誠

株式会社田淵建築設計事務所取締役社長

和 歌 山 市 下 町 19 番 地 電路 ( 31) 0261 - 2  

自宅 ・和歌山市下町 19 番地 電話 ( 31) 0261 - 2  

"" 
『司

5頁 洪 一 郎

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町357 電話 ( 302) 2271 

"" 
f司 橋 夫慶

株式会社大阪建築事務所取締役社長

大 阪 市 西 区 京 町 掲 2 の 75 11鑑 (441) 9351 

竹 中錬

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 2 7 電話 ( 252) 大代1201

昭 和 4 2 年 盛 夏 (50音順)

谷 尚 武口

株 式 会 社 大 林 組

常務取締役大林組万博本部長

大 阪 市 東 区 京 編 3 の 7 5 匂鑑 (941) 0861 

地 頭 政 人

小俣シャッタ ー工業株式会社大阪支庖

取締役支庖長

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 番 地

電路 ( 364) 4825 ・9004 ・ω 16

塚 本 猛 次

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 横 堀 2 の 3 8 包括 (203) 2361  

↑亘 成 司11

合名会社つねなり ・すたじお 代表者

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 4 0 沼話(231)0141 ・7781

自宅 ・豊中市玉井町2の8の20 電話 ( 5 2 ) 6 4 3 5

土 定住居

新 建 築 事 務 所 所 長

大阪市西区千代崎町 2 の24 包括 (541)2570 ・8425

自宅 ・ 同 上

東 畑 謙

株式会社東畑建築事務所代ぷ取締役

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 の 1 9 電話 (202) 0391 

自宅 ・神戸市東灘区縄手下見80 電話078( 85) 関43

徳力く 正

株 式 会 社 三 座 建 築 が 務 所

大 阪 市 北 区 中 之 島 4 の 3 3 m;r.s ( 443)  0051 

自宅 ・芦 屋 市 三 条 町 53器 地

19 
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時 龍 太 郎山

l時 山 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区白銀崎上2の21( 策部ピル)

電話 ( 361) 6248 

自宅 ・大阪市東淀川区三国本町2の127

電話 ( 393) 9557 

内 藤 資 忠

株式会社内藤建築事務所代表取締役

京都市左京区悶中大堀町189番地 電話 (78) 6196代

自宅 ・京都市左京区北白川山の元町38 電話(78)3353

中
l

 

l

 

---a' 

匠

中 川 l 匠 建 築 設 計 事 務 所

大阪市北区浪花町38( 新興ピル) 電話 ( 371) 3651 

自宅 ・宝 t富 市 米 谷 石 田 1 8 電 話 ( 86)  2391 

中
l

 

l

 

a

-

E

，

 

真 佐 吉

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 区 北 新 町 2 の 2 3 包括( 942) 2951代

中 ;畢 誠 一 郎

Jj l 湾 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区富岡町38( 新 日清ピル) 電話 ( 363) お81代

自宅 ・守 口 市 滝 井 元 町 3 の 27 電話 ( 991) 1848 

中 野 順 次 郎

株式会社中野建築事務所代表取締役

大阪市北区堂島上2の39( 毎日産業ピル内)

電話 ( 341) 3561 

自匂 ・盤 中 市 岡 町 南 ? の 10 電話068( 52) 4145

中 原 茂

安宅エンヂニヤリング株式会社

取 締 役 建 築 部 長

大阪市東区今婿5の14( 安宅ピル内〕電話( 231) 8461代

自宅 ・神戸市東灘区本山町岡本野間15

20  

昭 和 4 2 年 盛 夏 (50音11頁〉

中村 金

中 村 金 三 商 后 庖 主

京都市下京区楊梅迎烏丸西入横諏訪町315番地

話京都075(35) 1∞2 ・1184 ・8380

西 向島 徳 太 郎

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 専 務

大 阪 市 西 区 京 町 掘 2 の 75 也話 (441) 9351 

野 崎 謙

株式会社 山下寿郎設計事務所

代表取締役社長

東京都中央区西八丁堀2の4( 大石ピル)

電話東京03( 552) 8311

自宅 ・東京都文京区本駒込1の10の10

電話東京03(941) 8747

浜 幹 三 郎口

株式会社 浅 沼 組 取締役

大阪市天王寺区東高棒町 8のl 電話 ( 762) 0251 

自宅 ・大阪市阿倍野区文の里 l の4の21

電話 ( 623) 0ω8 

原 守田

株 式 会 社 新 日 本 技 術 コンサルタン卜

大阪市南区長姻繍筋1丁目〈丸善石油ピル)

電話 ( 271) 1251 

原 守蔵田

原 因 今 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市西区菌兵掘南通3の8( 第二鶴崎ピル)

電話( 541) 7251- 5 ・直 (541)6935 ・6987

自宅 ・大阪市天王寺区生玉町6の20

夕陽丘パンシヨン 303号 電話( 771) 9792

伴 秀 雄

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

平 作 太 郎田

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 副 社 長

大阪 市 西 区 阿 法 隆 中 通 1 の 5 電話(532)1234代

自宅 ・京都市下京区綾小路通大宮* 包括(81) 1203

平山 平
古
小

平 山 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 2 の 2 電話 ( 441) 1994代

自宅 ・豊 中 市 上 野 2 の 10 7 包括量豊中 ( 63) 1744

福 中 定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理事

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電話 (231) 9649 

福 刀く 薫

株式会社福永建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 南 区 限 度 町 通 4 の 61 包括 ( 251) 3102 

自宅 ・大阪市南区願鹿町通4の61 電話 ( 251) 5189 

福 蔵頼 圭

株式会社新興建材工業所取締役社長

大 阪 市 西 区 西 長 掴 通 l の 5 電話( 541) 5757代

自宅 ・大阪市住吉区住吉町242の22 電話( 671) 1705

藤 木 正

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大阪市東区両替町 l の 13 電信 ( 942) 1461代

自宅 ・豊中市本町 5 の 140 電話盤中068(52) 4088

藤 手B 昭田

R I A 建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 支 庖

大阪市北区太敵寺33( 大阪合同ピル〕 電話( 312)9154

東 京 電 話 ( 270) 5861 ・名 古 屋 電 話( 231) 5511
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藤 庄 之 助本

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役

大阪市繊東区西鴫野6の43 沼鋸(961) 44ω( 962) 1288

星 慶 文

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市城東区関園町 1 の40 電話 ( 939) 4741代- 5

自宅 ・門真市減扇町 12の16 電鋸0720 (81)  0667 

本 回

L ! 恥

寸ヨ

千 代 田 工 芸 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区恵提須町 3 の14 電話 ( 631) 4416- 7  

自宅 ・奈 良 市 苔 楽 園 町 l 電話奈良 (45) 1971 

馬 島 良日

日経アルミニウム工業株式会社大阪支庖

大阪支庖長

大阪市東区高麗編町り 5の1(大阪興銀ピル8階)

話大阪( 203) 6831 - 5 ・7965- 8

松 村 雄

昭 和 4 2 年 盛 夏 (50音順)

株 式 会 社 松 村 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 空 心 田r 1 の 70 電話 ( 352) 1131 

松 本 大 平

森 川 喜 代 之 助

森 川 一 級 建 築 士 事 務 所

池 田 市 住 吉l 丁目 l 番20号 電話0727 (  6)  8149 

自宅 ・ 同 上

盛 道 雄

田島応用化工株式会社大阪営業所所長

大 阪 市 西 区 京 田I 掘 1 の 7 4 包括 ( 441) 5951  

自宅 ・大阪市東淀川区下新庄町2( 公団住宅22-4)

電話 ( 328) 0029 

南 長
士

ロ

株 式 会 社 盛 工 務 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 旭 区 赤 川 町 2 の8 電話 ( 921) 3471代

自宅 ・宝塚市切畑字長尾山12番地の53

電信宝嫁 (86) 2431  

山 ロ
五

回郎

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

代表取締役支庖長

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1  電霞 (443)5041 - 8

宮飼 克

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 辺 4 の 8 電話 ( 541) 5534 

自宅 ・宝塚市切畑字長尾山2の788 電話池田 ( 5) 2018

山 密 男

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部 長

神戸市生悶区下山手通5の23( 兵庫建般会館内〉

電話 ( 34) 1603 

自宅 ・明 石 市 人 丸 町 2 番 47 包括明石( 911) 2298

下

合同特許建材工業株式会社代表取締役

大阪市東住吉区駒川町 3 の54 電話 (702) 7814代

自宅 ・大阪市東住吉区周辺東ノ町3の193

電話 ( 621) 9086 

目IJ J  11 敬 蔵
r昌ｾ＠

後 健 山 本 潔

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

株式会社宮後建築事務所代表取締役

( 本社) 大阪市天王寺区上汐町6の35 山本 窯 業 化 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪事務所長取締役
電話 ( 771)0393 ・9281

( 分室) 大阪市天王寺区推寺町76番電地冨
大阪市東淀川区西淡路町3の176 包括( 322) 4851代

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 の 1 9 電話 ( 202) 0391 (779)  9316  

自宅 ・京都市下京区西木鹿町松原上ル電話( 35) 2083 自宅 ・大阪市東住吉区山波町l の5 電話 ( 622) 5130 

目リ 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役社長

{ 仮事著書所) 大阪市大淀区盛崎来週3の13の5

電話 ( 371)2931代

自宅 ・芦屋市打出翠ケ丘町 166 電話芦屋(2)2005

松 田 EEヨZ  
平

松 回 JI 慎

τ と

Eコ

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

福 岡 市 綱 崎 町 2 蒋 1 電号話((明28治)0箆98ピ2ル( )2  

• ( 29) 2497 

自宅 ・福 岡 市 今 泉 l の 16 の5号 電話 ( 74) 2497 

村 秀上

株 式 会 社 村 上 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 73 電話 ( 341) 8651代

自宅 ・西 宮 市 仁 川 町 2 の 68 電話西宮( 51) 0230

フE 勇 太 郎

株 式 会 社 大 末 組 専 務

OD Oプレハプ株式会社 社 長

大 阪 市 南 区 大 和 町 1 !lt 鱈 ( 211) 0555 

大阪府南河内郡美原町小平尾 電信0723(61) 2ω5- 7

自宅 ・大叡市旭区楠寺町417の3 111筋 (951) 8716  

山 義本 樹

西日本建設業保証株式会社専務取締役

横 田 喜 一 郎

株 式 会 社 工 英 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 の 2 4 電話 (661)8861 - 2  

自宅 ・大阪市住吉区万代西2の28 包括 ( 671) お06
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勇

株 式 会 社 関 組 大 阪 支 庖 営 業 課 長

大 阪 市 東 区 横 綱 2 の 7 0 包 括( 203) 2821代

自宅 ・京都市中京区西ノ京御輿岡町10 電話 ( 84) 8697

辺渡健

大 阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 教 室

尾鷲

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社

大阪市大淀区本庄川崎町 2の6 電話 ( 371) 3321- 3

自宅 ・京都市東山区清水2の232 電 話 (56) 6283 

長社

繁林+
右

日本建築協会会告

惨 香 雪 記 念 4 青 年 建 築 家 の み な さ ま ヘ

一一 「建築 と社会」昭和42年11月号

「第14回青年建築家特集号」企画一一

4

2

 

病 院 見 学

将来の建築をになってたとうというはきに富んだ青年建築家，ｴｮｾ な

ESt を描きだそうとしている背年建築家，デザインに構造lζ ，創意と工夫

をもっ青年建築家，そういった新人の出現乙そ ，今日の建築界にあたら

しい jtlj 械を与えるものとして，大いに期待されるものであります。

乙うした創意にみち ，将来性のある青年建築家のために ， i建築と社

会J 11月号を恒例のとおり「背年建築家特集号」として編集するととに

なりました。本年は，その第14回自に当ります。ねがわくは，下記の規

定をど参照の上，ふるって応募されんと とを。そして，建築界IC新風を

おくり ζ まれん乙とを。

7月22日( 土) 集合 ・午後 2 時30分~解散 ・4 時

京阪神急行神戸線 ・夙川駅北出口附近 ・目標会旗

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

構造 ・規模 R C造 ・地下 l 階 ・地上 6 階 ・塔屋 2 階

建 築 面 積 1，101. 12m 延7，574. 10m 

工 期 昭 和39年12月- 42年 6 月

日 時

集 合 所

建築概要

4 スライディングフォームの現場見学会

( 食品コンビナートの東棉サイロ建設現場)

1. 応募される人は満27才から満35才までの青年建築家で，本会会員 lζ

かぎります。( 提出期固までに入会手続をすませた方なら可)

2. すいせん者を通して応募してください。( すいせん用紙は編集委員

会にありますから，希望の方はど訪求ください〉

3. 提 出 資 料

(1) 略 歴

木人の写n・氏名 ・生年月日 ・l忌終学歴・業歴・作品略歴( 簡略に)

(2)  作品資料

(  i  ) 設計の場合 ( 怠匠設計，構造設計・設備設計などの場合。共同

設計による作品でも ，計画案でも可。ただし l 点ないし 2 点)

a  鮮明なる写其数枚

b . 主要プラン( 黒インキング〉

C . 概要( 所在地 ・設計施工者名 ・規模 ・面積 ・工期〉

d. 設計要旨 (3∞字ていど)

( ii ) 計画 ・施工・その他の場合 ( 都市計画，施工計画，研究論文

等々)

a. その案を表示する資料

b . その案の概説 ( 1∞字ていど)

C . 論文，評論の場合は4∞字詰用紙15枚以内

(3)  青年建築家としてのことば

青年建築家としての抱負，考え方，信念，建築鋭等々 ・・・・・。

(4∞字ていど)

提 出 期 間

掲 載 方 法

編集委員会で整理の上，掲載方法を決定いた します。したがって，

掲載権およびディスプレイ は本委員会に一任ねがいます。

6. 掲械の分は ，掲載誌および規定の稿料を呈上し ます。

7. 提 出 先 大阪市東区北浜 3 - 37

日本建築協会編集委員会

定規出提

7月27日( 木) 集会 ・午後 2 時→解散 ・4 時

阪神包車御影駅南側出口附近 ・目標会主主

所在地神戸市東灘区住吉浜町 19

設 計 大 阪 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

規 模 ( サイロ本休) R C造 ・内径 7 m ・72;1ま，

補助サイ ロ48基 1 F L より軒高3 5 m，67，683  t  

( 主機械室) 1 階 ' R C造， 2 階- 7 階 ・S 造， 7，233m 

( 事務所) R C造， 2 階建， 319rrf 

日 時

集 合 所

建築概要

ゐ
一
品

ｾ ＵＰ 周年記念 講演
「モントリオール万国博視察報告会」

下記のとおり日本建築協会50周年記念総演会を開催いた します。

と き 昭和42年 7 月24 日( 月〉午後 2 時

ところ 関電ホ ール

テーマ 「モントリオール万国博を見て」

講 師 西山卯三氏( 工博 ・京大教授)

外，映爾 ・スライドによる解説( 高橋康夫氏外4 講師)

. 上記 3件の開催通知はハガキにより 会員にお知らせしました。

4 創立50周年記念事業資金受領報告

その 6 ( 6月27日迄分)

昭和42年 9月11 日までに必着ねがいます。

青年建築家特集号係

4.  

5. 

50周年記念事業資金を下記のとおり受領いたしました。厚くお礼申し

上げます。

ート

尾

凹

ゆ0，α氾円

2，α)Q円

1. α)Q円

103，000円

5，830，000円

計

計

会

文

雄

合

累

目

的 忍

畑 久
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u. uはラテン anの神文m文字 V のm;ie体である。ギリシア人がその頃区別して表わされていなか った母T f の

記号を等入した. 彼等は V で表わされ、 Wの音1面を持つフェニキア跨の F にあたるむのを母音 U にmいた円であ

る.
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V 岱 agraphi c vari ati on ロsier to cut in stone 

than U， and was  original ly， like Y ， one of  the 

earlier forms of  u.  The charaders V  and U  

meant  the ｳ｡ｭ･ωｾ､＠ in Latin and Engl i sh as 

Iate as the E liz.a. bethan period.  

j  

， 

1  

1  

-・・ - - - r- I  . . .  園 田 ・

-‘ I  I  ・・. I  • 

・・・ ・・・..- - - - - 一 一
， 

， 

， 

e  

， 

_y 

V .  V はU よ 1) L 石に却J ; z ，. 易いたのm写mとして mいられた典型である. むとは u の初期的ー型態である Y の

ような型をしていた. ｶ と ｕ の文字はラテン諸およびエリザベ λ 朝までの英 ｾｲｴ では同じ音を表わしていたＮ
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ここにも生きている

ピ=ロT ド闘車

屋 恨 に ピ ニロイ ド 防 水 を 施工 した 京 阪 ビ ノレ ( 松 阪 屋 )

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 をつく っ

ても完全な防木がで きたら 一一一 それをＧＩｾ 川化

して す で に す ぐ れ た 数 々 の ' 長 績 を 示 し て い

うのが〈 ビ 二 口 イ ド 2 号 〉 で す

ヲ水下地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず * 冷 地

J ) 冬 に も 丈夫 で どんな: 場所に使 っ て も j釘り

ま せ ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布

を 独 特 な 方 法 で 加 」二し た 技術の成果- です

京 阪 ビ J レ( 松 l坂 屋) の 屋宿 に も ビ 二 口 イ ド 2 号

1- よる 防 水 工 事 を ご 採 用 い た だ き ま し た

営 業 品 目 ・ ピ ニ ロ イ ド 防 水 工事 ・ ア ス フ

ア ル ト 防 水 工事 ・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工

事 . 保 混 ・ 保 冷工 事 ・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル

・ 三 星 コ ー キ ン 販 売 ・ 工 事 . シ ポ レ ッ ク ス

工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

東京r . l Sl -{ l: l F I 区岩本町 3 ー 11 ー 13

<t 

T  E  L  ( 866) 0271 - 6 ・ 6121- 9  

Ｚｈ ｾ 民所 Ｏ 札帆 Ｈ ＷＲ Ｉ ＶＰＳＱ 仙 台 ( 21) 5366ー 7 名古屋 ( 941) 3751

( 971) 4574 大 阪 ( 443) 9721- 3  11.¥1出1( 76) 2076( 75) 0298





ご 投I/Ij 歓迎。編集部 (! U231- 9649) まで お問合せく た さい。

ダンパーヒ ンジ
新 し い 時 代 の ド ア ー ク ロ ー ヂ ー

デンセイ オートヒンジ丁番型

デンセイオ ー トヒンジ丁悉型とは ，T 1s : の中 lζ ドア ー クロ ー

ザ 一機 構 を 内 放 さ せ た ユ ニ ー ク な ド ア ー クロ ー ザ ー でありま

す 。 乙 れ は 二 つ の 旗 型 丁 番 で 一 組 に な っ て い て ，一 方 の 丁 番 に

は 閉 IJl i作 用 を 行 な う た め の 二 重 ス プ リ ン ク 機 構 を 内 政 さ せ ，他

方の丁悉にはその閉) J j l 力を制動させるための油圧機椛を内政

せ て い ま す 。 乙 の 各 々 二 つ の 丁 悉 の 働 き に よ っ て 扉 を 自 動 的 lζ

静かに 1確実に閉める乙とができます。

乙のように丁悉 lζ ド ア ー ク ロ ー ザ 一 機 構 を 組 込 ん だ ものは過

去 幾 度 か 試 作 さ れ 商 品 化 さ れ ま し た が， い ず れ も 閉 扉 力 ，耐 久

j J の 不 足 な ど で 失 敗 し ，商日! として存命のものは内外ともに皆

無であります。

乙 の 優 れ た ア イ デ ア を 商 品 化 す る た め に 三 年 間 に わ た り 研 究

開 発 lζ 専念し ，40万 回 以 上 の 開 閉 耐 久 性 ， 開 閉 卜J レク特性等そ

の 日 擦 を 十二 分 lζ 具備する ζ とができました。

乙の丁番型オ ー ト ヒ ン ジ は 従 来 市 販 さ れ た 同 種 製 品 の 最 大 の

欠 点 で あ る 閉 IJI リJ の不足を画期的なダフ〉レスプリング切換機構

の 開 発 に よ り 解 決 し ま し た 。 乙 れ ら の 機 構 の 一 部 は す で に n，

米 ，英 {ζ 特許権が登録されています。

O 製 法 材 料

・ケー ス お よ び 羽 根 は 5 mm厚 の 高 級 仕 上 鋼 板 を プ レ ス 加 工 し

表 面 は40μ ( J I  S  4 級 ) 以 上 の ク ロ ム メ ッ キ へ ア ー ライン

仕上げになっています。

・シャフ 卜は 高 炭 素 ク ロ ム '1411受 鋼 を 用 い 高 周 波 焼 入 れ ま た は

salt -bat h に よ る 熱 処 理 を 施 し 精 密 研 磨 仕 上 げ を 行 な っ て い

ます。

Ｍ スラスト ｾＴｨ 受にはボ ー ルベアリングと硬質ナイロンベアリン

グを用いております。

・ スプリンクは線形ノイネを ｭ い特殊表面処理を施して ｾ￬￭ 性限界

内で安定した使用をしています。

・ク ラ ッ チ 機 構 は す べ て 部 品 の 一 つ 一 つ に ベ ア リ ン グ 鋼 を 用 い

1/1000- 3/ 1000mm程 度 の 精 密 仕 上 加 工 を 行Bな っ て い ま す 0

・ダ ン パ一機 構 は 特 に 油 洩 れ 防 止 の た め オ ー リングとエポキシ

系 樹 脂 に よ る 二 重 シ ール を し 精 密 仕 上 さ れ た 各 摺 動 部 分 に は

優秀な判|ルI材料を用いています。

・スピ ー ドコントロ ー ル 機 構 は 温 度 変 化 に よ る ス ピ ー ドのパラ

ツ キ を な く す た め に 厳 選 さ れ た 特 殊 作 動 油 を 使 用 し て お り ま

す。

0 動 作 特 性

上 図 は デ ン セ イ オ ー トヒンジ の 動作 特 性 で す 。 乙 れ に よ って

オ ート ヒンジはJ J j ) を聞けるに従い軽くなり ，逆 に 閉 じ る に 従 い

そのブJ が 強 く な る 特 性 に な る こ と が わ か り ま す 。 乙 れ は 人 が 扉

スプリングヒンジ

よU

ス

オートヒン ジのオシ ログラフによる トルク 線図

を 聞 け る と き の 動 作 に か な い ， し か も 小 型 な が ら 充 分 な 閉 扉 力

を持つという理位、的な特性といえます。 ζ れらはず「たに開発し

た 画 期 的 な ク ラ ッ チ 機 構 に よ っ て 解 決 し た も の で す 。

0 特 長

1 取 付 が 簡 単 2. 抜 群 の 耐 久 力 3. 十 分 な 閉扉 力 4. 簡 単 な 速

度 調 整 5. 内 蔵 さ れ た ス ト ッ プ 装 置 6 広 い 使 用 範 囲 7. シン

プノレなデザイン

0 仕 様

木 扉

呼称番号

用

開扉角度 ストッフ適用扉寸法適用扉illlJ: 表面仕上

角 度

判竺二2R  180皮

左開 ｆａ ー Ｒ ｌ 左右 一 方ｴｬｉｾ
40kg 

ッ

J

4

メ

ラ

ム

一

上

ロ

ア

仕

ク

キ

ヘ

ン

900 八

2，100'%， 
85

0

- 90
0  

厚さ 30弘

以上

鉄 扉 局

ストップ

I呼称悉号 開扉角度 角 度 適 用 扉 寸 法 適 用 扉 重 晶 表 面 仕 上

右開 F A-43R 180度

左開 F A-43L 左右一方sfJ

クロムメッ

キ

へア ーライ

ン仕上

。 o 900x  

85υ - 90
U  

2. 100ル

60kg 

ガラス樹脂用

ストップ

呼称番号 開扉角度 角 度 適 用 扉 寸 法 適 用 扉 重 也 表 面 仕 上

右開ID H- 23R 180皮 914 2 山 弘 2 ロムメ 7

1 - - .  ..". 85

0

- 90

0  

ｾ Ｈ ガラス Ｑ Ｐ 又 60kg 

左目見 D H- 23L '左右ー方開 円は12弘樹脂 へア ーライ

さli ' 8 も以下 ン仕上

発 売 元 日 恵 機 材 K K T E L 東京 (201) 3333 大阪 (231) 4608 



新 し い 住 宅 の 冷 暖 房 機 器

KKKシーズンマスター〈空気調和器〉

K K K シーズンマスター は弊社が長年 の経験と優秀な技術によ り作り出 した 空調器

で四 季を通じて快適な環境を作 ります。

特 長 ・強力な冷暖房能力 ・静粛運転 ・美しいデザイン ・堅牢な繕造

0 冷水，温水を使用する乙とにより四季を通じて冷暖房を行な う乙とができます。

0 極め てコ ンパク 卜lζ 設計しでありますから据付 スペ ースは僅かですみます。

o 独特な組立式 キ ャビネ ッ トは据付，配管等の費用 を極度 lζ 軽減い たし ます。

0 既設の建物にで も容易に据付 ける乙とができます。

0 配管勝手は簡単に変え る乙とができ ます。

0 エヤ ー フィル ターは室内空気を清浄に保ち ，また新鮮な空気を自由 lζ 取入れる ζ とができます。

またマ イナスイオン発生器の組込みも可能であります。

0 消費電力は僅かて、すみ風畳は押ボ タンで 3 段階 lζ 切換える乙とができます。

0 吹出空気は V . Hレヂスタ ーにより風向調節が自由であります。

0 床置型， Ｑ 床置問、 ｉ 依型 ， 天吊型 ， 天 ｲｲ ｾ 隠 ｉ 依型の Ｔ つの ｊ 型地があり

それぞれ能 ) J によって 12型- 62型までの 6 機麗があります。

. 冷 暖 房 装 置 の 一 例

天 吊 型

K K K コン ベクター K K Kベースボードヒーター K K K ウオールラインヒーター

国富

『司

いずれも蒸気または温水を用いる暖房器であります。熱効率のよいヒ ーテイングエレメントが美麗にし て堅牢なキ

ャビネッ トにおさめられ， 室内装飾とよく マ ッチしかっスペ ースは僅かです。 自然対流による空気の流れは筏めてス

ムーズに行なわれます。設置の室の大きさ ，形状 ，使用目的， 設置場所iζ 応じ機種を選定してください。また必要放

熱置によって高さ ， I I J ，長さ等は各種あります。

プレ ート フィンヒ ータークーラー

フアン コイルユニ y 卜

ベ スボ ード ヒーター

営 業 品 目 コンベクタ ー

ウォ ーノレラインヒ ーター

ユニッ トヒー ター

冷蔵庫用ユニァ トクーラー

。 木 村 工 機 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 上 町 1 3 番 地 氾話 ( 761) 6921  ( 代)

東 京 営 業 所 東京都千代田区神間和泉町 l 番地ノ I ( 直 江 ピ ル ) 電話 (862) 0741  ( 代 )

名古届出強所 名古屋市中区新，: 1丁目 4 番 2 7 号( 悶野ヒ' ル) m話 (211) 5048  ( 代)

稲 岡 山 張 所 福 岡 市 大 名 1 丁 目 1 2 番 5 2 号( 内藤ピ J レ) 屯 話 ( 77 ) 0628  ( 代)

工 場 大 阪 府 八 尾 市 北 久 宝 寺 2 丁 目 2 番 7 号 電話 ( 3  )  0621  ( 代)



者の頁

役稿をおまちしております。縄 . の

分には粗品選呈いたし ます。

口 ユトリ口展に感じたこと 口

さる 5月13日から 6月11日まで，京都市美術

館で関かれたユトリロ展を，最終日の前日 lζ 見

に行った。会場はつめかけた人々の熱気で蒸し

風呂のようだった。

雑誌で読んだ伝記や エ ピソ ー ドを想い浮べな

がら見たユトリロの絵は ，孤独で冷たくさえあ

った。ただ私なりにではあるが，多くのパリの

街角を描いた作品が， ζ くありふれた情景であ

るとと ，それを，すばらしく表現しているのに

打たれた。そ こには，ユトリロの見た ，人と建

物との調和のとれた街があった。

その帰りに患ったのだが，今の大阪にも ，私

たちが親し く愛せる街角があるだろうかと。

車lζ 脅かされ，tまに悩まされ，よ乙れた空気を

吸いなが ら，私は願う。再び人が街の主人とな

り，私たちの街角を愛せる日のくるととを。( 希)

口 スラムを変えた流れ者

釜ケ崎騒動と建築労働，

技能労働市場の変遷問題 口

6 月4 日朝日新聞の朝刊に「飯場のけんか並

み 消えた底辺の反抗」の見出しで釜ケ崎騒動

を克明に述べている 。その中で 「釜 ケ崎の労務

者は変わった。釜ケ崎 10年選手はいった。騒ぎ

の翌朝の就労現場では関東弁，九州弁を使う 粋

く訂正おわび〉

先月号の 19頁に所載の「クラスメ ート 25 神戸高等工業学校

卒」のうち， 出席者の役職，卒業年次 IC誤りがありました の

で，次の通り訂正し，おわび申し上げます。

久森秀一氏 ( 日本住宅公団大阪支所分離住宅課副彦事)

中口昌一氏 昭 和 11年卒

山ili 信氏 昭 和 10年卒

川悶昌彦氏 昭 和 11年卒

な トピ職スタイノレがやた らIC目についた。掘り

方，手伝い ，述びなど単純労働者の供給基地 と

いわれて きた釜ケ崎ではほとんど見られなかっ

たスタイルだ。 トピ職，大工. 左官なと の技能

労務者が乙のところ急にふえた。 乙うした技能

労務者は単純労務者に比べ日当も約五割高く 二

千五百円の高給とりもぎらだ。その一人は ，東

京オン ピッ クでかせいだ。乙んどは万国博の大

阪だという 。乙の人たちは疎外され，追込まれ

て釜ケ崎K 落ちのびたというよりは ，利用し易

い飯場として乙の町 K きた。」と書いてある。

私は乙とで釜ケ崎騒動を批判するつもりもな

いし ，その対策を考えるものでもない。ただ技

能労務者，主として，鳶，大工，左官が一般の

単純労務者の独占労働市場になぜ仲間入りをし

出したか，またそれがこれか らの建築技能業界

の新しい傾向にな ったのかの問題を，乙のまま

に放って置くべきものではなかろうかと思うも

のである 。 乙れは読者の頁等で扱うべき問題で

はなく ，より大きな問題であると思うものでも

ある 。建築業界の問題にとり上げて貰いたい，

というても当日本建築協会 lζ も技能研究会も ，

労働部会もなかったはず， となると ， ど乙で取

上げて貰うべきか，疑うものである。では ，第

一，建築技能者は日雇い労務者として，取扱う

べきものかどうか問題となる 。技能等考えなく

てもよい ，技能をキカイ化して，素人工でよい

と見るか，要はプロは不要，ノンプロでい乙う

というのであれば取上げる要もなかろう。だが

大工，左官が，釜ケ崎市場で容易K 雇入れられ

るとなると ，社会の阪は一層，建築技能者を蔑

視する乙 とになりゃしないか，となると， 若い

もの は，それに魅力を失なう乙とにもなり ，一

層養成は困難になり ，やがて消滅へ前進するこ

とにもなりかねない。

第二，建築業界は大工左官の養成を気にかけ

ておるかも知れないが，その手を実際に打つて

はおらない 3 徒弟制度は全く 崩峻したまま ，そ

れに対しての対策と処置も考えなかったのが現

在 K およんで惑い結果が，ぽつぽつ表現された

ものに全く相違はなし、。昭和の初め乙ろ ，大 阪

商工徒弟問題研究会が大阪の船場の商人を主体

に研究された乙とがあ った。当 11寺会員は大郎分

が商業庖主で，建築界か らは私だけだった。 キ

カイ工業界か らは阪本代議士だけだった乙とを

記憶している。船場商人はなかなかエライもの

だと思った。ついに徒弟問題は解決してしまっ

た。それは商庖を会社組織にする乙と で. 1fi:頭

は専務常務の役付 ｬζ ， 手代は社 員にそ して了 ｦｈｾ

は見習社員と してしま った。 しかるに建築界特

に左官，大工業界は未だに脱皮できない 。昔よ

り悪い環境の許で，将来性のないままにして ，

なお大工見習工左官見習工を募集する矛府を感

じながら ，とう にもならな いのが現状ではない

か，乙の原因の尾が，技能工の釜ケ崎進出を助

成してはお らないでしょうか。その事実，技 能

者の実態調査，生活調査をまずやってみようで

はないか。それからその対策を考えてもよいの

ではないかと思う。

現実 lζ ，釜ケ崎労働市場で， . ( . まも大工も ，左

官も ，明日の契約なしで庖入れ られる 。即時に

雇入れられるということが，現在の建築経営か

らは ，新しい傾向 で，それでよいという乙とにな

るならば，また それに対して ，技能工の供給源，

確保，将来とも大丈夫というなれば，話は別 な

のだが。( 大阪市浪速区元町 l の762 鈴木忠五郎〉

口明治建築土木史年表・関西篇 ( その 7 ) ( 自明治11年 7 月12日至同月 14日) 口

明治

11年 7 月12日

1/  / 1 11 

11 11 

乙ぴ金色ゃう じゃうや〈

電信中央局( 東京京橋木挽町= 現中央区東銀座) では万国公法定約にままき ，今後電

信線不遜の際は ，地方各局が相互にその旨通知し合う様義務附ける事とした。

三条実美太政大臣。内務省及び各府県 IC国事政体を論ずる iO O社」と 言った結社を

2警察が監視する械通達。此の頃の民間営利会社が「三菱会社J i 通運会社J i石油

会社」の様に必ず「会社」を名称、K 附して いるのも i O O社」式の政治 ・言論結 社

と同一視されて無用の摩擦を起さ ぬ綴 ( C という配慮 もあ った らしい。

内藤新宿( 東京 ・現在の新宿) WJ 農局構内の池で甲渡り八すの赤い亀が岸へ這上って

めさひがわ ひ

官員 lζ 対iえられ，麹町山下門内の博覧会場内 の他へ廻されたが，制l 後国朝日川の緋

が向 かう すっぽん

1Q.と 同様 1ドの赤いi J Ef むだろうといわれていた。

しんとみぎ

13  LI 議 ＷＲ 銀行の社員等数名が ， 先 ｬζ 東京で ｉｾｍ 場 した最初の 洋式大 劇場新記 座に 車出没され

ノ / . ノ ノノ

て. ｩ ｾ［ ｊ Ｎｫｉｬ ｊ ｊ ノ Ｇ￧ Ｉｌの向う角 ｬ ζ 大劇場 を作ろうとしたが ， 許可されず ， 既成の小屋を買

収し て改築しよ うとよりより 協議中と 言 うn

内務省衛生局雑誌節 目号発免さ る。

ゅうζ ん

14日 大阪の商家山崎屋与七郎の母は滅多 lζ 筆を執らないが，執ると筆勢雄部昔に変らず

11 11 / 1 

ζ んしよ

という新聞記事あ り，彼女は幼号を東海鰻女 と言い，天保年間. 5.  6 歳の幼女の

み や

身で筆を能くし ，古詩を乙とごとく暗記していた。江戸で神童と 言われ，京都の宮

2  せ 舎が会

家にまで招かれて席蓄し ，後山崎屋 lζ 嫁して普通の商家の主婦となった。

み＼Ｇ，Ａり ｾｩＨ ぅ

内務省土木局。話先 ( グラン ド・ ボーノレ) 器械を新製し ，掛員宮原城造が携行して

だいやがわ

大谷川開掘の為，茨城県へ廻送された。 ( 東京都北区神谷2 ノ22ノ13 須 藤 欣ニ)

29  
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建 築 と 社 会
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ニ ュー ス原稿 をお 送 りく だ さい 。

. 一 級 建築士試験の

受験資格について

ス

建築士法( 昭和25年法律第202号) 第 14条第

4 号の規定 IC基づき ，次の l から 4 までに掲げ

る者は同条第 l 号から第 3 号 までと同等以上の

知識および技能を有する者と認められる乙とに

なった 。

l  学校教育法( 昭和22年法律第26号) による

大学 ( 短期大学を除く) において都市工学，

衛生工学，交通土木工学又は経営工学 ( 建築

専攻又は土木専攻に限る) の課程を修めて卒

業した後，建築 iζ 関し て 2 年以上の実務の経

験を有す る者

2. 学校教育法( 昭和22年法律第26号) による

大学 (短期大学を除く) において住居学の課

程 を修め て卒業 した後，建築に関して 3 年以

上の実務の経験を有す る者

3  実業学校 教員養 成規程 ( 大正 4 年文部省令

第 7 号) による修業年 I! 艮3 年以上の宮立実業

学校教員養成所において建築科又は土木科の

課程を修めて卒業した後，建築に関して 4 年

以上の笑務の経験を有する者

4  日本国有鉄道組織規程第48条の士郎呈による

中央鉄道学園大学課程において，建築科の課

程を修めて卒業した後，建築 IC関して 4 年 以

上の実務の経験を有する者

. キャンパスを使用したテン

ション構造構築物設計競技

近年，テンション構造に対する 一般の認識と

期待には ，大きな高まりを見ることができる。

目下，モントリオーノレで開催中の E X P O' 6 7

k おける西 ドイツ館 もテンション構造のひとつ

の典型であるが，アメリカ館のメカニカノレな表

現とは対照的に ，オーカゐニックな空間表現の可

能性を示す ものとして注目を集めている 。

わが国にお いても ，サスペンション機造やニ

ューマチック構造，大型テン ト構造なとがっさ

っさと 実現されてきており ，テンション構造は ，

いまや単なる可能性の問題としてではなく ，現

実のテクノロジ ーの問題として真剣に検討され

るべき時にきている 。

乙のような l時期に ，主 催 ・太陽工業KK. 後援

. 新建築社， 協力: テント構造研究会によっ

て，下記要領でテンション構造K 関する コンペ

ティションが企画され，ひろく 一般の英知を集

めようとする試みがなされる乙 とに なった。

1. 審 査 ・帯査委員

審 査 委 員 長 坪 井 善 勝 ( 東 大 生 産 技 術 研 究 所 教 授 )

星 野 昌一 ( 東大生産技術研究所教綬)

糸 川 英 夫 ( 組 織 工 学 研 究 所 所 長 )

亀 倉 雄 策 ( グ ラ フ イ y クデザイナ ー)

前川国男( 越築家)

村野藤吾 ( 建築家)

棚橋 諒 ( 京大教授)

2. 応募資格 応募資絡の制限は一切なし。ただ

し，応募者は昭和四年? 月 15日までに ， コンペ

事務局に対し ，官製はがきで申込めば ，応募規

約送付される。

3. 提出図面の種類，内容および数量 ・(a) 平面図

(b) 立面図 ( 2 面以上) • (c) 屋根伏図 . (d) 断面図

(e)詳細図 . (f )力の流れが分かるような略図 . (g) 

透視図あるいは模型写真. (h)その他設計意図を

表現するに必要な図および説明文

4. 用紙 中版ケン ト紙. ( タテ 5 9 5 mmX ヨコ

8 4 1 mm)  2 枚以内げおさめる。

5. 提出 : 応募作品 K は暗号を符し ，別紙 lζ 暗号

および氏名 ・住所 ・勤務先あるいは学校を明記

し，封筒iζ 入れ図面 IC貼付のこと。

6. 賞金

最優秀賞 l 点 賞 状 お よ び 賞 金 l∞万円

優 秀 賞 3 点 賀 状 お よ び 賞 金 各 10万円

佳 作 数 点 賞 状 お よ び 賞 金 各 3万円

7. 提出締切期 日 . 昭和42年 10月31日

8.提出送付先住所および間合わせ先 ・太陽工業

側気付キャンノミスを使用したテンション構築物

設計競技事務局( 東京都目黒区上目黒 7 - 1∞ 1)  

. 震ケ関超高層ビル工事進む・

乙の 3 月 K . 本会創立50周年記念特別見学会

で参観した ，霞ヶ関超高層 ビノレ工事 は，予定通

り来春の竣工を目途lζ ，その後も写真のどとく

順調なはかどりを見せている。 3 年の歳月と ，

146億 6 千 万 円 の 巨費を投じ るζ の大工事の概

要は次の とおりである。

敷 地 面 積 16. 319.97m'  建 築 面 積 6. 138. 42m' 

高層部益準階床面積 3. 505.  28m'  延 床面積 153. 223目 69m'

. カラー・コンサルタント

養成講座

日本カラ ー・ デザイン研究所主催による生産

と販売にすぐ役立つ「第 9 回カ ラー・ コンサノレ

タン卜養成講座」が来る 8 月17日 ( 木) .  18 日

( 金) .  19日( 土) .  21日( 月) の 4 日聞にわ

たって，大阪科学技術センタ ーにおいて開催さ

れる。会費および資料費22.(削 円。定員40名。

講師は小林重順氏と佐藤邦夫氏。

国東レ・" タフロック " 開発

東洋レ ーヨ ンは過去数年来富士帽子工業闘の

協力の もとに研究を重ね， カーペ ッ 卜のイメー

ジを全面的に変えたフロ ー リングカ ーペット東

レ" タフロック" を開発した。繊維のクッシ ョ

ン性と床材の強さを兼備えた敷物。

. 大阪城公圏内に建つ休憩所の

デザインコンクール

今般大阪市の協賛のもとに ， 日本建築協会創

立50周年記念事業のー っとして「大阪減公園内

に建つ休憩所のデザインコンクーノレJ を行なう。

締切は42年 8 月31日。詳細は前号会告欄参照0

. 北海道百年記念塔設計コンペ

標記記念塔のコンペが募集されている 。高さ

l∞ m. 工費 4 億 5 千万円。応募資格は l 級建築

士。賞金は優秀作品 4 点 100万円，準優秀作品数

点 150万円を等分。要項登録交付は 6 月 10日~

7 月 10目。入選発表は42年 12月上旬。要項申込

先は ，関西関係、では ，大阪市北区宗是町 1大 阪 ピ

ノレ内北海道大阪商工事務所電大阪441 - 4251へ。

( 鹿島建 設以提供)

駐 車 易 面 積 18.471. 60m'  容積算入面積 147. 220. 73m'  

( 当敷地は第 7 種容積地区のため，容積率は 700%であるが.

「霞ヶ関 3 丁目特定街区 J の指定と共 IC 3 割の割増しが認め

られて容積率910% となる)

空 地 率 72%

階 数 地 上36階 地 下 3 階

高 さ 地 上G L + 147m(地 下G L - 17. 4m)

駐 車 樋 収容台数約500台

エ レ ベ タ 数 34台〈速度3∞m/分 - 1 5 0 m/分)

建 築 主 三 井 不 動 産 株 式 会 社

設 計 監 理 三 井 不 動 産 株 式 会 社

稼式会社山下寿郎設計事務所

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

三 井 建 設 抹 式 会 社
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

車至
量 (比重 o. Ｕ コン クリ Ｍｲ ｾ の重 量 Ｉ

断
熱 ( コンク リー トの 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法 定 耐 火 キオ 料 )

@ シポレ ックスは工場、住宅から超高層 ビルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟 弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物
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京橋高層分譲住宅

(大阪市住宅供給公社 )

設計 ! 大阪市住宅供給公社建築設計

! 伊東建築設計事務所

施工佐藤工業( 株) 大阪支店

唾豆ききっ

;5...ポレ111ワ ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ | ノ 16( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125 ( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支J吉 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  
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設，;1 地工 平 和 建 設 株 式 会 社
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249 .  尼 崎 市 立 産 業 高 校 講 堂 兼 体 育 館

設，: 1 尼 崎 市

地工 K . K 三 木 組

a  尼 崎 市 北 難 波 町 9 5 の 2

1. 210m'  

2，600m'  

R C、 2  F 守一部 3 F  

e .  1昭和4 ) i F i  11 -II({ 有142年 5 月

250 . い す ピ 自 動 車 上 大 岡 寮

設，jj 施工 K . K 竹 中 工 務 唐

a  横浜市市 ｩ 孟笹 ｆ 田 ｦＧｩＺ ｬＱｩ ｩ ｾ 凡常谷

1 1 '1 1  

3 ，696m'  

9 .943m'  

R  C .  4  F  

e  .  11白布14 1'1' 9) 1  Ｍ Ｑｉ ｻｈｉｉＴＲｾ ｊＧＭ 311 

251 . 東 洋 陶 器 厚 生 会 館

ぷ，， 1 地工 K . K 竹 中 工 務 庖

a  .  ｾｴ ｽ ｌ 州 ｲｬｩ 小介区 ｩ Ｇｴ 船町 ｬ 丁 Ｑ Ｑ

695 . l m'  

1，784 .5m'  

R  C .  4  F  

e  .  11日制141' 1' 9  JJ Ｍ ｉｉｻｻ 制 ＱＴＲｾｈ JJ 

252 大 阪 交 通 学 国 産 業 大 学 校 舎

設 計 地 工 K . K  岡 組

a  . 大阪府大京市大寺 中担|勾 1092

1，590 .71m'  

7，385 .85m'  

R  C.  5  F  

e  昭和41'1' 9  }-I - II 日初42年 n l
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製 造 ・販 売 ・施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京都中央区日本橋江戸僑3- 7( 筋 2 三木ビル) 電 ( 272) 1841代表

営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 場 1 - 1  2  5  ( 東洋ピル) 電 ( 441) 1979直通

。 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社
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クラスメート

26 (福井高等工業学校・ 昭和 1持 卒〕

左より (敬称略)

八十島 健 二 ( K . K 竹' i ' 工務山取締役大阪本lJ ; 民)

秋 本 豊 ( 住友化γ工 業K. K 岡山工場長 )

自 崎 直 彦 ( 目立訓告K. K 桜品工 場 鉄 附11長)

木 村 利 男 ( 近太建設K. K 代表取締役 )

前 回 大 二 ( 大阪市建築局審在諜東方面係長 )

小 瀬 俊 次 ( 自

新阪急ホテル ・喫茶室にて

福井高工建築科昭和 13年卒は、クラスの纏りよく、よく助けあい良きにつけ悪きに

つけ充分羽を 伸 ばして学生らしく学生生活を満喫して卒業した。戦争には大多数の者

が参戦したが悪運が強い のか殆んど皆帰還し、実社会に大いに活躍している 。笑原 博

司( 不動建設営業部長 ) 、吉井良行( 大成建設大阪支庖見積課次席) 、寺本六郎( 奈良市

企画室) 、の 3 君は当日は都合で欠席した。

八十島 は数 しれぬ エピソードの持主、 学生時代からのがんばり屋であり、終戦直後満

州か らの脱走兵で死線をこえる事数固 と悪速の 強い奴。秋 本は在学中からのスポーツ

マ ン。 技術者とし てよ り経営者としての手腕が期待きれている 。 白崎はそつのない英

国型の紳士、 頭は 一番うすくなったがゴルフは相当の腕前。木 村は親ゆずりの経営者、

仕事にも 遊びにも精を出している 。 巨人フ ァンでも ある 。 小瀬 はいろいろの事業に手

を拡げ、 小企業のつらさをか こちなが ら、まんざらでもない様子。 前回 は役所かたぎ

の気ままもの。 いろいろの雑用をこなしながら行政とはどんなものかと考えセいます。

(ク ラス ーの堅物 と同僚は 言 う。) ( 前回記)
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西 沢 文 隆

板倉司自三建築研究所大阪支所長

堀 内

京 都 大 学 教 授 ・工 1曹

中 出 俊 郎

阪 竹 中 工 務 庖 工 務 郡 長

村

須 賀 工 業 KK取 締 役 技 術 部 長

7 月号より 12月号まで上

記の 4 人の執筆者で担当

してもらいます。

良日

酔

4 万 博 の 日 本 庭 園

寝殿造りのように透けた建築には ii2水やかすかな起伏をもった野筋が建築の聞を縫って構成

され，築地聞いの内全体 lζ 透けた空間を造り出していたし ，苦院造りのように建築が澗密にな

ってく ると庭と室とが 1 対 1 で相対するようになり ，それにふさわしいデイデールを持つよう

になると同時に ，敷地全体で庭と室内とか密なアラベスク的な空間を造り上げるようになる。

庭園は ，本来建築と PFJ 突に結合しながら敷地全体の空間を造り出すと乙ろに意味がある。わ

が国民の権威主義( それは残念ながら文化の後進性の象徴である。) が禍して ，庭を見学する

と言えば真直ぐいわゆる 、名園' なる ものへ直進し ，そこへ倒達する聞にちりばめられた可愛

らしい坪庭は見向きもしない。それらの庭の持つ意味がわからないのは ，文化人と称せられる

人々も全く同様である。それが ' 70万博に日本庭園を造ろうなどという患な発想を生ませるも

のと思われる。 もし ' 70万博に、日本庭園' が入り込む余地があるとすれば， ‘ 日本庭園' な

る固定観念をすて去って， とれからの世界を示現するものとしての会場全体の空間構成に捨身

するときであろう。
(Ni )  

‘穴
め 屋埋

最近の堂々たる鉄筋ビルが，実は「穴だらけ」だというと篤かれる方もあるに迷いない。も

ちろん ，乙乙 lζ いう火とは配管やダクト類を通すために床スラブや壁にあけられた火のうち ，

配管などの工事をしたあとで，その廻りのすきまをキチンと埋めもどしてないために残ってい

る火やすきまのととである。乙んな穴ができるのは施工上の問題であろうが，建物が完成して

しまうと ，天井や床材および壁の仕上げが施されて全部かくされてしまうために表面からは何

も判らない。ととろがーたん火災が発生し ，煙が出ると ，煙や熱気はま乙とに正直に物理的法則

lζ 従ってこの火を通って上下左右に拡がり ，ーすしたボヤでも全館煙だらけとなって大災答の

もとになる。そればかりでなく消火注水による水が乙の穴を通って流れ出し ，思わぬ所で水損

被害を大きくする。専任の「火埋め屋J でもおいて厳重にしないと駄目なのだろうか。 ( H o)

4 ぼ ろ く そ

ある山の上の現場で ，敷地造成もすみ ，いよいよ建築をするので ，周辺の状況を見 lζ 山かけ

たときの乙とである。

その山道で見知らぬ人 lζ 山逢った。その人は私 lζ 向って「ど乙へ行くかJ I上へ行っても誰

もおらん J Iおまえは殺だ」とぼろくそで態度も不遜である。話のやりとりで施主と感じたの

で早速自動車から下りて ，常々いろいろとお世話機になりますと名刺を渡したと乙ろ ，多少物

j阪が柔らかくなり態度も少し変った。しかし最初の乙とばがあまり強烈であったため ，むしゃ

くしゃ と して気持がよくなかった。

私達も常々協力業者 IC対して乙のような言葉や態度で接しておらないだろうか。 i 人のふり

見て我がふり直せ」まさにその通り ，仕事をさせておるという考え方ではなく ，仕事をして買

っておる考え方であれば， 自ら言い方も態度も迷うものである。心すべきである。 ( Na )

4 建 築 の 進 歩 と 調 和

ｾ築は機能 ， 美観 ， 'frm等々各面の聞の調和を考えて企画されるが， とのつり合い点の位置

はH寺代の背景 lζ 応じ企画- i ' f の思想1とともに変位する。人が居住し活動するための辿築は単なる

記念構造物とは呉るから ，将米の各種技術や社会の進歩を予見し ，何年か後の時代背去を忽定

してつり合い点を見いだそうと努めたい。

エヤ ー コンディシヨニングの ζ ζ 数年の進歩速度は目覚ましいが，その改善高級化の加速度

はまだまだ当分続く形勢である。しかるに昨今冷房病という言葉が生まれた。ぜいをつくした

以新悠築の rlJ で働く人聞にとって ，快適と他jぷを目的とした筈のエヤ ー コンが病気の一因とな

ってはまつＧい。人体には例人差もあり ， ぷ Ｉｪｾ の調節など居住線式の未熟さもー凶であろうが ，

Jti 条件をほとんど作らない技術は今日でもイ/i上するし ，建築のよ夫と相待ってますます改善さ

れねばならない。技術の ｩｬｬｩｾ 寸 ζ 調和した辿築を期待する。 ( Mi )  

37 



"  

α1000 

φ 閥茜ペイント林式合社 J  

.  
、



A R C H I T E C T U R E  A N D  S O C I E T Y  

. 1967年・第 4 U匝・ 7月号・目次

編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 42 年 7 月 20 日

発 行 昭 和 42 年 7 月 25 日

発 行 人 福 中 定 三 郎

発行所 (社) 日本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3- 37

電 大阪 231 - 9  6 4 8  

振替口座 大阪39975

印刷者 網 野 栄

印刷所 ( 株 ) 研 文 社

大阪市北区堂山町 66

電 大阪3 6 1 - 2 0 9 1

売 価 I 部 3 0 0円・送料共

. 6.  

=  

表紙: 鶴市と建築と人間シリーズ

その7. みなとと海

費低デザイン 震紙デザイ ン小委員会 & 曹 谷 海

V01. 48第7号

告 ・…・・… H ・... … … … … … ... ・H ・.. ...・ H ・.... ・H ・・・ H ・H ・-………………・・・… ・…・・……… 22

レ タ リ ン グ U ，V … … … ...・ H ・.. … … … .. .・ H ・. . ……. . .・H ・.. … ……. . .. ..・ H ・. . ……………… …23

読 者 の 頁 ... ・H ・. .. .・ H ・.. … ...・ H ・..…...・ H ・. . . …………・…… .. … … … ... ..・H ・・・H ・H ・- …… … ・・・29

建築と社会エユース …… … ………. . . ・H ・. . …. . . ・H ・.....・ H ・. . ………… …. . .・H ・. . ………・…. . ……… 31

スケッチブック 最近竣工の新建築 9 点… … … …・・・………. . . ・ H ・. . …… …… …・…・・ -…. . ………… 33

ク ラ ス メ ー ト 26. 福井高工昭和13年卒( 八十島健二，前回大二郎ほか〉… … … … … … … …35

建 築 の 眼 担当: 西沢文隆 ・堀内三郎 ・中出俊郎 ・三村併 …………………・ ・… … … … … 37

海 外 写 真 欧米建築写真旅日記 8 ・吊り橋の部分

( ニューヨーク ・ハドソン河) …. . . ・ H ・....・ H ・...・ H ・. . 撮影. 徳永 正三… … 41

作 品 作 風 四天王寺女子大学 ・女子短期大学… ・・・……・・・…………………・・・……………… 42

設計監理; 四天王寺復興部建築事務所

施 工 : K K 大 林 組

西阪神ビ J レ… … … … … … … … … … 設 計 : 日 建 設 計 工 務 K K…… 47

監 理 : 阪 神 電 気 鉄 道 K K

施 工 : 阪 神 土 木 工 業 K K

生 産 施 設 特 集

団座 談 会 生産施設における建設計画の現状とあり方…… … … … ー… … … … ・… … … … 50

出席者: 園田正吾，福田道章，北沢 勲，木村喬夫，多国英之，田中孝男

テーマ : 生産施設の価値における建築の位置 公害 ・環境に対する諸問題

園生産施設における建築空間

1. ある鉄鋼部門における建設工事の現状

一一神戸製鋼所の場合一一…. . . .......・・ ・…. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・山本元次郎・・-… 58

2. 電器産業における生産施設

一一松下電器本社施設部の建設工事に対する考え方一一… 平

3. 自動車工業における工場建設

ご舟 ・・・・・60

一一 トヨタ自動車の場合一一……………………・・…・・・ … ・・・森本 真澄一 …62

4. 生産施設にお ける建築計画

一一サントリ ー工場の場合一一…. . . . ・ H ・- …・… ・・サントリー K K工務部…… 65

建設業界史話 4 屋根葺工史話(1)草葺屋 根 工 … … ・・・ ……. . . . ・ H ・. . . . ……………宮村 次郎…… 67

技 術 の 頁 58. 施工部門: ある官庁における標準工期のきめ方

一一兵庫県営繕課の場合一一・・・・・・…. . . . . . .. . .・・…・・・・・・・・・久留主親男・・・・・・72

月 報 日本建築協会月間の動き〈昭和42月 5 月分) …. . . ・ H ・. . ……………・・. . … … …75

39  



KE NT I KU T O  5 B昆K AI No・7 V ol . 必，Jul y  1967 

( 昼間hi l ecl u. . e a n d  Soci el y)  

A  J ournal  o[ “ The Architeclural  Assocz.ation 01 J apan" 

Cover  desi an: J. SUlraya 

E ditor: Aki mi t su Mat sui  

Publ i sher:  Tei saburo Fukunaka 

Publ i shed by  

The Archi tectural  Associ at i on of J apan.  

37. 3・chom... Ki lahama.  Hi g田 hl ・ku. 。日ka. J opan.  

Pri ce:  single copy ρrice 11800 

CONT E NT S  

Let teri ng:  Al phabet  U， V ・H ・H ・.... .・ H ・..... ・H ・.. …… H ・H ・... ・H ・.... .・H ・....・ H ・... ・H ・H ・H ・..… ... ・H ・..…・・ .23

Col umn for Readers ……・・・・H ・H ・.. …... ・H ・.... .・H ・.. …...・ H ・... .. ・H ・. ... ・H ・...・ H ・.. …・ H ・H ・..... ・H ・.....・ H ・..29

News  for Archi  t ect ure and Soci et y …...・ H ・H ・H ・. .... ・H ・..…...・ H ・... ..・H ・..…...・ H ・... ..・ H ・..… ...・ H ・..31

Col umn of  Ne w Bui1di ngs. ..・H ・... ..・ H ・H ・H ・.. ...・H ・.....・H ・.. ...・ H ・.....・H ・H ・H ・..… ... ・H ・..…. ..・H ・. .……33

Cl ass- mat es .. .・ H ・... .. ・H ・..… …・… … ..，・ H ・.....・ H ・- ・…... ・H ・..… ...・ H ・H ・H ・... ..・ H ・.. ...・H ・. ....・ H ・H ・H ・- ・.35

Essayes ( “Kent i ku no Me") ....・H ・. ... .・ H ・- …....・ H ・-… ... .・H ・....・ H ・....・ H ・-…. .. ・H ・H ・H ・- …H ・H ・..…・37 by F .Ni shizawa， S. Horiuchi  

T.Nakade  &  Y. Mimur a 

Phot ograph:  Port i on  of Suspensi on Br i dge (Hudson Ri ver， Ne w Yor k)  ...... .... .・H ・... .・H ・-…41 phot o:  Masami  Tokunaga 

WORKS  OF  NE W A RC HI TECT URE  ASSESSED 

Shi t ennoj i  Wo mme n's Col l ege.. .. …  ・・ H ・H ・-….. ・-…・…… .... ..... ....... .... .. .... .. .... ...... .... .... ....... 42

Ni shi ・Ha nshi n Bui l di ng ...... …  ..... .. .・H ・... ………… …………. . . ・ H ・.....・ H ・..…… ……… ….. .・H ・-・・47

SPECI AL F EATURE OF  PRODUCTI VE FACI LI TI ES 

囚 S YlIl posi um

Present  Si t uat i on and Ho w i t  shoul d be i n Const ructi on  

Pl anni ng  of Pr oduct i ve Faci l i ti es... ・H ・..… .. .・ H ・..…...・ H ・.. …50

At t endance ;  S.Sonoda， M.Fukuda， L Kitazawa， T.Ki mur a， H.  Tada， T.  Tanaka  

T heme ;  Var i ous  Pr obl ems  Concerni ng T he  Locat i on， Publ i c Ni usance 

&  Enver onment  of Archi t ect ure  i n Pl anni ng of Product i ve Faci l i t i es 

回 T he Space i n Pr oduct i ve F aci l i ti eo 

1. Present  Si t uati on of Const ruct ion  Wor k  i n a  I ron &  Steel  Secti on.  

In Case i n Kobe Steel ， Lt d.…. . .・H ・H ・H ・..…… ・・H ・H ・H ・H ・. .......・ H ・. ... .・H ・..……. . .・H ・H ・H ・.58

2.  Product i ve Faci l i t i es  i n El ect ri cal l ndustry-Mat sushi t a El ectri cal l ndust ry Co.， Ltd.  

Opi ni on t owar d Construct i on by  Equi pment  Sect i on.... ・H ・H ・H ・.... .・ H ・.... .・H ・.....・H ・.. …60

3.  Fact ory Const ruct i on i n Aut omot i ve i ndustry I n Case i n Toyot a Motors Co. ・H ・H ・-・62

4. Const ruct i on Pl anni ng in Producti ve Faci l i t i es I n Case of Suntory Li mi t ed.  .. .・ H ・-・65

HI STORI CAL STORY OF  T HE  CONSTRUCTION FI ELD 

Desi gn &  Supervi si on :  Shitennoj i  

Reconstructional  Desi gn F ir m 

Const ruct i on:  Ohbayashi - Gumi ， L td. 

Desi gn  :  Ni kken Sekkei K o mu  Co. ， Ltd.  

Super visi on :  Hanshi n  El ectri c  

Railway  Co.， Lt d.  

Const ruct i on :  Hanshin  Dobokt4  K ogyo 

Co. ， L td.  

by G，Yama隅 010

by  K. Taira 

by  M.Mori mot o  

4. St r aw Roofer .. .・H ・. ....・H ・.. …… H ・H ・H ・H ・H ・. ....・ H ・.. ….. .・ H ・... ..・ H ・.....・ H ・H ・H ・..….. .・H ・.. ……… 67 by ] . Miyamura  

COL UMN OF  ENGI NEERI NG 

Met hod  of Det ermi ni ng Construct i on T e r m i n Gover nment  Of f i ces 

I n Case  i n Hyogo Pref ect ural  Of f i ce  …....・ H ・. . ……. . .・H ・.... .・ H ・...・ H ・. ....・ H ・.. .・H ・... ・H ・- …72 by T'  Kurusu  

BULLETI N ....・ H ・... .・H ・-…. .. .・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22，75

4( )  

ｾｉ＠

a‘  





四 天 王 寺 女 子 大 学 ・ 女 子 短 期 大 学

写真上/ 管理棟東面 下 / 教室棟南面









46  

④ 

10  20 30 40  

- 設計 の あ ら ま し 中島龍彦

この設計活動は、学生数のｾ加とともに今まで四天王寺境内にあ っ た学ー凶では手狭になり

十 分 な 教 育 の 場 の 提 供 が 不 可 能 に 追 い や ら れ た と こ ろ か ら 始 っ た 。 数 J也 と し て は 、 す で に 竣

工 を み た 老 人 ホ ー ム ホ 四 天 王 寺 悲 閏 院"と 池 を 狭 ん で 向1則 の 羽 曳 野 丘 陵 のー 閥、約 180，OOOm 2  

が 用 意 さ れ て い た。 企 画 者 と 建 築 家 は 、 四 天 王 寺 の 建 学 の 精 神 、 現 在 に お け る 宗 教 の 意 義 な

ど に つ い て 何 回 も の 話 し 合 い を 持 ち 、 つ い に 、 そ の 結 晶 を 創 り 出 す こ と に 成 功 し た 。 す な わ

ち 、 四 天 王 寺 学 園 な る パ ー ソ ナ リ テ ィ を こ の 学 園 計 画 に 強 烈 に 表 現 す る こ と 。 空 1mの 教 育 期

間j に 若 人 に 与 え る 影 響 を 適 確 に 把 握 す る こ と 。 学 園 と し て 当 然 生 ず べ き 成 長 拡 充 に 備 え で の

年 次 計 画 を 持 つ こ と 。等 q 。し た が っ て 自 づ と こ こ に 他 の 学 園 に は 見 ら れ ぬ 少 々 形 破 り な ‘ を

IH l " および* 装置γ が 広 大 な キ ャ ン パ ス に プ ロ ット された 。

具 体 的 な ゾ ー ニ ン グ 、 スペーシング、 JJi法 111命等は、また、思I j の機会もあろうかと思います

の で 被 る と し て 、 あ ら ま し を お 伝 え す る に 留 め ま す。

な お 、 残 さ れ た 紙 面 を お 借 り し て 、 こ の 計 画 実 施 に 際 し 、 双 星 社 竹 腰 建 築 'J'; 務 所 、 大 阪 建

築 事 務 所 を は じ め 多 数 の 先 達 緒 氏 の ご怠 見 、 ご 協 力 を 賜 っ た こ と を 感 謝 致 し ま す。

四 天 王 寺 学 園

女 子 大

"， 

ｾ＠

女 子 短 期 大 学

設計監理問天￡寺 復興 部挫ｾ 4' {指 折

設 計 協 力 中 島 随 ft

地 工 徐 式 会 社 大 休 組

主 I t 築 場 所 大 阪 府 羽 曳 野 市 埴 生 野 1 3 0 8 跡 地

敷地面fll 152，440m
2  

延 面 憤 教 室 隙
11 ，272m'  

管 理 機 1. 374m 2  

図，If 館 566m
2

和 楽 館 494m'  

体 育 館 1. 448m
2  

，n  15 ，155m'  

管 思 棟 地 1V菅 地 上 3 階 鉄 筋 コ 〆 7 リート i立

教 室 陣 地 I 1帯 地 上 4 階 地 l 階 - J也上 2 P晋 鉄 筋 コ

ンクリート i草 地 上 3 ' Ｔ 階鉄，Ｑ ｈＮｪｪｾ 3 ・4 階

外装カーテンウオール耐候性印税力鋼 ( フジコ

J レテン )

凶 ，'f 館 2 階 越 鉄骨造 1;滞鉄筋コン 7 リー ト造

学生ホール 2 階雄 鉄骨造

体 育 館 2 階 建 鉄 骨 造

ユ JtJ 日日制41年 7 月鴻工 昭和42年 4 ! i 竣工

外部仕上 外壁/ コンクリート打政し仕上

Ｚ ｾ ＡＮＯ アルミサ ｹ ンユ

l内 部 仕 上 床 / 7 ;1.， 7 イル貼 ¥¥1/ モル 7 1レ後ゾラコート

天井/ プラス ターボー ド パー ライト吹付



西 阪 神 ビ ル

，t!i ，!r 日 住 設 ，11' 1こ 椀 株 式 会 社

J 十曲il!l l L長/ 義 民 公旬J Ｇ［ＱＱ Ｎ ＧＯ ＧＱ ノ ＱＱＱ 畑 Ｇｩｌ 情 ｩ 立 Ｏ ｾＧｩ 林事。 ｉｴ 雄

J!l: 1輯/ 水野) } ) . ; _ 休万人・ イ J テリ ヤ / 介 I IUEI Il

中 小 路 梨 久

監 型 阪 抑 制 屯 ; . ( 鉄 i且 除 パ 会 11:

ｂ 車工阪 ｾｉｉ 1:  ｾ ミ 下 Ｎ 世除式会社

所 在 地 大 阪 市 北 lイ 悔 川 町 8 I昨』也 の l

般 I也f師111 (  A )  6 .404 ∞m'  

建 築 面 倒 ( B ) 3 . 503. 45m'  

既 存 1. 160. 5Om '  rG府剖1 2. 342. 95m'  

延 床 面 償 ( C ) 49 ，145. 12m'  

i旺存 6 ，059 .82m '  高1if ffil 43 .085. 30m'  

単 Ｑ 獄事を除い ｉｾ 鑑床開楠 Ｈ Ｐ Ｑ 43 .040. 47m'  

ｾ￯ 効を ｊ 也 Ｈ ｅ Ｉ 3. 242 ，75m

'  

怨 ぺ い 事 ( B / A ) 54 .7
0

6  

全 容 F荷車 ( C / A ) 767%  

司![<I! '.'f を 除 い た 容F町市CO / A ) 672%  

有効空iJ 血部 ( E / A ) 50. 6%  

尚
:;. 

i既存 21. 38 m ( 軒 町 16. 48 m) ，i'7j 層 部 67. 563 m ( 軒

，rr， 51. 60 m)  低 層 部 4. 2∞m

F晋 数

既 存 地 上 6 階 町 層 部 地 f 4 階 地 上 15腕

園 設 計 者 の こ と ば

大 阪 神 、 新 阪 急 各 ピ J レの完成で大阪駅前の

表 情 は い さ さ か 安 定 し た 隊 子 で は あ る が 、 一

歩 そ の 中 に 踏 込 む と 前 途 ほ ど 遼 し の 感 が 強 い 。

し か し 市 街 地 改 造 法 に 基 〈 市 の 再 開 発 計 画

( 釈前地 区 計 画 ) は 余 q に 進 み 目 下 そ の ml

号 は 工 ーJ_<; 中 で あ り 、 や が て は 大 阪 駅 お よ び 駅

前 広 場 を 含 め て 新 し い 街 な み が 形 成 さ れ る で

あろうことを我司は期待する 。ところでその隣地、

南 北 線 を 狭 ん だ 西 側 の プ ロ y ク ( 北 東 に 新 阪

神 ピ ル 、 南 に 東 海 ビ ル 、 西 に 阪 神 電 車 出 入 橋

踏 切 を 結 ...i'; ム 状 地 域) の 中心部にビノレ建設の

依 頼 を 受 け た の が 昭 和 38年 初 頭 の こ と で あ っ

た。 通 称 、 阪 神 村 " と い わ れ て い た 通 り 、 そ

の 地 域 内 に は 2. 3 の不燃建築物しかなく、

道 路 状 況 も 極 端 に 悪 〈 、 ま た 駅 前 の 一 端 を 担

う 地 域 で あ り な が ら も 市 当 局 は ま だ 手 を そ め

て い な い 状 態 の 中 に 、 わ れ わ れ は こ の 計 画 の

重 要 さ と 困 難 さ を 痛 感 し た の で あ る 。 当 時 高

層化の強行、気速が主計民地区 11;11 を 中 心 と す る 器

準法の改正を生んだが、本日十回' 1 " 31 m 9 階 建

で出発はしたものの、旋主側の高層化への強い

希 望 も あ り ま た 当 敷地 周 辺の も つ 問 題 点 を 高

層 化 の 問 題 を 提 出 す る こ と に よ り 市 当 局 の 積

極 的 な 行 政 指 蒋 を 期 待 す る 意 味 で 15階 建 の 具

体 案 を 作 成 し 市 に 提 出 し た 。 以 後 約 1 年数ヶ

月 . 市 お よ び 総 主 そ し て 我 q の ご 有 協 泌 が 色

々 と な さ れ そ の 結 果 建 J生 省 よ り ホ 西 悔 l王l地 区

特定街区御の指定をうけ、 42年 4 月 末 肉 阪 神

ピ J レの完成をみたのである 。 ( 特 定 街 区 の 詳

細 は 本誌 41年 5 月 号 大 阪 市 総 合J十函局上岡氏

の レ ポ ー ト 参 l慣のこと ) 将 来 四 阪神 ビノレが百11

市 の 地 設 と し て如何ようにいきづいていくか、

こ のビル 一 つだけではｾｉＡ味が少なし、 。 未開発

であ っ たム地域に 一 石 が 投 ぜ ら れ 、 そ れ が こ

の地域の市当局が再! 日Beの 契 機 と し た ら こ の

ピルは 一 里塚としての意味は大きし、 。 われわ

れ は こ の よ う に 考 え ま た JtlH寺するものである 。

またこのビノレの特長でもあるアルキャスト

カーテ ンウオー J レの特性については原稿 の 枚

数 の 関 係 か ら 他 誌 に ゆ ず る 。 ( r近代主主築」

「新建築 J 42
1
手 6 月 号 参 照 ) な お 、 わ れ わ れ

として. このビルのイ ンテ リ ヤ 工 'J_<; に参加し

たのは、 1 1滑 お よ び10- 151; 管のホテノレ部分だ

け で あ る こ と と 、 現 場 i法王裂は阪神電鉄工務部

で 行 な わ れ た こ と を 附 記 す る 。( 文 12 問 畑 弘)
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生 産 施 設 特 集

国 座 談 会 二 生 産 施 設 に お け る

建 設 計 画 の 現 状 と あ り 方

テ ー マ 1 . 生 産 施 設 の 企 画 に お け る 建 築 の 位置

テ ー マ 2 . 公 害 ・ 環 境 に 対 す る 諸 問 題

園 生 産 施 設 に お け る 建 築 空 間

1  . 鉄 鋼 部 門 / 神 戸 製 鋼 所

2  . 電 器 産 業 部 門/ 松 下 電 器

3  . 自 動 車 工 業/ ト ヨ タ 自 動車

4  . 食 品 工 業/ サ ン ト リ ー
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生産施設における建設計画の現状とあり方

< 座 談 会>

生産施設の企画における建築の位置

公 害 ・環境に対する諸問題 その他

1. 生産施設の企画における建築の位置

多国 実はきょうのテ ー7 としては， 生産施設の企画の面，公害環境に

対するいろいろな問題をとりあげておりますが，乙れはどれひと つをと

りあげても非常K 乙れは大きな問題で，各界の人 lζ 集まっていただいて，

長時間の論議を経なければその全体の浮き彫りはできないよう な問題で

どざいます。きょうはともかく生産施設といいますか，まあ単純 lζ 工場

建築というようなことで扱っていただければいいと思います。そういっ

たものと ，それをやっていくうえでなにが問題になるんだろうか，でそ

のいちばん霊要な点はとういう と乙 ろにあるんだろうか というよ うな乙

とでお話しあいをねがえれば結構だと存じます。

と き 昭 和 42 年 6 月 2 日

と ζ ろ 日 本 建 築 協 会 集 会 主

出 席 者 ( 順不同 ・敬称略〉

園田 正 吾 ( 松下fii 工 附 〈 技 術 総 務 部 長 )

福田 道 章 (川崎製鉄郎本社営繕部 副 部長)

北沢 勲 ( ニチボ - KK胞設部営絡課長代理)

木村 喬 夫 ( 大 阪 建 築 事 務 所 制 作 部 長 〉

|  司 会 多 国 英 之 ( 日 建 設 計 工 制 計 画 部 長 )

I  ｾｾｾｾ 回中孝男 Ｈ日建Ｉ

園 田 正 吾 氏 稲 田 道 章 氏
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なおこれと同じような企画がちょうど本誌の昭和M年の 8 月にありま

して，そのときにはミ生産性における工場建築と建築技術のありかたミ

というテ ーマ で，いろいろと大学の先生，あるいは各製鉄，化学，電気

といろんな分野のかたが参加されて相当大勢でおやり K なりましたう今

回はひとつ乙じんまり と，ザックパラン lζ 問題を検討したいというよう

なことで，わたしは出席させていただいたんです。それで最初にまずあ

がっております ミ生産施設の企画における建築の位置ミという ，題名は

いかめしいんですが，乙れには設備を注文されるほうの立場と . 逆にそ

れをやらせていただくものの側とがあると恩います《まずその注文をし

ていただくほうの立場から問題を提起していただきたいと思いますが，

園田さんはいかがですか。

園田 わたしは元来は屯気屋であり ，それに電気機器の製造関係を長ら

くやっていましたので，そういう方面になりましてから発言させていた

だきたいので，ちょっとあとに回してほしいと患います。

注 文 の 立 場

福田 それじゃ ・1 まあ悠てるほうの注文という乙とになると ，われ

われの立場としましては ，生産. 工程 lζ したがって，建家の大きさ，設備等

を決めて設計事務所の方 lζ おl顧する乙とになります。実際は ，機械関係

がおくれて勢い建家も以後的な決定はおく れますが，施工JI原序としては

建家，機械1 &礎がj氏初になるため ，施工は急がねばならず設計の細部は決

まらないうその聞にはさまれて相当苦労をするというととになるんです

が，だいたい長近では生産計画が決まると実施までの|時間がうんと詰め

、れている。計画化され，企画化さ れると ，もうすぐに実施 lζ 移れとい

うことになるわけです。ですから工場建築というか，i J l 物，基礎そうい

う施設を乙しらえるものはその間をいかに短縮するかになります。その

ためには，現在できているものを見たりして，ゃった経験を生かしなが

ら，だいたい乙うなるだろうと見通しをつけてまとめていく内ときとき

ははずれる乙ともありますがね。 ζ のような時点で実際設計 lζ 入ってい

北 沢 勲 氏 木 村 喬 夫 氏



く乙とになります。どうしても工場の生産が第一主義! とな って参りま

す。そのへんに計画をしていくもののきび しさがあります。

園田 それと 新しい場所でやります場合には ，比較的にその建て家の 向

きだとか，そんなものはフリ ーに全部できるわけです。と乙ろがだいた

いそれと同時に，われわれの門真にあります工場のどときは，チャンと

もう敷地は乙乙しか空いてはおらないというととろがござ、います。そこ

へどうして も，乙の工期内 lζ はどうしても ζ れだけの建物で伺えよと ，

無理な注文が出て参ります。

施 設 部 の 組 織 と 企 画

北沢 最初から本題に入ってしまったようですが，もう少 し各社のお仕

事の内容を話していただいたらどうでしょうか。私の会社では施設部と

いう部に危気，原動，営繕の三課があり ，協同して工場の建設と保全 lζ

当っています。もちろん工場の建設に当つてはその担当工務課と密接な

連絡をとってやって居ります。よそさまはどうでしょうか。

多国 それでもうす乙し北沢さんに。 乙の企画に対する参画の仕方など

ど説明をねがえませんか。

北沢 お聞きになるのは新しい工場を造るような場合ですね。

先ず最初に敷地の選定ということが，大きな問題になってくると思い

ます。候補地があるとそ乙へ行って立地条件にあっているかどうかを調

べます。工場の種類によって立地条件もいろいろ迷いますので，それぞ

れの担当課と連絡をとってしらべるわけです。その結果によって，経営

者はその敷地の採否を定めるわけですから ，少なくともその敷地選定の

技術的責任の大半は，うちの部にあるという乙とになります。私自身，

圏内の新しい企画に参加した経験はありませんが，国外で一人でいろい

ろ立地条件などを調査し，苦労した乙とがどざいますの敷地選定という

乙とは一番大切 な乙とであり，やはり綜合的には建築家がまとめるとい

うのが一番良いのではないかと思って います。

次は工場の形を定めて行く段階ですが，製品の流れ，人の流れ，機械

の配列の仕方，といったととは工務但当者の方がわれわれよりくわしい

のですか ら，最初の工場のプランは工務担当者が造ります。それを何処

に往を越て，また如何に屋根をかけ ，どのよ うに空調す るか等を整理し

七工場のユニットのプランをわれわれが定めます。乙れらの個々の工場

のおII が幾っか集まって，一つの工場になるわけで= すが，その集合の技術

にはわれわれも積極的に参加します。また乙乙らの段階になってきます

と， 倉庫，事務所といった付属建物，寄宿舎，食堂，休憩室といった厚

生施設等をまとめていかねばなりませんので，社内でも各方面と広汎に

折衝するようになりますっ

とにかく新しい生産施設を造る場合，担当者とは緊密な述絡をとりな

がら ，技術的には当課がまとめていくという乙とになります。ただ最近

めったに新しい工場を造る機会がないのを残念に思っています《

電 器 屋 の 場 合

多 国 英 之 氏 回 中 孝 男 氏

園田 わた しはさきほど申しあげたように電気屋でどどいます。はい り

ましていちばん長い閣の約20年程製造畑 lとおり ，いま現在はそ乙を卒業

いたしまして，現在はひ とつの足は ，当社製品すなわち ，'L(! 気工事材料

と建材 lζ 化学関係、のものをやっておりますが，それをつくりますのに ，

いろ んな世の中のいわゆる法律でどざいますとか，あるいは規則でどざ

いますとか，そういうものがたくさんどざいます。たとえばわたしのほ

うには化学の工場が 2 - 3 ありますが，それの水が汚水を流すとか，あ

るいはまたノマイプをつくっております工場では，乙りやま あ騒音があ り

ます。そういうものの規制がございますので，そういった関係の法律を

よく勉強をしておきまして規制を守る。乙れに加えて乙れ等を上手に商

品その他 lζ 応用していく 。そういう部門がひとつと ，それから無形財産

と申しますか， 著作権から工業所有権とかの方面の仕事を引受けてお

り， さらにはさきほども申しましたが，入社以来ずっといままで，もう

いいかげんにわたしの名前を抜かないかんのですけれども ，いわゆる沼

気の設備をやりますと ，かならずそ乙には電気主任技術者が必要となり

ますので，そういった関係の仕事をずっと担当しております。

多国 とするとだいたいは主として著作権，工業所有権の関係と ，そう

いうこ とですね。

園田 とにかくね，わたしどもの会社は ある怠味におきましては ，たと

えばスイッチなどよくついているでしょう。それの種類におきましては

いちばんウチが多いんです。それだけに逆に申しますと ，そういった規

則lの適用が多いわけで、す。全部製品に直結しているわけです。

多国 そういたしますと，工場とか生産施設，建設というものに対する

参画の仕方というものはどういうふうになりますか。

園田 そう いう乙とは建物につきましてはやはりござ います。それから

たとえて申しますれば，会社構内にメッキの工場を持 って いるわけでt す。

それについてのいちばんの問題は機械が内部的にはさびるという乙とで

す内外部的ではやはり製造で流す水ですね。水がいかに大阪府の工業条

例 [ζ 引っかからないようにするか， 乙ういう問題がでてくるわけです。

四日市でt わたしどものやっています化学工場でも以前そんな問題が発生

しましたが，昨年の 10月にだいたいそ ζ へ特別の設備をして規制 lζ 合格

をしたという例も どざいます。

多国 われわれの建築の普通一般の考えからいけば特殊なもんですね。

われわれにとっては大きな問題であっても ，専門的にそれの勉強をして

いるという 人はす くないという乙 とK もなります。あとでまた乙の問題

を話していただきます。

機 械 基 礎 と 営 繕 の 組織 と企画

福田 わたしのほうでは，設備関係も営繕でや っております。日常の営

繕と建設的なもの ，それをかねております。しかし実際には工場がはな

れてきますと ，各工場どと K なります。千葉は千葉の土建部と称して，

水島は水島の土建部となっておりますの相当仕事量が出てきますので，

実質的には最高部以外は別の組織です。 人事の交流は当然やりますが，

いま自分の と乙 ろでやっておるのは ，神戸の関係，すなわち神戸に は近

辺[ ζ2 っか 3 つの工場があります。乙れは地理的に近いので一括して建

設，修繕，土木建築関係を全部。だが会社のシステムとしては ，むしろ

工場単位といえま しょう 。

いま自分がたんとうしていますのは，神戸地区関係，というと神戸市

内，西宮にある工場および厚生施設です。工場建設は，生産計画が決ま

り生産方針が決まると ，それに対して機械的な関係は乙れは別個に機械

関係を主体にして，設計部門と呼んでいますが，乙れが機械関係のライ

ンなり生産過程なり，そうい うようなものを最初検討をし ，それに従っ

て大路の案が出ます。

具体的に いえば起重機の大きさや建物j の高 さは段ノl、限度乙れくらいほ

しいと ，そういう要求です。最近われわれの苦しめ られるのは設備と い

いますか，換気的なもの，採光的なもの，乙のような要求がいろいろと

でて参ります。何といっても生産するので，機械屋さんが第ーです。機

械屋さんのほうはいいたい乙とをいいますが，それでわれわれとしては
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実際工場建設をする場合には，なるだけその要求K 添いたいのですが，

われわれとしでもある程度の予算をもらって，建設をする以上， 予算K

合わせる ζ とと ，それに対する費用の効率といいますか，と‘ れだけの カ

ネをかけてどれだけの利益があるか，いろいろ と検討をし折衝をして共

通点、を出すという行き方をし ています。

それからもうひとつ，最近そういう乙とは少ないんですが，われわれ

のいちばん泣かされますととは，まだ国内の機械はわ りと始末がいい ん

ですが，向 うからくるものですね，変更が相当ある乙 とが多いですね。

性能的 lζ はかわらないかも知れませんが，われわれの取扱います基礎と

か廷で家とかに影響をしてきます。それは余談に はなりますが，だいた

い機械屋が機械を設計するときにはまず機械の性能的な乙 とより やって

ゆき，いちばん最後K 基礎という乙とになるんで・すね。それで ときにそ

の基礎が最後にかわる ζ とがあるので‘ す。特にはじめその都合で計画を

しているものが機械の関係で，基礎が変り ，その建て家を一部変更せざ

るを得ぬという乙とがあります。乙のよ うなと乙 ろが計画をし てゆく場

合がいちばんむす、かしい と乙 ろで，どのへんまでそれを見込んでゆくか

ですね。それ以外は設計の要求に対してと乙まで向うの要求に応 じてゆ

くかという乙と，そして乙れを決めればそれからさきは外部にお ねがい

して設計していただく。設計ができれば そのあと は全部，管理はこち ら

でやる。それからそれに対する工事契約そういうものも全部やっており

ます。その点はちょっとかわっていると思います。

注文を受ける側の設計者側から

多国 だいたい各会社でやっておられる ，いろんなしきたり ，とい いま

すか，やってゆかれた ζ とをひととおり拝聴いたしました。それじゃ木

村さんのほうは注文を受ける側で非常に活限をされたと思いますが，主

として設計者の立場で，いままでの経験から工場建築あるい は生産施設

というものの企画が行なわれてだんだんと設計を理解する という乙とに

なるまでにね。いろいろ ，とういう点は乙うであったほうが非常! といい

んじゃないか，とかあ7 . i いは乙うい う点はいつも 問題が起乙るととろで

あるというような乙とを考えておられると思いますので，そういう乙と

から話を はじめてゆきたいと思います。

木村 わたしども設計をと用命いただく立場といたしま して，やはりお

施主さん，お施主さんによりましていろいろやりかたがちがう と申し ま

すか，ど発注の方式がちがう。したがいましてそれぞれのお施主さ んの

ど要望に答えるような持ってゆきかたといいますかーーとれは一応設計

する建物。建物もいわゆる建築のみじゃなくって，プラント全体を設計

してゆくゆ きかたで どざいます。そうい うものを どういうふう K お施主

さんの立場に合わせてやって行くか， しかもできあがった結果をいかに

ど要望に答えさすか，それがわれわれの仕事だ ，と乙う思っておるわけ

でどざいます。

そういう立場で申しあげますと ，もちろんお施主さんによりましてい

ろいろでございまして，みなさんそれぞれ伝統をお持ちになってお られ

ますし ，各会社のやりかたというものがだいたいまあ，決まったやりか

たというのがあるように思うわけでございまして，新し い会社は別でご

ざいますが，そういう点でそのへんをできるだけ早く のみ乙んで，われ

われが仕事をさせていただくというとと， それがひとつの前提 となるわ

けでございます。それでそれぞれの お施主さんに対しまして，ケー スパ

イケースになるわけで乙ざいますけれど も，お施主さんの立場のかたが

機械屋さん，工場でどざいますから ，当然まあ機械屋さん とかあるいは

電気屋さん，そう いう技術屋さんはおいでになるわけで どざいますが，

建築屋さん，あるい は土木屋さんはおいでにはなら ないというとと ろが

あるわけで乙ーざいます。それから川鉄さんのように ，各パート IC しかる

べき立場のかたがちゃんとおいでになりまして基本的なことは， すべて

そういう方面でお取り決めにな って，そのうえで乙う いうものをやれと

い.う乙とでど用命をいただく場合と ，大きく分けて 2 つに分かれると思

います。それでど専門のかたのおいでになります場合は ，特にまあ問題

がないといいますか，いろいろ それはそれなりの問題はた くさん あるわ
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けでございますけれども ，それは別としてど専門のかたがお いでになら

ない場合は，そもそものスタートでいろいろな問題が出てくる とい うふ

うに思うわけでどざいます。それで長いおつきあいをして参りますと，

さきほどもお話がどざいましたが，工場建設について敷地選定の段階か

らいろいろタッチさせていただけるという ζ とがあるわけでどざいまし

て，そういう場合，それだけに ，われわれの責任も非常に重くなるわけ

であります。今までの経験ではで きあがった結果 として，一般に非常に

結果がいいというふうに思うわけでどざいます。

しかしながらだいたい普通の場合は敷地とそれからおおまかなレイア

ウトでどざいますね。そう いうものが決まって，そうして ど予算 もそ乙

そ乙系人さんなり rc. お出しになって，実は乙ういうものをつくりたいん

だがという乙とでど相談にあずかるという場合がいまもっとも多いとい

う乙とです。その場合にわたしどもとしていちばん問題になりますのは

ど要求とど予算とをどういうふうに 7 ッチさせるか，まず最初にそれが

問題になります。ど要求はよくわかる んだが，そういうのを満たしてゆ

くと ，ご予算的にですね，どうして も合わん と。そ乙でそれじゃどうい

うと乙ろて、合わんのだというようなと乙ろを，い ろいろディスカッショ

ンして参りますと ，案外基礎にカネを食うんだと。それからそれの前提

条件として敷地の選定とか，そういうものも問題になって参ります。乙

んにち，なるべくしてなったんではあるけれども ，もうすこし早く知っ

ておれば，います乙し別な考えかた もあったん じゃないかというよ うな

乙とをいわれる場合もあるわけです。わたしのほうとしましては，した

がいまして敷地の選定，特に基礎にどの程度のカネがかかるんだと。そ

れは建物の種別によってはいろいろでございまして一般にはいえません

けれども ，そういう方面の調査がないがしろにされている場合がある と

いうととです。という点で，でき得るならば，最初の問題としてそうい

う点か ら考えていただきたい。

それから建物の用途あるいは極別によりましてでどざいますけれども

工場建築というのはやはり機能が第ーだと恩うんで ζ ざいます。それ以

外 lζ 特にやはり美観とか，あるいは工場のいわゆ る流れといいますか，

合理化という乙とによって生ずる能率の評価，そういうものが建物の形

にも現われてくると，それを P R 的にお使いになるというケ ースがあり

ます。特に軽工業とか，fE気方面 とか，ある いは食品関係とか，そうい

うととろでは . P Rを非常に重視なさると ，その場合に構想を絞る立場

としてでございますけれども，レイアウトが決まってしまいまして，ど

うにもならんという乙とになりますと ，われわれのほう とし ては，それ

をどういうふう rc そうういうようなど要求とマッチさせてゆくかとい

う乙とについては ，非常に悩むわけでございます。

それでわれわれとしては建物の形か らいえば，乙ういうふうにしたい

んだという乙とを申しあげても ，それを素直におききいれねがえる場合

とそうじゃなくって，それは決まった乙とだとその範囲内でしかものを

考えてもらわなくては困る ，と仰言る場合 とありまして，まあそ の都度

都度の話しあいによって決定してゆくわけでございます。そ乙へ成るま

でにもっ とそ ういう点のディスカッションがあればよかったのにという

ような乙 とは， ままある乙とでございます。したがいまして，ζ 用命を

いただくまえにそういう点 もふくめてど相談をい ただけると非常に建物

として もちが った ものができあがっていたんじゃないか という ふうな乙

とがございます。

それからやはりいちばん問題なのは設計期間の問題，さきほど園田さ

んのお話にもありましたが， 工場は特になかへはいります機械が非協ー

に重要なも のでございますが，基礎の関係もどざいますね。機械基礎な

んかにつきま しては資料の出るのは最後の最後でございまして，最初は

ハ ッキリ といえ ばお化け図面でやるとー いうような乙とで，乙れもも

う乙のごろは，ある程度そういうことはなれてしま いまして，とりやお

化けでいいんだ とい うような乙とで一一。まあそのへんは設計期間もふ

くめましてす ζ しはな んとかならんのかと思います。 しかし機械の方は

それと逆の方向でますます決定が遅れるような方向へ行っております。

逆にいう と，そういう乙と ができないのは能力がないんだとい うような



批評をいただく場合もどざいまして相当つ らいわけで ございますけれど

も ・ 9

多国 実際仕事を進めるうえにつきましての問題というと ，そういう乙

とだと思うんです。結局はいまのお話のように特に設計なら設計をお引

受けしたら身動きのできんような枠がはまってから設計を・・- 。なんと

かそれをもうすとしゆるい枠の間にやれば，なんとかしてもらえばかえ

って結果はよかったんじゃないかというような乙とが，いちばん問題が

あるんじゃないかと。北沢さんあたりは ，そういう のを逆に出されるほ

うの立場に立たれて非常1ζ 身にしみて感じられたようですが，そういう

乙とが多いんじゃないんですか。

機 械 屋 と 共 存

北沢 結局，工場というものは各業穏によって迷うと思います。個別的

なものだと思います。たとえば，紡縮会社といっても多くの部門がどざ

います。私など会社 K 入って相当な年月になるのですが，いまだに工程

というか， その仕事の本質をつかんでいない部門がたくさ んあるんで

す。また，ある部門 lζ なりますと ，年中 ，工場の中で機械の据え替えば

かりやっている。一体，将来どのようになっていくのかさっぱり分らな

い。われわれに分らないだけで、なく ，機械家さんだってはっきりとは分

っていないと思うんです。ですから ，先程お話のありました外からお入

りになってもや もや している段階から おやり K なる という乙とは大へん

な乙とじゃないかと思うんです。それだけにまたうまくいけば大へん面

白いものができるとは思うんですが。

私どものと乙ろではうちの中で消化してしまって設計図まで仕上げて

入札するようにしています。しかし，大きいものになると やはり助力が

必要で，外註するときもありますが，基本だけは定めて出す乙とにして

います。やり甲斐は ないかも知れませんが，その方がビジネスとしては

やりよいのではないでしょうか。また先程からお話の出ている短い期聞

に聞に合わせようとすればどうしてもそのよ うに なってしまうと思うん

です。

それからただ今の話の筋から外れるかも知れませんが，建築屋がタッ

チすべきものとして機械基礎や構築物があると思うんです。私ど もの と

乙ろでは，機械基磯はコンクリ ー トという乙とから，造る仕事は私たち

になるんですが，基本図というようなものは ，機械屋 さんの方から疏れ

て参ります。また機械の載る鉄骨のフレ ームといったもの も造ってお り

ます。乙れも基本図は向うからくるわけですが，どうもそれ らに対す る

機械屋さんの考えといったものが不明確のように思います。また12勤し

たりする自分た ちの機械のミ震動の特性、等もつかんでいない場合も多

いように思います。ですから ，その下にある基礎やフレ ーム等に対する

考え方 も莫然としてしまって，向 うの基本図通り造ったりするととんで

もないととになりかねないというような乙とも起るわけで= す。乙んな技

術的な面に建築屋が乗り込んで行って，機械屋さんと共存して考える分

野があるんではないかと思います。私どものと乙ろはとんな実情ですが

非常に重量物の多い川鉄さんの方はどのようにど解決になっておられる

のか，そのへんをお伺いいたしたいと思います。

機 械 屋 と建 築 屋 の 考 え る 基 礎

福田 うちのほうのはね。むしろ機械屋さんか らくる基磯のほうがノ、デ

なんですがね。

北沢 ノ、デなんで‘ す，非常にー ー-。

福田 うちのは大きいんですわ。

北沢 ただ大きけりゃいいというので・…一。

福 田 設計方針について，われわれ建築屋の考えかた ，また土木屋に し

て もそうなんですが，だいたいとの地盤ではまず地耐力はどのく らいも

つかという乙とがピーン とくるわけです。それで震動係数と まではいか

なくと も，すくなく とも静荷重的 K 乙れで横力はどのくらいになるか，

底面の応力状体等を先きに考える。機械屋さ んの考え は，基礎は コンク

リー トのボリ ュー ムをつけて，そのボリュ ームでt震動を吸収する。そう

して その基礎があまり大きくてもたなくなれば杭を打ってもたす。 杭の

少々くらい，コ ンクリー 卜の少々の置く らいは機械の金高に比べたらあ

まり問題ではないと。乙まかい話をすると ，最後になって機械基礎が動

いた ら責任は全部もつかというと乙ろに落ちつくっまず大丈夫とは思っ

ても絶対にという ζ とになるとや っぱり考えますから ね。機械の金額の

ほうが大分高いですからね。そのへんで少々妥協をする というような傾

向がでできています。 しかし機械屋さ んのボリ ュームで吸収するという

考えかたも ，ζ れも一つの方法と思いま すから ，わりにそ の点では妥協

をしています。実際に地盤の関係もありまして，基礎が隠れて機械の調

子が悪くなる ζ ともあ りますが，機械は同種類なら良い機械ほど基礎に

かかる力は小さくてよいのではないかと思いますっ機械の エネ J レギ ーで

基礎ばかり動かしていては ，効率があがりませんから。

北沢 さっきのお話しに出ました設計部門というのは，機械屋さんだけ

がおられて設計が営絡に流れてくるという乙とですね。

福田 流れてくるのはだいたいアンカーボルトの大きさ ，機械のウエイ

トがな んぼ，作業時のカはだいたいど のくらい，力の方向は乙うだ， と

そういうようなデーターで，大きい機械はこちるで設計していきます。

北沢 そのデーターを本にしてやっぱり基礎をお考えになるのは建築屋

さんですか。

福田 機械屋さんによってデーター がついてくるのもあ ります。が， う

ちの基礎はとれでなければし、けないと いう機械屋さんも ときどきあ って

なぜ乙うなるんか，どう考えたんかはあまりいわずに，いままで乙れで

もっておった ，乙れより小さくては責任はもてないとゅうのもあります

からね。しかし一流の メーカ ーさんのでしたるた‘いたい アンカーボルト

の大き さと ，機械の性能か ら基礎に加わる加重状況を出して，それをも

とにして設計しています。

園田 わたしのほうは小さい設備ですが， 乙んな乙とはございません

か。 1台動かすとどうもない。 2 台， 3 台と動かしたら レゾナンス

(Resonance) を起乙しまして， もういっぺん考え直さな いかん，ある

いはワンフロワ ーの配置のいかんによ りましては，乙のレ ゾナンスを起

乙す。もういっぺんやり直さないかんと。乙れは使ってみてか らでな い

とわからない ，集団運転しますとただちに故障が起きます。 l 台ではど

うもないが，そういう問題がありま す。地盤がやわらかいとか，いろい

ろな 問題もあると思います。建物の構造と かね。 私，体験してミあ あ因

ったなミと思いましたが，結論は機械の配置替え をしました。現在，デ

ーターもなにも出ませんが。

福田 機械屋さ んと はよく話し合いをせねばいけませんね。機械も大き

くなれば影響すると乙ろも大きいんですからね。 そういう点、からも ，あ

る程度の話し合いは必要ですね。

多国 建築的なものの考えかたと機械屋 さんの見解はどのへんで妥協を

する か，あるい は考えかたの相違をど う調整をするか という傾向は乙ん

ど強くなってゆくと思いますね。

北沢 そういう傾向 はあると思いますねっ

ア ン カ ー ボ ル ト

多国 たと えばアンカ ーボル トとい うのはだんだ、ん長く なるんでしょう

か，短かくなるんでしょうか。

北沢 アンカーボ ノレ トは必ず しもいらな いと思い ますね。

木村 乙ういうお話がありました。乙 れはわたしまだ調査 してはおらん

ので，ある方の お話と して きいていただきたいと思いますが，機械屋さ

んがね。製鉄用の機械のアンカ ーボルトを設計なさるときにどういう資

料を もって アンカ ーボJ レトをつくっておられるかというと ，そのお話を

されたかたが仰言るのには，昭和 6 年の設計資料でもってやっていると

いう んですね。アンカ ーボルトの長さの設計の仕方 という ものは ，それ

をズー ッと踏襲をして いるら しくて，それから現在までにどうかわって

いる かを，調べてみるのも面白いなと思いましたが，まだ調べではない

んです。それで要するにいま建築の立場で単純に考えて直径の40倍とい

うような考えかた，ζ れもひとつある わけですっそれに よく似たような
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考えかたでごく簡単な設計をしておられるという ケー スが多いんじゃな

いかといわれるのでtす。

とと ろがそうでない場合もあるようでございまして，非常に細い アン

カーボ J レ卜 でやっておられる場合もあるわけなんです。そ の場合はど う

いう乙と になっておるのかというととで，突込んできいてみますと ，，防

力 lζ 対するものの考えかたが大分その長い場合と短い場合 とで ちがう と

いうζ と，検力の吸収の仕方として，ソ - ) レプレートの下にリプを立てて

歯止めみたようなものをつくり ，績カを処理する。そうでなければアン

カーボルトの径というのは非常に大きくなる。一応そりゃ震動とか，変

動とかというものを考えればうなづける乙となので，そういう乙とで思

い切って細くしたんだとい うふうな と説明を伺 う乙 ともある。まあどち

らにしてもわれわれとしましては，乙ういう場合はその歯止めがほんと

うにどういうふうな力がかかるかという乙とを資料としていただいてそ

うして基礎に対して鉄筋なりコンクリ ー卜 を設計するわけでどざいます

けれども ，まあ土建サイドのものの考えかたで・ゆきますと ，アンカーボル

トの長さは太いと長くなるわけで、す。そうするとコンクリ ートの根入も

れの深さがそれで決まってくるので，たとえば圧延のテ ーブノレみた いな

のでは，述統していますから ，途中の 1 カ所か， 2 カ所で非常に長いや

つがある場合は ，掘り方は全部そのベ ースをだいたいそろえてゆくと い

うことで，深さは長い寸法で決まっちゃうわけですね。 3 メー ターとか

• 4 メーターとかの深さ が決まっちゃって，それでまあ全部いっ てしま

うというような場合が多いわけです。細かくいうとその部分だけ深くし

て， また浅くするというような乙とをやる場合もどざいますけれども

，大体の場合，長いやつで決めてしまうと いうととになって，それだけ

ムダなコンクリ ート あるいはムダな配筋となってくるのです。でそ の太

いアンカ ーボルトでも短くできないのかというような乙 とを，まあわれ

われは考えるわけなんですけれども，そのへんが機械屋さんの考えかた

と， われわれの考えかたとに大分意見{ζ ズレがある場合が多い と思う の

です。

福田 だいたいね。機械屋さんなんかのアンカ ーボルトは，建築屋の ア

ンカ ーポJ レ卜よりも短いんじゃないんで‘すか。径の比較を します とね。

まあ乙れはまえからのシキタリもあるでしょうがですね，だいたい建築

屋が，許ー容応力 は1 . eω と見ますね。機械屋さんは半分しか見てないよ

うです。 8∞くらいしか。

それからいまお話がめりましたけれとも ，機械の種類というか原則 と

してボ ールトは横の力，すなわち努断力は受けない て・ボ ーノレ 卜を締めて

摩擦カで横カをもたせていますから ，ボJ レ卜は純粋引張力のみ となるよ

うです。

実際アンカーボルトを見ますと ，コンクリートと引抜きの問題がでて

くる 。アン カーボル トのとめかたの問題，それにいろいろ の様式が出て

きております。が， しかし太いのはわれわれの考えるよりもむちゃくち

ゃーーというたらおかしいが，むちゃくちゃなほど太いですわね。でも

ボルトの 許容 応力を小 さく計算するた めと，ポノレ 卜 の 止 め 方 で深さ は ｾｊ

にあさ いととが多いよ うです。もうひ とつはまえの基礎は乙のくら いだ

ったらとう と，そう いう 点はわりあいに抵抗を感ぜず通している乙とも

機械屋さんには多い。

構 造 体 と 機 械

多国 さきに出ていました様造体と機械との関係，乙れはまあい…・。

福田 乙れはいま計画しているラインのなかですが，鉄板を巻き あげる

装置で入り側と出側と 2 つの装置を乙しらえて，一方は建物に直接とり

つけて建築のほうでやり ，他方は簡単な建家は建築でつくり ，なかに機

械屋さんが担当してガ ッチ リした台を作りま した。高さが約16メート J レ

幅 6 メート J レX 4 メー トノレくらいですか，機械屋さんが組んだ方は鋼材

料! と比較してよく震動しているので，機械屋さんは感心して見ていまし

た。

北沢 値段も建築屋がそんな乙とにタッチするとずいぶんやすくな るん

じゃないんですか。
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昔前回 そう なんです，大分安くなってゆくんで= す。それは機械にすれば

そりゃ大したととはないですんね。また実際に は機械メ ーカーにたのむ

ときの内訳を見ると ，われわれで= あったら 内訳を ζ まかく決めておりま

すが，向うはフレ ーム一式なんぼとか，鋼材何 トンなんぼとかがはいっ

て実際にはそれだけのトン 数があろうとなかろうと ，だいたい乙れで，

乙れだけのも のを としらえるん だという簡単な考えかたなんですね。

北沢 特lζ 機械本体のフレ ームの力学計算なんか，余り しないん じゃ あ

りませんか。それで鋼材なんかどうしても余計に使われる乙とになる。

建家の方では，坪当り鋼材 100 kgとか，鋼材トン 当り 10万だとか 12万だ

とかいって，一生懸命になっていますが，機械屋さんの方ではトン当り

l∞万円も出して余分なものをつけた機械を造ってい る。建築の方で値

切るより機械の方で値切る方がずっと安くなるんじゃないかと( 笑い)

福田 そういうことはときどきわれわれも いい たくなってくるんです。

われわれが見ていますと ，なるほど図休は大きいが接点が不釣合になっ

ているととなど ，ああいうものは結局震動の問題で= すからね。そうです

から接点のかため方が計算仮定とやっぱ しちがっているんで‘ す。しかし

政近は後械屋さんも計算を しておりますけれどもね。それはほんとうの

本にあるとおりの計算であって，計算機 lζ 出ましたというだけのお話で

す。也築家がやると各部材および部材と接点のバランスを考えてやりま

すからね。しかしもうぼちぼち と機械屋さんも注意をするようになる ん

じゃないんですかね。

多回 まあいまのお話のなかでも ，機械屋さんが機械を設計する場合と

機械屋さんが構造物を設計する場合 とでは，構造物の設計では建築家の

ほうがはるかに上だと ，まあ逆 (ζ で・すね。いろんなランニングの問題に

ついてら ，われわれがやはり相判踏みこんで理解を して，そのうえで基

礎を考えたり ，それから構造物あるいは建物を考えたりする必要がもっ

とあるで しょうし ，逆にその機械設備なんかをおやりになっておるほう

からいえばね，もっと構造物の設計 ということ κ ついては，高い常識を

もってもらう必要がある と，まあそういう ζ とになるんじゃないんです

かね。

福田 建築屋が機械の専門家と取組むときにいちばん考えねばならない

のは，やっぱり震度の問題だと思います。建築家はとう も強度の問題に

走りやすいわけですね。強度に余裕が出てくる となん とかミミッチイ考

えを起乙しやすい。いままで ミミ ッチク育てられた関係でしょうか。

生 産 計 画 に 参 画 を

多国 そのミミッチさというものは機械とか生産設備は出てくる品物の

ほうに問題がありま したけれども ，建築のほうはできたもの，そのもの

が目的であったりするような乙とが非常に多いわけですわね。別』ζ それ

が働いてなにかをつくり出すと いうようなものじゃなくって，鉄 l∞ト

ン使えば ω0 トン そのものが目的であったりするから ，と かくミミッチ

クなりますんで: すね。

いまわたし 自身も 相当工湯と いう よう なものにつ いて もやってきでは

おりますが，建築家といいますか，建築の関係者が計画を一一生産計画

なり ，ある いは工場の建設計画を樹てら れる根本的な段階に おいてです

ね，なにかもうす乙し早くタッチ したい ものです。まあ建築屋 とい うの

はとかくまとめ屋として訓紋をされておるもんですから ，わりあいにい

ろんな，ちがった職種とか，業種 とかとい う，ちがった考えかたを調整

してゆくと いうことには非常になれております。そう いう意味ではもう

生産計画の基本問題のときに ，家そのものを設計をする建築家としてで

はなく，いわゆるプランナーとして，もうすとしタ γ チできれば相当い

いものになるんじゃないかなというととをいつも考えているのです。

福田 その建築という ζ ともなんですが，機械の工程，勤き ，流れとそ

ういう乙ともより以上に勉強してゆく乙とが大切だと思います。

多国 やはり工場を設計するときは，機械の組立図くらいはすくなくと

も読めな ければね，建築家としてはまずいわけです。

福田 われわれのと乙ろでは機械屋さんのだいたいの組立図は一応参考

とし て回ってきております。しか しそのときは多分におそいんですが，



機械図を読むという乙とは設計の段階では大切だ、と 思いますっ家を計画

するとき ，スパンがなんぼ ，軒の高さがなんぼというまえ 1<:: ，そういう

乙とを先きにきいて一応の概念、をも って，それから形を決めるというよ

うな行きかたを とるようにしております。

多国 機械と簡単に片づけてはおりますが，やはりそれ以外にも ー。

福田 しかし乙れからの工場を計画する建築家としては当然やるべきじ

ゃないかと思います。

北沢 空間の意識というものは建築家がいちばん強いようですから ，ま

とめ役としても一番ょいと恩います。

木村 やっぱり実際 1<:: 設計をするものが，どの程度その工場の作業につ

いて知っておるか，という ζ とが必要ではないでしょうか。それに l 回

でも 2 回でも設計の経験があるという乙とも必要だ と思いますねっ建築

家はただミおおい ミだけをつくればいいんだとよくいわれますが，その

ミおおいミのっくりかたについても，その作業の内容を知って おらなけ

れば，ほんとうにその要求には答えられないと恩います。

福田 そういうととに ミな れているミというたらおかしいが，経験の多

い方と不馴な方とで= は大分ちがってきま すね。早い話が設計事務所のか

たで も比較的そういうほうになれてい られるかた と，またそうではな い

かたとでは，同じように説明をしても ，できたものは，受けとられた感

じ方で大分ちがってきています。

北沢 工場建築家というものは，結局たとえば製鉄さんや電器産業のそ

ういう工場プロパーの育ちでなかったらほんとうの設計はできない，と

いうととですか ?

建 築 家 の 職 能

多国 そのへんはね。 わたしなんか建築家というものはですね。要する

に知らないものを消 化 する特技をもっておる ｾ 被能の最たるもんではない

かと実際は恩っているんですが，そういう芯味で非常 lζ やわらかい判断

力でですね，つぎつぎと新しい ものを理解 してゆく 。たとえばい ちばん

ハッキリしているのは工場建築家といいましで もですね。その景気の変

動でしょっちゅう 出てくる企業と ，まあそうでないものといろいろあり

ますから ，それはいつも忙 しいと乙 ろとはいろんな接触が深いわけなん

です。たとえば発電所をやったとしても ，乙んどは化学工場，あるいは

製鉄工場をやったという ，その経験をですね。軽工業に生かすというよ

うな 乙とは ，乙りやもう当然あると恩います。大きい，小 さい ，ffi い，

軽い， それから腐創! の問題といろいろあります。それからなかのものの

輸送の手段がどう ，というような乙と ，抽象化してそいつをほんやくし

なおせると いうのが建築家 じゃな し、かと思うわけなんです。そのへんほ

んとうにあらゆる場合に対応できるような立場の人が生まれてくれば，

最初のテ ーマにあげていますような生産施設の企画に建築家が参画する

とい う問題にま で発展する と思うんですけれども ，たた残念ながら民間

の設計事務所もそうですが，建設会社で も，なかなかそ乙までプ ロにな

りきれないうちに組織の長になったり ，それから内部の営繕をやってお

られるかたもで・すね。わりあいにその，専門イじされるのは非常 lζ いいん

ですけれども ，途中でそのよそみをされずに一本道を行かれるもんです

からね。わりあい，乙んどは績から見ますと ，あれちっ とも進んでない

なという感じを受ける ようになる 場合もあるわけなんです。

わたしどもなんかよく感ずる乙と なんですけれとも ，営絡をやってお

られるかたから伺っ て，貴重な ど意見を お出し になっておられるけれど

も，それは全体 lζ 向つての意見ではな いか，あるいは生産計画をリ ー ド

する意見 1<:: はなってはないなとか，ζ れは非常! < : : 失礼な申しかたなんで

すが，そういう場合が多いわけなんです。わたしなんかはやはりそうい

う問題のカベがど乙にいったいあるのか。また壁を破ってですね。た と

えば土地を買うと ，その土地はとのへんに必要なんだろうかというよう

な乙とでも ，建築家はそのやわらかいアタマでちょっとした基礎条件さ

え出されれば非常にスム ーズな判断ができる とい うような ，そういう教

育を受けておりますから ，もっと進出してもいいんじゃないかというよ

うな乙とを考えております。

乙れはなかなかむずかしい問題で，以前の座談会のときにも重要なポ

イン 卜であった し，その乙とについてもずいぶんみなさ ん研究して おら

れる。最近は変化のテンポが非常に早くな って参りま したから ，そうは

いつでもなかなか，最高の知恵で最高の答え ぞ繰りあけるという余裕が

なくって，タイミングを お考えになるかた 乙， それから不動産関係の手

配をかね る，あるいは建設でそれをあとを受けて追跡さ れるほうの人，

もう時聞に追いま くられてです。なんとかいい作品というよりも ，なん

とかできるようにという乙と のために動いているような感じですね。そ

れに最近は公害の問題とい うのは非常に多く出て参りまして，われわれ

とし ても ，内容からはもっと単純な建物ていいのに付近に住宅があるが

ために鉄筋 コン クリ ート のりっぱな ものでないと困 ると ，そういう 印象

をあたえるような建物を設計してくれと. . . . . 。なにか本筋からずれた二

次的な問題の ほうが，非常に大きな問題と してとりあげられて，批の中

の動きがそうなって いると思いますっ

福田 世の中がそうな って います。シッポを出さない とい うか，カムフ

ラジュ的なものが出てき ています。あまりやかましくないものは，とり

あえず，乙のくらいで逃げる，と いうたら語弊がありますがね。

多国 特に設計などもわたし自身の経験がありますが，ちょっといいに

くいが，乙うしたほうがいし、と ，乙れはわるいんだとつしかしわるいほ

うをとっておいたら ，な1<:: かあっても逃げられると。乙っちのほうはた

しかに ，絶対乙れやると ， なんかのときに非常 lζ 責任問題になってく

る，というときの配慮ですね。乙れは非常! こ多いんです。

北沢 みな感じていますよ。

2. 公害・環境に対する諸問題

多国 乙のへんで‘ 公害 とか，環境な んかでみな主ん，ど苦労をされてい

ると思いますが，そういう問題でなにか話をしてくれませんか。

田中 大阪府の公害猿視セン ターの設計に参加しましたが，公害 という

のは定義のようなものがありまして，公害には大気汚染 と，汚水の処理

それに騒音の防止 と3 点K 大別されています 3 いちばん大都会で問題に

なっているのは大気汚染です。その発生源は印パーセ ン ト以上は工場で

あるといわれています。その場合日本では国会などで問題になっていま

すが，アメリ カなどでは，その問題は人為的に解決しているといわれて

いま す。要するに公害というものは人為的に解決され得 る問題だという

解釈な んです。 乙れから公害対策は政府が指導して補助金を出して民間

に押しつけてゆくもんだろうか，民間がそれにどういうふうに立ち向っ

てい ってどうやるのか，乙んどはど ういうふうな方向にゆくのかと いう

ζ とが乙れか ら問題として出てくることと患います。それ と大企業は割

合にハッキリしてい ますが，中小企業対策というの はやはり問題の焦点

にな って くると考え られます。そのへんのと乙ろにど怠見がど- 2[ いまし

たら ・ 。

騒

=企E

日 対 策

園田 話が全然ちがうかも知れま せんが，機械の発生源があって，そ乙

から騒音を出しているのを壁を厚くし て防ぐ という ，それと 同じの体験

談，まだ十分 IC解決は してはい ませんが，わた しどもは高周波ウ エータ

ーをすえつけて運転してみま すと，日本のいわゆる 周波放送帯のーっと

合致いた しましてね， それで近所の家でね，ラジオがきこえないという

のができた。そ れはわたしど ものと乙ろでは隣りの会社一一家とそれが

案外あるんで、す。墜を通 して厚くするとか，そちらの方向へシャットす

ると か，乙りや す乙し はで きるんです。と乙ろが問題はきょうの とはち

が うと思う んですが，乙んどはそれを取りあっかう 人間K 対する問題が

またあるんです。わた しの ほう ， 乙れはフランスの地下鉄の話なんで

す。地下鉄の出口にあるホテ J レとか，そういうと乙 ろは出てくる ，屯車

の出てくると ζ ろに向って，ちょうど電車の発生する大き な騒音源 と反

対の位相である迎えの電波を出しまして，それによってうん と騒音の影

響を少なくしているという乙とをきいた乙と があるのです。それと同じ
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原理でね，自分はそういう乙とをやったとともあるもんですが， うまく

は行かぬ まま現在となりました。やはりそれはちょっ と無理がどざい ま

したね。乙のどろア メ リカてーは大分使われておるらしいんですが。やは

り目的は同じかと思いますが，やはり ζ れは外側は守 らなければいかん

が，なかにも建築燐造が出てきます。そう い う問題がまだ残っておりま

す。

多国 単なる壁をつくってある いは絶縁幣を入れてという乙とじゃなく

って，積極的に騒音を消すということを考えているという ζ とですが。

園田 そういうととをかつては やりま したが，なかなかうまい乙とはゆ

きません。やはり単なる 音についてはでき るらしい。 ζ れはとにかくむ

ずかしい。

福田 公害の問題も大切ですが，カネのかかるわりにハッ キリし た決め

手がな い。乙う やったらよくなるぞーーという ，点がハッキリし ません

ね。わるい とい う乙 とはみなわかつてはおるんですから ，その決め手 が

出だすとやりやすいとい うζ とになります。

多国 いろいろおやりに なって具体的に公害の問題で乙うい うζ とがあ

るから手を打たなければいかんという ようなケースは ，まだそうは出て

いませんね。

福田 わたしのほうは煙突は神戸からほとんどとってしまいました。そ

のほうの問題はありません。騒音も区切 りがはなれてお りますから ，あ

まり騒音の関係は出ない。水も海! と近いから流せる。または大分ろ過 し

て放流する。いやでもやらねばならんのでやっております。

園田 わたしのほうは今までのと乙ろ ，おかげで皆様の お決めいただい

ておるものよりずっと下へもってゆく乙とができました。しか しずいぶ

んおカネはい りました。おかげで防げる と思います。

多国 公害対策の問題は乙 れはやはり建築家のやる重要な仕事のうち に

はいるんで しょう かね。

福田 まあわたしのと乙ろは建築家の範聞は少しはみ出ています。化学

的なものが多く ，それにつくるといっても大きな設備で，すこ しまとま

れば何億かかるという巨大な ものですから ，その設備の一端を分担す る

とい うζ とですね。

公 害 は 排 水

北沢 当社の例を申します と，公害は排水の問題です。羊毛を洗った羊

毛排水と ，化繊や合繊々維，加工々場等から 出てくる化繊排水の二種類

ありまして，何れ もなかなか問題になってお ります。特に今後，河川へ

の排水の基準が厳しくなるにつれて，問題は大きくなると思います。 私

の課は直接担当しておりませんで，隣の課が担当しており ，今日はいろ

いろ聞 いて参りま したが，その受け売りといたしまして，まず一番困 ま

る乙とは，まだ国 lζ 確たる指導方針がないという乙とで、す。またそ の汚

れを除去する技術的方法も明示がなく て図まるという乙とをいっていま

した。企業 として もその技術的方法は自分で探さねばならないと思いま

すが，その企業内で担当者は乙のような方面の努力をするの は大変だ と

思います。

その第 2 は，排水の設備と して，汚水中 lζ 含まれている成分を回収す

れば，その設備に回収装置として税金を取られると い うと とです。 例え

ば染色工場等の排水中 には規定以上の苛性 ソー ダが含まれてい る。 それ

をそのまま流せないの で，ペイしないのに装置を造って回収すれば，そ

の装置に税金をと られ る。何とか免税にし てもらえな いか とい うんで・ー

( 笑) 。排水は国家でま とめて，施設を造 るよう lとすれば，分担金を

出し でも各企業で別々にやるよりよいのではな いで しょうか。私ども の

会社て・は市街地の工場で・排水規制がさら に厳 しくなれば，工場を移転せ

ねばならないようなものも出てきています。

公 害 防 止 事 業 団

多国 公害防止事業団のできたのは一昨年で， どんな乙とをす るか と思

ったら ，極論をすれば中小企業対策で= 町工場を整理 して工場 アパ ートを

つくるととだそうです。厚生省 と通産省が尻押しでやっているわけです
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が，両者の主張が相反し厚生省は保健衛生を強く打ち出 し，通産省は採

算を先き lとすれば公害防止 そのもののネライが減ってくると， そんなと

乙ろにジレン 7 があるんじゃないか と恩います。工場生産についても世

の中が複雑になってなにをするにも反対の声が出ます。高度成長に人間

のアタ 7 がおいついていかない，技術成長 に負けている 。

福田 これからできるものについては，何 とか考えられるが，既設のも

のは ，公害公害とやかましくいうなら中小企業者はど乙かに引越したほ

うが早いという乙とになりかねないじゃな いか。われわれのと乙ろでい

ちばん困まるのは，古い工場で新しいと乙ろ は， はじめか らそう いう 設

備も平行的 lζ 考えられ，また いま考えなく とも，あとから考えられる余

裕をもって計画 して ゆく乙 とができます。

公 害 防 止 と 設 計

木村 公害の問題につい て設計事務所としてわたしどものタッチ できる

範囲というのは限られたものであると思います。現実の問題として，わ

れわれのやらされている仕事のなかにはそう い うものに対する防止策と

いいますか，対策が付されているのはもうずいぶんたくさんあると思い

ます。たとえば煙突の長さもずいぶん高くなった。乙れは当然そういう

ととのために高くなったんで，それの建設費はずいぶんと かかる。従来

はそれの半分かあるいは 3 分の l くらいのものでよかったが。それから

汚水の問題にしても水処理関係で、すね，従来工場ではそう い う乙とはな

かったが，乙のどろはどんな工場でも ，水処理施設を考えます。乙れは

本スジて・はないかも知れませんが，浄化槽の問題で，本来なら完全に上

水になって，出てゆくというのが立前なんですけれども現実の問題とし

てはやっぱり相当悪臭のある汚水が流れているために ，たとえば増築と

い ったケ ース で浄化槽を設置せねばなら ない とい うようなときに湯所に

よってはもう近隣の同怠を得られなくて，確認を受けつけてもらえな い

という ζ とがある。われわれとして は衛生に は十分な線でやっておるつ

もりでも ，付近の住民に対しては公害となる とい うような現象で・現われ

ていて，それが結果的にも確認申請の許可がもらえない とい う形になっ

て返ってくる乙 とがあります。

そういうふ うな面では乙れは消短的になるかも知れませんけれども ，

一応公害あるいは環境に対する 問題になん らかの形でやは り関与 してい

るわけです。特 lζ 中小企業の工場に対しては疎開ですね。要するに公害

の起とらないようなと乙ろへゆくというふうなととがもう起乙らざるを

得ないという乙とになっていると思うんですけれども ，われわれとして

はそういったと乙ろへもって いった場合に は，再びそ乙 で閉じような乙

とを繰り返さないというためのお手伝いはするという乙とになると，思う

んです。

北沢 まあ ，企業の方からいえば，企業の生存権がかかっているんです

か ら，法の精神の裏づけになる 科学的な ものがなく てはとい う乙とにな

りますね。

福 田 やってそれだけ効果が出て くればいい が，やら なければならな い

乙とはわかっているが，やれやれ といわれてやって，それだけの効果が

出るか という 乙とになる と余り希望が もて ない。あま りい えな い乙とば

か も知れんが， どうにか格好がつけばというような乙とになりやすいん

じゃ ないんですか。

多国 公害 とか，環境とか大きく考えます とですね，都市計画的に見て

るも，新しいと乙ろに新しい計画をす場合でも ，相当大きな固でi挑めて

計画をする。そのときに公害と い う問題も将来かな らずついてくるぞと

い うような乙とを建築家は考えていかなきゃ いかん，そういうととにな

るだろう と思い ますけれども。

作 業 環 境

園田 環境の と乙ろ ですが，わたしのそだちからそういう乙とを申しあ

げるんですが， というのはわたしどものたとえば部屋なんかをつくりま

す場合に は，一般の電気負荷( l oad) といた しまして電気機器は別にい

たしまして，たとえば工場の事務所でどざいます と， 1平方フィ ー トあ



たりですね。アメリカの場合はだいたい 15ワット，それから工場でござ

いますと 2 ワッ ト， たとえば一般のアパート， わたしの家でございます

と3 ワットと一般の色気負荷として考えるのがアメリカの規絡なんで

す。日本のほうはだいたい，それの家庭は一緒でございますけれども，

工場とかそれからいわゆる事務所ですとだいたい半分しかない。それは

だんだんアメリカ流にあがる傾向になっておりますんで，乙れがひとつ

の問題だと思います。

それから ，いわゆる欧米なみの賃金 K 近づくためには もっている人を

フルに使わなければいけない。という乙 とは逆にいうと ，人をふやさ ず

して そζ へもっ ておりま すスペ ースいっぱいに機械を入れて，それをす

べて動力化して人聞を入れないで生産はあがる ，乙ういう乙とはどとさ

んともお考えになっていられると思います。そういたしますと ，いまい

いました負荷ももちろん，逆 lζ いいます とアメリカなみになるわけでご

ざいます。そういうととになりますと ，われわれの動力供給の側か らい

くとそれだけ太い線をはらんと間にあわんというとと ，乙ういう問題も

近く起乙る可能性がありますc そういた しますと ，乙んどはそ乙 lζ 対す

る防暑熱であるとか，空気である とか，逆K 建築屋さんのみなさんの本

業であります問題がすぐー絡にきているわけであります。 ζ れはいちば

ん大きい問題のーっと思います。みな，新しい建屋で逃げられればよい

が，逃げられるととろは少くのうございます。ほとんどが自分のと乙ろ

で改造していかなきゃならな l 、。逃げられればよろしいが。天井 もだん

だん低くなります。

多国 天井が低いとエアコンが安くつく o 9 階建な んかもできて。わり

と近視眼的 lζ 眺めているという乙 とがいまのお話から感じられます。

園田 そういう問題はだんだん出てくる と思います。

田中 生産施設は特に労働条件をよくせないかんという乙とで E ・e ・- 。

園田 そういうものをにらみあわせながら機械がふえてゆくという段階

ですか。

北沢 松下電工さんは空調されたなかで働いていられるが，その理由は

恒温恒湿が生産に必要なんですか。

園田 そうです。だから事務所! とはできてないと乙ろもありますけれど

も，工場は先きにやっています。
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/"fl  暖 房

北沢 工場に始めて空調を取り入れたのは紡績でtはないかと思います。

最初の目的は綿糸を紡ぐのに必要な調整( 乙れは相当，高温，多湿な状

態) でしたが，機械が増え，回転が上ってきて，ますます高温になる 。

作業環境としても乙れではたまらず， また合成繊維の中では比較的低

温，低湿のしかも恒常的な状態でないと糸を紡げないというような乙と

と重って，当社は今，数年前から夏季対策と称し ，温度を下げる乙と! と

取り組んでおります。また外部からの浸入熱を最少にするために建物は

無窓工場になってきています。子会社でJ 営業用の冷蔵倉庫を造った乙と

がありますが，それよりはるかに紡績工場の方が，乙の問題では難かし

いと思っています。

園田 集中のはセントラノレ ・クー リングと個別はパッケ ージと併用でや

っております。

北沢 古くから紡績でt は列二7J くを使ってキャリヤ方式で，冷房と給湿をや

ってきましたが，乙のどろは冷い井水も得られない，また給湿はかえっ

てじゃまになるというので冷凍機! と切りかわってきております。

回中 紡綴工場は以前やりましたが，キャリアの時代で湿度が高いんで

す。温度が24度くらいで湿度がふ5から 7096 くらいで働く環境としてはあ

まりよくありません。作業内容から ，高温，高湿条件が生まれ，それに

労働環境改善の条件が加わりますと ，建築の設計がむずか しくな ってき

ます。建築家について先刻からもいろいろと話が出ましたが，ある程度

のプロパーが必要じゃないかと思います。そういうような建築家が質を

あけながらお施主の要望 lζ 応えてゆくというととも必要じゃないかと思

います。

多国 いま一応環境と公害の問題から発展しまして，非常に面白いお話

を承ったわけであります。ま あ機械製品のための空気調整という乙とか

らだんだんと乙んどは，作業環境 lζ 移るというふうに工場でも発展して

いっている。そういう ζ とから ，工場といっても人と物とをコンパイン

して環境を調整するというような非常にむずかしい仕事にな ってきまし

た。それからまあ最近いろいろの規則や条例が複雑になってきた。工場

建築がむずか しくなり ，建築家も乙んどに向って大いに勉強をし ，現在

のt しさのその日くらしから脱却しなければならない。その辺にきょう

の結論がありそうですね。

時間も迫ってきましたので今日は乙の辺で，どうもありがとうどざい

ました。
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現 場実 習 指 導 要領 に つ い て 日本建築協会教育委員会

教育委員会 IC おきましては，現場実習に際しある方針の下 IC指導せられたととが，実習の効

果をー庖意裳づける ものと考えて，昭和31年主り現I品実習指導要領を作成して関係先 I CC協力

をお願い申上 げま した。お蔭をもって関係先のど協力を得て一応の成果を納めてお ります。本

年度は，従来の経験を基 lζ して，受入側，学校側など関係先のど意見なども樹酌して，似霊に

検討した結果下記の通り「現窃実習指導要領」を作成いたしました。乙の指導要領 は実習生を

送られる各学校にも配付して怠考に資 するよう こ' 協力を願ってお りま すが，各受入現場の関係

者におかれでも，本' l l f 智('を ど怠考にして ご指導いただければ幸径と存じます。

現 場 実 習 指 導 要 領

(1 ) 指 導 の 目 標

イ 建築の職場および工事現場の実態に触れさせ，実際の業務または

作業を体験させる 。

ロ 設計製図，構造， 材料，工法などの実際を理解させる 。

ハ. 建築についての興味と関心をもたせ，今後の学習の刺激を与える。

(2) 指 導 の 担 当 者

現場主任または適当な人が専任で当るほか，現場の係員と下請の世話

役など全員が時と所に応じて指導するのが望ましい。

(3) 指 導 方 法

イ 体験を通じて教える 。作業または業務を行なわせ，その体験か ら

技術や知識を学ばせる 。

ロ. 関連ある乙とを教える 。その日の工程や，やらせる作業，業務に

関連した事柄を質問し教える。また術語や現場用語についても教え

るようにする。

ハ. 次の要領で日誌を沓: かせ，毎日点検するのが望ましい

a . 現場 日誌の要領でその日の工程を記録させる o ( よく工事を観

察させるため)

b. 習得 した技術， 知識をノ ー トさせる。( 少しでも覚える努力を

する)

c  その日の感惣なり反省を書かせる。( 指導の効果なり，学生，

生徒の性格を知るため)

ニ. 教材の例

設計製図( 製図法および図面の理解，設計窓図の表現など)

材料，積算: ( 性質，用途，検収，拾い出しなど)

構造，施工( 設計図ならびに仕様書と構造施工法との関係，作業の

段取り ，コンク リー トの調会決定，配筋法など〉

測量( 平板， トランシット ，レベ J レの取扱いや実出1])

設備( 配線，配管ーなどの主体工事との関係)

その他( 現場事務，各種の実測，養生，跡片づけ，仮設工事，災害

防止など)

(4) 指 導 上 の 注 意

イ. 礼儀や作法などについても併せて指導する。

ロ 健康管理と危害予防K 注意する。環境 [ζ 不なれ，労働の増大，夏

の暑さなどから疲れやすく ，事故を起 しやすいので十分注意する。

ハー異常は学校 lζ 述絡する。

実習生は実習期間中欠勤，遅刻なきように指導 し，出動のむら ，そ

の他の奥常があればその都度学校と連絡する。そのために，各学校

では連絡方法( 担当者，住所，電話番号など) を明らかにする。

ニ. 実習期間な らびに勤務時間

実習期間は 1 カ月を標準とし，勤務時聞はなるべく通常の勤務H寺間

内だけとする。

(5)  実習生に関する報告

各職場および現場においては実習終了後，なるべくすみやかに個々

の勤務状況などを学校へ報告された い 。 ( 以 上 〕
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あ る 鉄 鋼 部 門 に お け る 建 設 工 事 の 現 状

一 神 戸 製 鋼 所 の 場 合一

日 { 神 戸 腿 鋼 所 施 設 部 長

山 本 元 次 郎

1. 当社の現状と将来計画

当社は鉄鋼各社とい ささか内容を異 lζ し，いわゆる本社部門

の他 lと鉄鋼 ・溶接;降 ・機械および軽合金の 4 事業部から成り立

っている。各事業部はそれぞれ業務を行なっているが，その間

有無相通 じ協力し 合っていけ ると とは他社に みられぬ強味とも

考えられる。

乙乙では鉄鋼部門だけについて述べる ζ とにする。営業関係

は別と して欽の生産工場は神戸( 灘浜 ・脇浜) ，尼崎，長府お

よび高知に位置し ， その中心となっているのは神戸工場であ

る。その神戸工場 ( 灘浜) は第 3 期合理化工事を一昨年より進

めてきたが，昨年11月に第 3 高炉( 内容積1845立米) の火入式

を行ない ，既設の第 1 ，第 2 高炉 とともに全面稼動 lζ 入ってい

る。同時に転炉 l 基の増設をなし ， 別 lζ 垂直式の連続鋳造設

備，ペレット工場その他乙れらに関連して必要な諸設備を完成

した。目下鋼管工場の完成をめざして鋭意施工中 であり ， 乙れ

も主要部は 6 月末 lζ 完成， 7 月より生産を開始する運 びになっ

ている。

乙れとは別 lζ ，新立地を兵庫県加古川市 lζ 決めた当社は ，昨

年秋以来土地造成を開始 し， とりあえず厚板工場を建設すべく

6 月下旬より杭打工事を始めており ，来年 3 月末の完成を目途

lζ 突貫工事を進めている 。当社と して は，乙れに引続きその先

の海面約100万坪( 完成時約160万坪) の埋立を実施 し，高炉の

建設を行なうべく計画 中であるが， 乙れには鉄鋼業界内にお け

る調整 ・関係官公庁の認可等解決しなければならぬ問題が残 っ

ている。

2. 建 設 工 事 の 分 類

当社の建設工事は社屋，事務所 ・工場 ・社宅 ・寮など白社の

施設 となる工事と ，外部より 受注した例えば プラン卜設備に附

帯した工事とに分れる。前者は施設部( 本社) にて担当し ，後

者は所管の事業部 ICて一括実施する。自社工事であ っても ，例

えば灘浜第 3 期工事のよう lζ 規模の大きい場合 lζ は，事業部に

臨時建設本部が設置され建設要員が各部から出る 乙とにな り，

施設部からも必要人員を派遣している。 ζ の建設本部は工事の

元成をみれば解散という 乙とにな る。
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3. 工 事 の 実 施

事務所，寮社宅の建築はょいとして工場建築 には難しい とと

が多い 。工場の建物だけを建てる乙と は難 しい乙とで はない。

しかし工場というものは生産設備が主であって建物はどちらか

といえば従である。工場建設が計画されると鉄の場合には 冶金

技術者が中心と なり ， 乙れに機械，電気お よび土木建築技術者

が加わっ てチ ームを編成するととになる。計画がまとまり設計

がで きると ，土木，建築，機械，霞気の/ 1 買で施工を進め完成と

いう乙とになる。乙う書く といかにも簡単であるが，事実はそ

う簡単にはいかない。着工するまでに 実施設計がすべて纏まっ

ておれば工程通り先ず順調に進むと考えてよ い。 すでに実施経

験のある工場を建設する場合はよいとして，全く新しい生産設

備をも っ工場が計画される場合 lζ は，機械の選定，配置それに

生産工程の検討などに日時を要し ，簡単 には結論が出ない。わ

れわれの方ではそれ らが決まらないと基礎の設計ができない。

工期を押えられている関係もあり ，未決定のととろは適 当に設

計 lζ 織込んで着工 lζ 踏切る 乙とlとする。

工事を進めていると機械据付の位置が変っ たり ，あるいは機

械の仕様が少 し変ったといった乙とが起る 。そこで杭を打増 し

したり ，杭の追加注文をする一方，建物の基礎への影響の有無

を急ぎ検討せねばならない。工場建設でいつも 一番苦労するの

はとの機械設備である。建築を担当する者と しては ，土木，機

械屯気その他の技術者 と相互に連絡を密 lζ し，その中で も特 lζ

機械の関係、の打合せ調整に充分過ぎるまでの時間をかけること

が大切であ ると考えている。

4. 工 事 の 発 注

当社の場合， 自社建設工事は施設部が担当 してい ることは先

に述べたが，当部にお いては原則として基本計画のみを行なっ

ている。し たが って実施設計と施工について はすべて外注して

いる。設計は設計事務所に発注し ，その設計図書をもって施工

は建設業者の競争入札とす るζ とは普通行なわれている方法で

ある。

一般 lζ い って当部で も計画がその順序で進め得るときにはそ

の方法を とって いる。 しか し工事が極めて急を要し 期日 lζ 余裕

がない ときには設計施工の方式で特命，あるいは指名競争入札



にしている。設計と施工の分離論，設計施工一本論と業界の中

でその優劣が論じられているよ うであるが，われわれの方では

理論的な是非はとにかくとして，指示された工期内に完成させ

ねばならないという絶対条件 K しばられて ，設計施工方式を採

用する乙とが多い。設計事務所の存在，長所は歴然としている

一方，建設業者の設計陣の充実と いう乙と も事実であり， 乙の

あたり施主側としても別の意味で発注には頭を痛めている。

5.  公 害 の 問 題

最近の傾向 として従来の煤煙防止，工場排水の規制 lζ 加えて

騒音，振動ある いは 臭気の問題が取上げられている。とれは 当

然のととであるが，工場が大きくなり ，設備が大型化し複雑に

なってくると真に取扱いにくい難しい問題である。ど乙の会社

でも乙れには随分頭を悩ましておられることと思われるが，当

社でも 専門の担当課を設け毎日必要な調査を行ない資料を整備

して公害防止に勉めている。

建設工事現場にあっても乙の問題は起っている。灘浜の工事

のときも鋼管杭の打込時に近くの民家から赤ん坊が寝付かれな

いからという苦情が出たし ，加古川の現場においても山土運搬

で地元から強い条件が打出されるし ，後燥の音で l陸眠できぬか

ら夜間の操業は中止せよと迫られるし ，海が濁って海苔とか員

の養殖が駄目になるとか，例をあげると際限がない。いずれも

当然、の要求と思えるが，すべて聞き入れておれば肝心の工事の

方は止まってしまう。乙の対策は本当 lζ 難しいと思う。

厚 生 施 設

最近住宅も大きな問題 である 。 当社の全従業員は 27，513名

( 5 月 1 日現在) いるが， それらの Ｔ Ｖ ｾ ぢ強が社宅または独身 寮

に入っている。 神戸地区について調べてみると ， 従業員数は

11，795名であり ，世帯主が4，677名，独身者は7，118名となって

おり ，社宅数が1，429戸，独身寮の収容能力4，694名となってい

る。従って世帯主の3096強が社宅に入り ，独身者の約6696が寮

に居住している計算になる。最近の傾向と して若年層の結婚が

多く ，乙の人達が民間の文化住宅に入居しよ うとすれば20万円

前後の権利金を先ずとられ， しかも毎月 l 万円近い家賃の支払

いを求められる。給料が低いから若奥様を勤めに出す人もある

が，乙れも子供ができるとそれもできない 。あれやこれやで新

婚組の社宅の要求が強い。

一方当社でも今流行の持家制度が昨年より実施され ，10年間

社宅生活を送れば，期限切れとなって社宅から追放されること

になった。在来のように定年までのんびり社宅生活を楽しむ ζ

とは許されないという ζ とである 。

以上のよ うな乙とで，会社としては新婚者用 !C 2  D K程度の

住宅の建設を急いでおり ，現在社宅 lζ 入居している 人の中に も

何んとなく落着かぬ者も出て ，とりあえず土地だけでも買って

おかねばとい う動きがみられる。

参考資料(1) 日本における鋼消費量( 1人当り)

昭和35年 209kg 昭和39年

H 3 6  274 11 40 

H 37  242 11 41 

H 3 8  258 

参考資料(2) 鉄鋼世界上位10社( 昭和41年)

順 位 会 本土

l  us スチ ーノレ

2  ベスレへムスチ ーノレ

3  リパブリックスチ ーノレ

4  八 械 製 鉄

5  富 士 製 鉄

6  フィンシデノレ

7  ナショナ J レスチ ーJ レ

名

318kg 

291 

356 

( 米)

(米〉

(米〉

(日〉

(日〉

(伊〕

(米〕

8  アウグス トアイツセン ( 西独)

9  ジョ ーンズアン ドラフリン (米〉

10  アームコスチ ール ( 米)

参考資料(3) 鉄鋼輸出先上位 5 カ国

昭 和 4 0 年 |  昭 和 4 1 年

l  ア メ リ カ 43. 9矧 1 1 ア メ リ カ

ーす-1 フ ィ リ ッ ピ ン 寸 三一「すっ 中 共

3  オーストラリヤ 4. 3 1  3  タ イ

- 4-1 タ イ 3.0  1  4  1 フィリッピン

- -5-1 台 湾 iづ . 8 一「三一| 台 湾

備考「参考資料」は何れも鉄鋼連盟の資料による

最 近 の 鉄 鋼 事 情

:  47. 5タ6

6.5 

4. 4 

4.1 

3. 5 

(1)  昭和41年においては公共投資，輸出の拡大 lζ 支えられて鉄

鋼需要は順調に回復し ， 民間の設備投資の盛り上りも加わっ

て，昨年 8 月には l 年 2 カ月続けられた粗鋼生産の調整が撤廃

されたにもかかわらず，年末から乙の春 にかけて鉄鋼市況が騰

賞した乙 とは建設業界のいまだ記憶に新 しい乙とである。昨年

は前年度より約1，000万屯の増産とな っているが，実消費は700

万屯で残りは需要家の在庫もしくは仕掛品在庫の形で残ってい

るとみられている。昭和42年度の需要は政府発表の42年度経済

見透しに示されている鉱工業生産指数 (1496増) との関係か ら

圏内需要を想定し ， 乙れ! と輸出等を加えて算出され，粗鋼ベ ー

スで約 6，000万屯と推定されている。 乙の数字は41年度の生産

実績に比べ約800万屯， Ｑ Ｖ ｾ ぢの増加になる。

(2)  高炉の大型化はと乙 10年来世界的傾向である。 10年前には

日本で最も大きなもので内容積が 1，200 立米程度であった。そ

れがとんにちでは，わが国においても 2，000 立米以上のものが

すでに 6 基を数え， さらに近く 2 基完成す るがその一つは内容

積で実 lζ 2，600立米を超えて世界最大といわれている。 外国の

例をみてもソ連に2，000立米を超えるものはジダーノ フ 製 鉄 所

2，300立米を始めとして 6 - 7 基あるといわれ，また アメリカ，

ヨー ロッパにも 2，000立米近いものが数基存在 しており， さら

{ζ 超大型高炉の建設が計画されているとい う乙とである。 乙の

ように世界の鉄鋼界は高炉の大型化の方向 lζ 今後いよいよ進む

ものと見られる。

(3)  本年 2 月 lζ 経済審議会が総理大臣 lζ 答申した「経済社会発

展 5 カ年計画」は今後の日本経済の基本方針を示すものとされ

ているが， 乙の答申に もとづい て日本鉄鋼連盟が試算 したとと

ろによると， 昭和46年度の粗鋼需要量は 7，200 万屯となり ， そ

のときの推定人口約 l 倍、 400万人からすれば， 46年度の 1 人 当

りの鋼消費畳は約540kg となるという乙とである。
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電 器 産 業 に お け る 生 産 施 設

- 松下電器本社施設部の建設工事に対する考え方一

松下電 llll 産柴田〈本祉施設部長

平

と主

，円

生産工場における経営の近代化の一環として設備投資が考え

られます。工場におい ては ，技術革新による急激な技術進歩の

もと厳密なコスト意識によ り， 生産手段の主役は人聞から機械

に移行しました。施設担当者の立場としては ， これに即応して

既成観念にとらわれず原価意識に徹した工場建設を考えねばな

りません。

一般論としてアーキテク トは，生産工場におけ る設備担当者

が考えている原価意識 にもとずいた有効投資の考え方，また ，

企業ポ リシーより も作品として の風格を上 げる ためのスタ ー意

識に走り ，経済設計に よる ， コストダウンについての， 取組が

欠け ている 場合があります。私たちは常 lζ 「建物もまた商品な

り」と 考えています。すなわち需要者の希望に副ったものであ

り，集団になじめるものでなければなりません。集団から離反

した建物の存在は考えられません。

アーキテクトと生産工場( 松下電器の場合は事業場〉の 中聞

に位し ， コンサ ノレタン 卜の立場である施設部は何 をな すべき

か。設備投資は永遠に続くものであり ，ただ単なる施設担当者

であってはならない。企業目的達成に寄与できる体質が備わっ

ていなければならないでしょ う。生産工場における投資の有効

性とは ，タイムリ ーな設備投資 にあり ，設備 をフノレに活用し収

益を上げ，また次の投資へと企業永遠の発展 lζ むすびっくもの

でなければなりません。投資に対して，設備管理の，また管理

経営の問題も重大な意義がありますが，主題に ついて掘り下 げ

て考えてみたいと思います。

建設投資については ，生産，販売，財務， と多 くの資料 lζ 基

き検討するととはいうまでもありませんが，投資以前 lζ 考え研

究しておかなければならないとととして経済性よりの建物を，

常識 として備えて おかなければなりません。たと えば，室の間

仕切の表面仕上材にしても ，棉ベ ニヤでn占るか，石ロボ ー ド貼

か，モルタ J レ塗か，必然性と の対照を知りおく ζ とです。 そと

に経済的価値が考えられるからです。建物を発注する乙とはい

とも易い。 誰でもできるでし ょう。 しかし時間の無駄を省く意

味からも ，知りおかなければな らない大切 な ζ とです。レア ウ

トする。そのときにその研究が経済設計への ポイン 卜となるか

らです。経営者は常に巾広いスペシャリストを求め てい ます。

建築においてもまた然りで，私は常 lζ 部下に対してそれを求め

ています。それは ，電気工事から ，給排水，衛生設備工事 lζ 至

る知識。

知識欲で得たものを ，実際 lζ 使えるようにしなければなりま
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せん。時代の進歩には巾広い知識が必要な ζ とです。それを怠

ったならば進歩がなく ，いつとなし に押し流 されて行くでしょ

う。生産企業における施設 7 ンであれば，設備工事 lζ 対する知

識乙そ 必要欠くべからざるものでしょう。そ して その中にあっ

て， 経営者 としての ，たくましい創造力 ，推進力への磨きをか

けてほしいものです。実業家への勉強を ，そういったものの中

で吸収する よう要望しています。

事務所建築はもとより ，工場建設の計画 および管理をするに

は，設備工事および植樹造園，材木の仕口にいたるまで，多く

の知識が必要です。そのような知識なしではある意味では不具

者かも 知れません。

一人 の建築担当者に工場計画について打合せを命じたとき ，

工程中心か，製造中心か，混成形レアウトか，製造工程から生

産設備工事にいたる乙とはもとより ，人聞か ら機械に移行しつ

つある現状の人間と機械 との対立を和ら げるために ， r人間尊

重」 という立場からくる 厚生関係施設への将来について の考え

方を建築 とい かに調和 させ るか，将来への イメ ージを話の内容

よりつかみ，どう具現さすか，その部下 lζ 義務づけ ，ただ報告

によっ てアドバイス のみにとどめている。それは ，少数の人間

で最大の仕事をすると同時 に，皆が経営者であら ねばならな い

基本線がある か らです。

本社とは各事業場 lζ 対するアドパイサ ーであるとともに ，よ

き知恵者でな ければなら ない からです。松下電器は ，各事業場

独立採算制であります故に ，ある意味では本社マン lζ 知識が欠

けていたならば，事業場は相談 l ζζ ないで しょう。私た ち施設

マンの場合は特にその点を考えおかな ければならない乙と だと

思います。

本社の指示という威厳による 命令的なもの は速い過去のこ と

で，私たちが常に新 しい ものを勉強する ととは ， 自分の向上 は

もとより ，それが企業永遠の発展であり ，また広い意味で生活

文化の向上 に役立つ ものでありましょう。

とかく施設マ ンは，企業経営のた めに苦労 して銀行から金を

借り た ζ とのない人が多いものです。金は使っても，あ る意味

では儲け るととを知らな い人の集まりかも知れません。正しい

金の使い方をしたいものです。常識 として考えている ζ とが時

として常識でない乙とがあるものです。そ れは机上プランのみ

であるから です。

試みに ，アノレミサッシと ，スチ ーJ レサ ッシの価格差をみた場

合，安いのは当然 とスチ ーJ レサッシを採用 しますが，そ乙でそ



の材料のも つ特質，完成 したと きの感じ ，それ と金額と耐周年

数から金利計算等いろいろと検討してみると ，果して，どちら

にする方が生きた金を使った乙とになるでしょ うか。角度を変

えて検討する 乙と が大切です。それ と同じよ うに亜鉛引鉄板に

よる瓦棒葺と ， 10年間塗装なしでいける という カラ ー 鉄板と

は， 3 年ごと に亜鉛引鉄板は塗装すると します，どちらが経済

的でしょ うか。 乙れも検討 してみなければなりません。そし

て，その検討については他人の協力もいります。ですが自分が

机から離れて調べてみる乙とでしょう。自分から飛込んで行く

乙とによって，案外と価絡以上 lζ 価値あるものを発見するもの

です。研究された ，経済的な建物を作る乙とは ，それだけ大衆

に奉仕する乙とになります。大衆に迷惑をかけないようなもの

にし たいと思いま す。

ただ安い価格の建物 lζ 乙だわると建築会社 lζ 思わぬ迷惑をか

ける乙とがあります。企業は適正な利益を確保し ，共存共栄の

道を歩まなければなりません。安くせよ ，安くせよでは無茶と

いうものでしょう。安くするための工夫が大切です。

鉄筋を コンクリ ー卜 で固めた建物も限界にきているように思

います。日本でも高層建築の時代 lζ 入りました。地震力とか風

荷重，固定荷重の問題から設備工事といろいろむつかしい乙と

がたくさんある と思いま す。高層建築時代 lζ 入ったとはいうも

のの ，工場建築についての高層化は当分考えられませんが，二

階三階の建物は多くあります。一方的なしわ寄せかも知れませ

んが，建物の計画で社内における検討が比較的長くかかると ，

自然工期の短縮を願うものです。それに答えてくれるように ，

固定荷重の軽減と ，工期短縮を合わせた新しい考え方の建物を

商品と して買いたいものです。

鉄骨造小屋組も相当 lζ 進歩し三角 屋根が既 lζ 古いもののよう

に感じる とのどろです。 直角から出発した構成美を備えた屋根

を望むのは ，私の みではな いでしょう。

アメ リカ人に限らず外国人は ，仮設工事がどうしても理解で

きないよ うです。 それは建物ができたとき既に片付けられ，目

で見るととができないからです。彼等が理解できない意味もわ

かります。しかし仮設工事なしの建物を建てる ζ とができるで

しょうか。不可能に近いでしょう。

するとどうすればよいのでしょう。どういう方法で安くする

かです。それには建築革命 ともいうべ き主要構造部の構造体を

どうするか，規絡化された物を考えるか，工場生産にウエイト

を多くするか，非命 lζ 難しい問題です。しかしなんとしても可

能性を見出し ，構造体 と合わせて仮設工事の軽減を計りたいも

のです。近時よく見られる仕事の方法として，ジョイントヴェ

ンチャ ーがありますが，官公庁の工事に多いようです。

民間企業にはどうであろうか。研究しよいものであれば，ど

んどん採用し ，常に前向きでありたいと思います。以上いろい

ろ工事に対する考え方と合わせて ，現 lζ 行ないつつある乙とを

申し述べてきましたが，乙乙で主題から離れる ようですが，仕

事をする 上についての人間関係を述べてみたい と思います。

「事業は人なり」とはいい 古された言葉かも知れませんが，

工場計画をするについて，どうしても切り離せないものとし て

考えなければならないと とです。それは生産に直接たずさわ

り，生産ラインについて常に研究していると同時に進取の気象

の持主が乙のどろの若い人に多いととでうれしいととです。彼

等は ，いか』とすれば製品の コスト ダウンができるか，工場の美

化についてはどうか， 作業者がいつもよい環境で仕事ができ

て，最大の能率を上げて ， と日夜努力いたしております。い う

なればラインにおけるフォーマンです。

適材適所という言葉がありますが，不適材者を適材者 lζ 仕上

げ指導する乙とがとの中に芯 l床として含ま れており ，そ うなら

なければ人聞の進歩もないでしょう。仕事を覚えるとはそうい

うものでしょう。

先 lζ 記したように生産ラインのフォ ーマンも ，またそのよう

にして育てられてきた人聞が増えてきています。それだけに ，

彼等に工場の計画について話してみると ，相当 IC研究している

乙とがわかります。よい面として はそのよ うにでて きますが，

誰しもよい面ばかりの持主とは限りません。本社における私の

部下も例外ではありませんが，仕事だけができても ，命ぜられ

てやっただけでは作業的なものでしょう。仕事とはその内容を

充実させるための，仕事の中 lζ 教義がなければなりません。す

なわち ，他人の話し合いの場での言葉使い ，態度は身につけて

ほしいものです。身についた教養は，話の隅々に美しいもの と

してでてくるものです。

生産ラ インに おける ，フォーマ ンを交えての工場建設計画の

第一歩が始まり ，私の部下もまた打合わせ に参画させる乙とが

多くあります。計画の打合わせのみならず，施工の段階におい

ても ，打合わせの内容によって出席させます。

それ以外は ，工場の生産機械担当者 と，施工者のみで工事を

進めて行きます。しかしその段階において，生産機械担当者 と

施工者間で意見の追う乙とが時としてあるようです。建築工事

の専門家と ，素人とで・すから無理からぬととでしょう。 しかし

角度を変えて見てみますと ，お互に相手の立場と相手の身にな

って考えてやる気持がないからでしょうか。心と心の真実から

のふれ合い。部下を使う上司の立場のよ うにお互の心と心K 通

い合える ，ベJ レ卜が掛らなければなりません。大局的な物の見

方でスム ーズに仕事を連ばなければならないでしょう。

いろいろ書いてまいりましたが，各人が一屈の努力と ヒュ ー

マンリレ ーションが建設工事をスム ーズに進める大切な キーポ

イン 卜になるでしょう。対立の中に調和を生み出し ，乙れが企

業永遠の発展と ，社会に貢献できるものとしたいものです。そ

してそれが生産施設における建築空間を埋め るものであれば幸

いです。
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{オお業工車動自
設建場エる

A  

E ヨ
場の自 動 車タヨト

トヨタ自動車工業以施設部副都長

森 本 真 澄

織f丑7.  しまりあ企 業 の回

工 場 ま た は 福 利 厚 生 施 設 の 建 設 に 関 係 の 多 い 部 署 の み 掲工 場 建設 の 問 題 に ふ れ る 前 に 企 業 の あ らましをど紹介し て参

げる 。考 l ζfましたいと思う 。

自動車産業の性格

新製品の発表やモデノレチ ェン ヂ が ひ ん ぱ ん に 行 な わ れ，

しかもその成否は市場に発表した時点でほとんど決定さ

(1) 

1. 

そ の 有 用 性 は 安 全かっ軽快に

一 方 消 費 者 の 使 用 条 件 は 千 差 万

れる。

製品は耐久消費財であり ，

走行する ととに あ る が，

2.  

設備計画課

建築営繕謀、設備課

組立設備課

2耳鍛設備課

動 力 E果

別である。

自動車製造のプロセス
(2) 

資 本 金

従 業 員 数

3. 総 敷 地 面砧

4  主 要 工 場

工 場 名

本 社 工 場 I 160万rrf 13年11月

元 町 工 場 I 79万 lrl' 34 ・8

上 郷 工 場 I 71万rrf

高 岡 工 湯

5  

企 画 会 議 一 全 役 員 で 構 成

設 備 会 議 一企 画会議の下部会議の 一 つ で ，関係役員およ

び 部 長 で 構 成，事務局は生産管理部で担当。

382億5，000万円

28，000人

559万nf

トヨ タ 自 動 車 の 現 状

1. 

2. 

(3)  

建 設 委 員 会

新 工 場 建 設 等 の 重 要 プ ロ ジ ェク卜 の 場 合 lζ 設け ，計 画 ，

実 施 に つ い て 総 合 的 な 推 進 を は か る 。 構 成 メ ン バ ー は

役 員 ま た は 部 長委 員 長

敷 地 面 積 操 業 開 始 |

各種 トラッ ク，特殊率

iクラウン ，コロ ナ

各径エンジノ ，

トランスミッシ ョン

カロ ーラ，ノぞブリカ

主 要 製 品 名

長部副 委 員 長-10 ・11

プ ロジェクト 担 当 係 長 等関 係 部 課 長，員委
82万 rrf I  41 ・12

居 住 施 設 若 干 名 ( 専 従)事 務 局

15，000ノ¥

2，500世帯

品V

(，_t ， 

市リ

独 身 京

社 rも・アノ f ー 卜

工 場 建 設 の 手 順

大 日 程 計 画

回

)

 

1
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世界岳祉 の生産古ｾ 41 :ii手，
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。
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割
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IJ ・ 産 完 結6  

万 古

70 

ま ず 建 設 の 大 日 程 計 画 が 作
新 工 場 建 設 の 方 針 が 決 定 す る と ，

成 さ れ る 。 新 工 場 の 生 産 開 始 時 期 は 種 々の角 度から決定される

'" 

ととではあるが，方 針 が 決 定 し た 限 り で き る だ け 建 設 期 間 を 短

300 

乙の大日程計画によ
縮する ζ とが望ましいととは 当然 であり ，

' 00 

ってその 時期が確認さ れる結果となる 。 設 備 計 画 課 が 関 係 各部

か ら の 資 料を 勘 案 し て草案を作成し ， 建 設 委 員会 で 検 討 の 上 決

定する。
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元町工場( 乗用車専門 コロナ，クラウン生産) 航空写rr

(2)  工場立地関係の諸問題

1. 敷地取得に関する業務( 総務部管財課担当〉

一工場の敷地単位が 70万m' - 100万ばであり ， 乙のような広

大な土地を簡単に取得する乙とはできない。 したがってとの種

の業務は必ずしも新工場の建設が決定してから始まるものでは

ないと思われる。

2.  農地転用許可申請に関する業務( 総務部管財課担当)

当社が現在の本社工場をはじめて乙の地に建設したときの敷

地選定理由の l っとして，わが国は工業立国であるとはいえ ，

父祖伝来の肥沃な農地を大畳 lζ ，工湯敷地のためにつぶすとと

は避けるべきであるとした乙とからいっても ， もちろんその

主旨は現在まで古かれているとはいえ ，上述のよ うな広大な

敷地が全く民地に関係ないという乙とはまずあり得ないと

とであり ，そのため必ず乙の問題に遭遇するわけである。

3.  交通，通信関係の問題

① 既設道路の調査検討

② 都市計画等による新設または改良計画の調査検討

@  新工場の建設および運営! と必要な道路の調査と請願

@  電話

⑤ 鉄道引込線の必要性の検討と申請

4. 原動力受給関係の問題

① 電力

@ 水

5.  排水，その他公害関係の問題

① 一般排水

② 工場廃液

@  塵煙，騒音等による公害防止の問題

6.  福利厚生施設用地に関する問題

7. その他

(3)  測量および地質調査

土地買収が成立すると直ちに測量 と地質調査を実施する。 乙

れは建物 ，設備の レイアウトの上で重要な資料となる。

(4)  レイアウト

1. 工場全般の レイアウト

敷地全帯 lζ 東西方向 ，南北方向それぞれ20m間隔の方眼を設

定 し ( 後述工場建物の住間隔は架聞方向桁行ー方向共20m間隔に

配置〉すべての建物構築物は原側として乙の方眼を基準に配置

する。

2.  工場建物のレイアウト

製造工程の流れに合うように配置されるわけであるが，整 地

の際 lといちじるしい盛土となる部分は極力避けるように考慮す

る。設備計画課，建築営縫課の共同作業で立案する。

3.  工場内部生産設備のレイアウト

製造目的別にそれぞれ担当部署で立案する。

4.  原動力施設の レイアウト

変電所，ボイラ 一室，コ ンプレッサ 一室，各種ガスの発生ま

たは貯蔵所，危険物貯蔵等は施設部設備課で立案する。

5.  附属施設( 事務所，食堂，更衣室，便 所，洗面所， 自転車

置場，駐車場，パス発着場，正門，適用門等〉 は設備計画課，

建築営繕課等の共同作業で立案する。

(5) 設 計

設備部門に ついては ，それぞれの担当部署 lとおいて ，基本的

な計画をやり ，個々の設備単体についてはメ ーカーの設計によ

るのが普通であるが，建築部門においては ，当社ではほとんど

す べ て 建 築 営 繕 諜 ( トヨタ自動車 l 級建築士事務所) において

聖心町 ・厚生施設群( 独身寮 ・社宅)
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設計される。当社の場合は企業内にあって，その性格を熟知し

た建築家の手によった方が，目的 lζ 合致 した建物の設計をする

のに近道であり ，過去の経験を次のプ ロジェク トlζ 生か して行

く乙とができ ると 思われる。事実既 l乙各種建物の標準設計を完

成 しており ，僅かな期間と僅かな人員で大きな プロ ジェク トの

設計を成 し遂げる ことができるよ うになっている。要するに工

場配置図ができれば，翌日にでも大部分の建物は入札可能とい

うわけである。

標準設計の種類

1 . 工 場

① 粗型材関係の工場( 鋳造工場，鍛造工場等)

特に排煙効果のよいように考慮しである。

② 標準型工場 ( 機械工場，組立工場，その他)

最も多く使用されるタイプである。

③ 工械工場型 ( 工機工場，プレス工場等)

天井走行クレ ー ンがある。

2.  附属施設

食掌，更衣室，便所，洗面所，その他

3. 厚生施設

① 独 身 寮

1，000 人 収 容 を l ユニ ットとし ，標準設計による寮棟，

管理事務所，共用 榛等を組み合わせる。鉄筋 コンクリ ー

卜または トヨライト( 豊田コンクリ ー 卜K K製 p C )  

4 階建

② 世 帯 者 ア パー ト

2 D Kまたは 3 D K 鉄筋コンクリー 卜4 階建

④ 世帯者寮

2 D Kまたは 3 D K連続廊下式鉄筋コンクリ ー トまたは

トヨライ ト4 階建

⑤ 卜ヨラ イト 社宅

平家建または 2 階建

寮 ・社宅レイアウ ト例
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4. そ の 他

上記以外種の建物，構築物，家具，その他標準設計が利用さ

れている。

ζ れ等の標準設計はそれぞれ過去の実績により欠点の修正を

行なっている 。

(6) 工 事

大日程計画 l乙従って各担当部署はそれぞれの工程計画を たて

る乙とはもちろんであり ，建設委員会で全般の進行調整を行な

つ。

回 建築土木における品質保証活動

「品質保証」とは消費者にとって，整品の品質が満足であり，

信頼でき ， しかも経済的であるととを保証する乙 とである。

品質保証は

1. 工程で品質を作り込む活動

2.  検査によ って品質を保証する活動

3.  1 ， 2 の活動の適正さを保証する活動 ( 品質監査) によっ

て達成される。

品質保証を行なっていくためには製品企画から ，販売 ・サー

ビスにいたる仕事の分担 lζ 応じて品質を保証するための要因を

よく把短して，乙れを組織的に管理 していくことが必要 とされ

て い る 。 ( トヨ タ自工Q C本部編 「品質管理用語解説集」によ

る)

工場建設の質，畳， コス トは製品である自動車の質，量， コ

ス トに直ちに結びつくものである乙とは明らかである。われわ

れ企業内の建築家は会社 lζ 対して品質保証を しなければならな

い。そのためには一言で表現するならば最も効率のよい建物を

設計する乙とであろう。また施工者は施主に対して自らその施

工品質について保証すべき乙とであり ，前述の品質保証の 3 項

目を確実に実行すべきものである。われわれ工事管理者は施工

者による品質保証活動がうまく実行されているかどうかを監査

するという立場に立つものである。 旧来施工者は段取りと手配

lζ 終始 し，品質の検査はほとんど施主側の検査員によって行な

われていた乙とは不思議なことといわなければならない。巷間

伝えられた土建工事の手抜き事件などは乙の聞の事情を説明す

る好例であろう。

生産工場においては ，各社競って近代的品質管理方法を採用

して着々と成果をあげて世界的水準 lζ 達しつつある。当社の建

築家グル ープは数年来 ζ の点に着目して ， 自ら品質管理の研究

を進めると共に ，関係、の建設会社の人た ちとも定期的に品質管

理の勉強会を聞いて ，その実施例 ，効果例などを発表 し合って

いる。品質保証活動についてもっと詳細に述べたい と思 うが，

与えられた紙面が尽きたので，また別の機会 lとゆずると とにし

fこし、。
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排水，冷却および断熱，排気，衛生等については特別の考慮を要

サントリー株式会社工務部

生 産機 械担 当 者 と 建 設 担 当 者 と の 協 力 関 係 に つ い

どの機械のいづれの部分からどういった種類の
する点であり ，

て

田

排水が何 トン あるかというような問題に対する対策の検討は ，

前記のフ ィード パックの方式によって機械担当者と建設担当者

企業者が新しい生産施設を計画するとき ，合理的で生産性の

との間で充分に行なわれなければならないものの一つである。

乙ういった問題がフロ ーシー トを軸として実際の生産機械の

一つ一つの配置に係って ，建築的，設備的 lζ 大きくはブロック

しかも現代にお

いては ，いづれの企業も直接消費者のみならず一般大衆にまで

高い経済的な工場である乙とを望むであろう。

配置から小はフロアドレイン ，側溝，維持管理と仕上材料に至

あらゆるグレイドで機械担当者と建設当担者との聞に

展開される打合せ検討の機会を組織化する乙と ，即ち方策とし

るまで，

も清潔でスマ ート な企業イメ ージを浸透させなければならな

の施設の建設過程においても合理性と経済性の充分な追求が必

z.-
」

し、。

完成された生産施設が前 lζ 記した条件を充たすためには ，

てのフィ ード パックの方式を，建設推進組織体に活用するとと

その中に機

が，共通の目標に近づく手段であろう。

単に建設担当者が生産機械のシェ J レタ ーを考え ，

要である 。特 lζ 生産機械計画担当者と建築計画担当者との間で

その計画 lζ 対する両面よりの有機的な検討と関連づけがどの程

械を配置して ，機械担当者と建設担当者との関連が最小の範囲

度のレベル lζ 達したかによって生産施設の質が自づと決定され

る乙とになろう。

でしか行なわれないような方法はできるだけ避けな ければなら

ない。

機械担当者はフロ ーシー トにその工場のあるべき方向をもり

石油化学工業などでよく進められるプラントメ ーカーの存在

込み建設担当者に示す。乙の段階は建設但当者のみならず，新

しい生産施設の建設に対する問題の提示である。

乙のような弊害を避けて合理的，経済的な工場を建設でき

サン トリー 武蔵野工場建設工事を例にとれば ，機械担当

るための方法として生まれたものと考えられる。

今 ，

は，

フロ ーシート より出発して建設担当者はある見通しのもとに

何案かのブロ ック プランのレイアウ トを機械担当者に示しその

選択をまつ。機械担当者は幾つかの条件をつけてブロックプラ

者と建設担当者との協力関係はある一つの問題，例えば排水計

ンの一つを選び出し， 建設担当者にその解決策を要望する。建

画については次のようになる。

設担当者は適切な修正を加えて次の段階へと進める。

建築担当者機; 械f旦当者もとより機械担当者と建設担当者はそれぞれ相手方の分野に

)
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一応素人であるから ，両者の接点となるスケッチ図面により充
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- フロ ーシー トの作成

↓↑ 

・機械配置配管計画

分の打合せ検討を行ない，相互の条件を理解しなければならな

ー一一一一一一一一一→

一々一一一一一一一一ー
し、。

( 1/200，1/ 100)  

( E， 排水系統)

↓↑ 

(岳 ブロックの排水量買)

↓T  結論を先にいえば，生産施設の建設に当って ，機械担当者と

一一一- r 一一 ← 一 一 日

一一一一一一一ー+

の協力関係は両者の間で‘ 繰返 し行なわれるフィ ー ドパックの過

詳細図 ( 1/50，1/20， 1/5) 

( E，側溝ドレイン)

一一一一一一一一一一ーう

条一一一一一一一一

- 機械機種等の決定

(担t
lま帥水の具体的措水量、質

時間、抽 出町 会れ方)

t  

程の積重ねによって生まれるものである。

ζ のフィ ー ドパックの方式により時間的にも方法において

チェック ・決定

I  

施工

も，充分の検討を加えて順次不縫定要素を追い出 し， 全面的な

しかもその
理解のもとに計画を収飲

lζ 導かなければならない。

武蔵野工場建設にあたって ，設計のすべての点が上記の方法

過程は極めて多元的な要素をもっている。

むしろ短い工期一一敷地決

定，配置計画の着手から ，部分稼動まで16カ月 一ーであったが
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で進められた というのではなく，
具体的に言えば，各生産機械の諸元と建築諸元との関連づけ

は一般生産施設共通の問題としても ，食品工場において，給水，



ために ，設計段階と施工段階がラップして，尽すべくして尽し

得なかっ た検討，理解 lζ 対する反省として，次回によりー居確

実なもの として役立てたいと考えている方法である。

また ，短い工期 lζ 対しては ，設計 ( 機械諸元，建築諸元の決

定) ，施工，機械基礎，機械搬入据付等を含めたネ ットワ ーク

を大巾に活用して，早期 lζ クリティカノレパスを把握 し，計画要

素の決定について，時間的 lζ 最優先項目が何であるか，機械担

当者と建設担当者に共通の認識が必要であろう。

回 職場での生産従事者の居住理境の考慮について

前項においては ，原料搬入から製品出荷 lζ 至る生産ラインの

合理性，経済性の追求の一面の手段として ，機械担当者と建設

担当者との協力関係、を記 した。

ととろで， 生産ラインと同じ弱h上 lζ ， ζ れに係る作業者の動

線，休息部分，管理部分がある 。乙 の側面からは ，作業内容，

作業員動線，高IJ資材の動き 等に ついての充分な検討，理解把握

が必要であ る。

日IJ 原本1. - h'i iJ作業 / 動力

生産ライン v < 生陀機械〉 ←」
主原料 士 '¥_ I_ I. ' I:' lr ^ l ' l ^o l  

-Joo ［ｉｪＮ ｾ Ａ＠ ，';，1  

;t ι 11 11 

!  < 作業> L
L →お1，来物

作業Ｈ イｴＧ Ｑｾ 只Ｋ用具十 ｈ 与 ｈ｜｝ Ｋ ＱＺ［［Ｚ［境Ｉ

一般に生産施設には ，機械担当者とは別に製造担当者一一サ

ントリー の場合醸造技師一一ーがいる。一旦，生産施設が稼動を

始めれば製造担当者が主役であり ，製造作業員を統轄する。

機械担当者が生産施設の ラインに一つ の理想、をもっ て計画に

あたったと同様に ，製造担当者もまた ，生産作業そのものに理

想、をもっているであろ う。

従って ，生産施設計画の初期の段階から ，機械担当者と建設

担当 者ばか りでなく ，製造担当者をも含めた協力関係を作らな

ければならない。

前項で記した フィ ー ドパックの方式は ，との三者の聞で相互

に行なわれるべきであり ， 、生産従事者の居住環境の考慮 につ

いて' も，三者の聞にある、場" で方向づけられることであろ

つ。

生産従事者の居住環境の一方の極端を，戦前の紡織工業 lζ ，

他を全オ ー トメ ーション 工場とするならば，一般の生産施設に

おいては 質的にその中間点のいづれかの位置にあるものと考え

られる。

生産施設，生産従事者いづれに対しでも良い条件を与える乙

とは理想、ではあっても ，具体的 lζ 何をも って生産従事者の居住

環境の理想とするかという点では唆昧である。
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作業のしやすさ ，危険が少ない ，不快感や疲労度が比較的少

ない ，管理が楽であるといったととを建築をも含めた生産施設

の計画に織込んでゆく ζ とが居住環境に対する考慮に つな がる

乙とである。前述の二，三の例ばかり でなく ，作業環境の 向上に

役立つと予期される要素が，方法的にも コスト 的にも生産施設

との比重の対比に おい て妥当である と認められる限り ，計画に

とり入れるべきであろ うし ，その妥当点を見出すのは ，機械，

生産，建設担当者三者の 、場' でおい て，はじめてできるとと

である 。

回 福祉厚生施設について

一般 lζ 福祉厚生施設を再生産の場として把える乙とは ，現代

の企業において適切でありまた ，特質でもある 。

枯果的 lζ 雇用人口の確保の手段であり ， P R的な一面ゃ， レ

ジャ ーブームの原因とも結果とも言える 一面をもっている けれ

ども ， ヒュ ーマンリレーション の向上，連帯感，安定感等を生

み出す ことによ って，充実した勤労意欲と生産能率の向上に役

立つものと理解される。

乙の意味から ，福祉厚生施設は生産施設の 中の一つの大きな

要系として積極的な位置っーけがなければならない。

回 生産施設の維持管理について

生産施設の 中でも 直接生産施設 ( 機械器具類〉は 管理されや

すいが，間接生産施設( 建築物等〉は管理され難いのはある程

度やむを得ないも のとして受取られ勝ちである 。

機械の耐用年数あるいは ，生産機構の変化による機械の入換

えと建築の耐周年数との関連が明確でないととも一つの原因で

はないだろ うか。

多く の場合，直接生産能率 lζ 影響する 機械設備の 管理は製造

管理 と同じ次元で行なわれるが，建築施設に対しては ，何 らか

の支障が起っ た場合 lζ はじ めて処置され る場合が多い。

また ，建築施設の維持管理には二つの面があり ，いま述べた

一般的経常的 なものと ，計画上の ミス使用条件の変更に よる障

害，使用上の誤まりによるものと区別し て考えなければならな

し、。

前者は，定期点検の方法の確立がまたれるものであるが，後

者は計画途上機械担当者 と建築担当者の フインドパックの密度

が， 直接影響するものである。また ，使用上のミスについて

は，生産従事者の教育とともに ，計画途上 lζ 捕捉され得ない要

素や，建築施設に対してオ ーバー ロー ドになる危険率を加味し

て，フーノレプルーフ なものとしなけれ ばならない。
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建設業界史話

屋根葺工史話( 1  ) 草葺屋根エ

わが国の上代 ICは屋根は専ら lまもの科の植物，例えば芦とか，すすき ，

荻の類で葺いていたら しく， その後，稲 ・麦等を耕作するようになって

から ζ れ等も合わせ使われるようになった。芦は吉年 ・荻と共 lζ 野生の植

γ ν  

物で32; とは，芦が悪lζ 通ずるところから別名と して登場 したと いわれ，

所により名の迷 うという 例えによく難波の芦は伊勢の浜荻ともいわれて

いると乙ろを見る と，まだまだ他にもたくさん名前があるかも知れない。

茅 (萱〉まはた 「かや」と も読み，チガヤ ・スゲ ・ススキ等の総称であ

ると広辞苑にあり ，なお向者には「かや」とあって草 ・主主草 と漢字を当

て，屋根を茸く草の総称と している。大へんやや乙しいが，祝詞考中 1iC，

草の中の勝れたるものなれば，草の字を「カヤ」というとあり ，また倭

訓架 ICは「今も家を葺く草は何lζ ても「カャ」と云うなり J とあり ，

「かやl t J を草屋根「草屋根J をかや茸といったりして，一般にどちら

にも適用しているのは，時代は明かではないが，かなり古くからのよう

である。ここでは大体宣茸( ほもの科を主としたもの) と草葺( 稲業や

その他の混用のもの) 位 IC大別して話を進めよう。

なお草葺の以前ともいうべきものに立などで鳥の羽でmうような雨覆

いの乙とを材料の如何を間わず苫と 司11むと家屋対i 考にあり ，乙れも一種

の草屋根であろう。また内部をうつろに した 稲塚の形をした 丸屋があ

り，古代は旅 lζ 行き暮れた人たちが自ら乙の丸屋を作って一夜をその中

であかしたものという。拾造集の読人知らずの: 款に

旅人の11刈りおほい造るてふ まるやは人をおもひわするる

とあり，芦の丸屋などは常の乙となりとも同書 lζ 見える。

さて日本は気候が温暖で降雨量も多く「かや」の生育 lζ 適 している の

で，かやま幸はかな り古くからあったものと想像される。 しか し，われわ

れが屋恨の形までを明かに知り得るようになるのは，縄文式土器| 時代や

登呂や山木等の遺跡 IC見る弥生式土器時代の乙ろからで，それぞれその

発姻品などで復原家屋までできている 。 しかし初めに具体的な形を明ら

第 l 図ー I 安房勝山 ・因子台遺跡 ・弥生式土器時代住家復元骨組図

一一

r ‘ー、

邑 村 次 良日

かに逃しているのは古墳時代で，その時代の埴輪家は各所 lζ 見事な形を

した出土品がある。それ等を見ると既 IC立派な美しい形態を整えてお

り，草葺の始まりの非常に古いととを雄弁K 物語 っている 。弥生式復元

家屋は( 安房勝山田子補遺跡) 第 1 図を参照された い。

乙れで見てもわかるように仕事も簡単であり ，工具も特に いらず，材

料も手近かで自由に採集できる関係もあって，現在の山村僻地の仮屋の

ｾ封Ｚとほ とん ど変らぬものが既にできて いたようで ある。南洋等の蛮地

で今も見る作り方から推し て見ても ，草葺の組末な ものは昔も今もさ し

て変らぬと見てよいのではないか。しか し埴輪家で見るように，上代 lζ

既にかなり複雑な形の屋根を造っており ，茸放 しでは形が整わず，取合

部の納りのために萱尻を切揃えたように思われる形のものさえある。乙

のような形のものを造るには下地から造り上げる必要があるので，話の

l艇として草屋板の下地について簡単に述べてお乙う。

草立屋根は先づその下地であるととろの希望する屋根の形をした下部

構造物を造る必要がある。次lζ 合掌や極 l乙相当する材 IC直角に官官竹 (ホ

ケなどという〕をー尺閣内外lζ 配して取付ける。乙の下地を，屋根能と

いい， その館竹lζ 茸草を小さな東にして縄や蔦葛等で締り付け ，次々に

なるべくお互を密実に取付けZ主重ねていく。乙の方法が最も一般的な方

法で，なわ茸( 呼び方は種々あると思う〕という。しかし雪の深い寒冷地

では雪のとり落ちるとき「かや」が抜け出す心配があるので，押主主とい

ってホケの丈夫な細い木で草を押えて堅く縛 り付けて行く方法を取るも

のもある。

革主i で最も苦心するのは全体的に均整の とれた美しい屋根 IC仕上げ る

ととであるが，その最も重点となるのはおRである。椋は「グス」とい い，

乙の仕上げが形 の極め手となるし ， できが悪いと大雨で雨漏りが し，

また腐蝕の最大原因と なるから ，特 lζ 緊密に抑え る。その上に烏飛び と

称する丸く茅を束ねたものを適当の間隔に置き ，あるいは押えを兼ねて

事3 調区

第 l 図 ー 2 同住家復元順序の図
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竹など形面白く飾りとしたりするのである。事uの総類は腐り易いので絞

純を使うのが良いとされていた。

さて設上った屋根面は長も粗末なものは逆立のn放しで人が「みの」

をつけたように穂先のたれ下った式のもので，今でも粗末なものは山村

IL よく見かけるものである。日本書紀の仁徳天皇元年の条の難波の高津

宮は「宮垣室屋霊色せず( ミヤガキオホトノウワヌリせず) 茅茨之蓋は

剖斉へず( カヤブミはカヤジリトトノへず) とあるのは逆主主かどうかは

明かでないが，立尻は主主放しの粗末な宮居であったのである。天皇が余

計な ｊｾ 民を徴用して ， 彼等の耕作の邪魔をしてはならぬとの深い恵みの

お考えであったという説話である。乙れによると ，丁寧なものには萱尻

が整えられたものが既にあったようにも解釈され，埴輪屋の型のものも

既にできていたようにも推察される。しかし，3 紀のできたのはそのと

きより約 3∞百余年も後の乙とであり ，あるいは後世の者が天皇を讃え

て自分たちの時代と錯誤して苦かれであるとも思える。というのは仁徳

帝' のI時分には立の切揃えの鉄がなかったと思えるし ，もし切揃えるとす

ると僅かな鉄か石器の万子で切り揃えたものと推定するより他 ( Cない。

しかし ，当時鉄と機能の同じ鍛冶用の火鉄の類は既にあったのは古墳の

出土品で明かであるから ，なお研究の余地は十分ある。

ととろでやや時代が下るが逆立が粗末なものとばかり思うようでも気

がきかないような話がないではない。奈良朝時代の& 盛期ともいえる聖

武天皇の御代の最有力者である左大臣長屋王の別荘佐保搬は奈良の城北

の山に{ なり谷に臨んだ景勝の地で，天皇や太上天皇が騒々行幸されたと

とろであるが，そのときの太上天皇( 元正天皇〕の御製として建築家や

造図家に注目されている歌がある。

はたすすき尾花逆ぶき黒木もて 造れる室Ｈ家〉はｾ代までに

また天皇の御製として

l' J丹 ICよし奈良の山なる黒木もて 造れるやどは居ませど飽かぬかも

黒木とは皮付丸太である。既 K 乙の時代 lζ 数寄者好みの家の伝統的な構

えがあり ，高官の人たちが日本風を誇りがましく患っておられた乙とは

興味がある。

というのは，乙の別荘で当時の先進国家if . l f の賓客を招待して清遊した

ζ とが，当時の誌集懐風諜 lζ 数ケ所も出ているからである。

乙のような乙とから察せられる乙とは大陸崇拝的 fC見られ勝ちな奈良

朝の白族たちも ，とと住宅となると日本国有のものを好んだらしく ，わ

ざわざ芯識して丁寧に美しく立上げた子の逆立の屋根があったと想像さ

れもする。誌の趣味はすでに乙の時代から脈々として私たちの祖先の血

の中 iζ 流れていた乙とを知るのである。

とれを布Ililむ元年11月の同じ左大臣長屋王のとき大政官令で平城京内の

五位以上の高官の邸や事情の許す富者 [ζ 対して都城は外国 fC対しでも体

裁を要するから瓦主主で朱塗の柱，白星章の大陸風の家を建てよと奨励した

乙とのある乙とを思い合せて誠κ面白いと思うものである。

しかしとのように一部で愛好された茅立屋根も文献に絵皮茸の乙とが

屡々見えるようになるに反比例して文献にはほとんど見られなくなって

くる。思うに文献に残るような建物には次第に使用されるこ とが少なく

なったのではなかろうか。すなわち ， 大化改新 ( 645) のとろから公家

やお族の住宅や事t社の他瓦を喜ぶ寺( 石山寺〉にまで桧皮葺が進出して

きた。平安朝の初期位になると ，いよいよ ζ の傾向が一般化して説話で

はあるが，うつぼ物語 (815- 935位 ? ) などには紀の国の田舎大尽など

までが桧皮釘の建物を誇らしけ K 造るようになったのである。すなわち

詰ばかりではなく質的にも他に誇り得るほどの進歩をした と見てよい。

乙の乙とは草野屋根の沿箪にとっても大事なととであるが， しかしその

理由などを明かにされているものが見当らない。恐らく目立った建物か

らの自然陶汰が行なわれたのであろう。私見であるが，乙の理由は草主主

の避けられない性格によるものと考えてよいのではないだろうか。

要するにt mは桧皮主主と比較して見ると ， 屋根勾配が大である。重

い。従って小屋造 fCも困難で賀用がかかる。1 ) = 方で出来不出来の差が大

きい。修理 IC困難が多い等の屋根自体の構造上の問題の上 IC. 工法の上

にも木造建築の工兵の効率のよい鋸さえない時代で多人数の出入を必要
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とする大きい建物の要求についてゆけなかったのであろう。その反面，

桧皮nーは費用さえあれば桧皮は採集が計画的 lζ 出来，品質も揃え易く貯

蔵，運送 fCも使である。また工法も適確簡単であり ，見掛けも美しく日

本人の趣味にも合っている。

乙のように書出してくると ，材料の取れる山が近い大和や山城で費用

も出し易く ，労力にも心配ない人たちが大きい家の建築をするには桧皮

立を便利とし愛好するようになったのは，当然の結果といえそうに思う

のである。

当時の人たちもとの時代にまでなると，数多い経験上十分に以上の乙

とが自得されていたに迷いない。それが次には春日造のような曲線の姿

美しい屋根を造る母胎となったと考えられよう。

とのような乙とで公的の性格の多い大きい住居すなわち大きな寝殿造

りなどの建物は桧皮で，住本位のものは立皮というように段々と建物の

佼用目的や居住者によって桧皮と立立とが次第に使い分けされるように

なって，前K も書いたうつぼ物語の中などlとそれと想われる幾つかの例

を見る乙とができてくるのである。例えば同省; の藤原君の条の中に「乙

乙は七条殿，よおもて( 四函) にくら( 会) たてたり。しん殿ははしく

づれたるちいさきかややJ ( : ! 1 屋) などとあり ，また 「三条の大宮のほ

どに四丁 ICていかめしき宮ありおほやけすりしき( 修理職) におほせ

( 課〉給いて左大弁をとくし( 督) て四丁の所をよつにわかちて，まち

ひとつにひはだの大とど( 大敗〉ろう( 廊) わた殿， くら( 倉) いたや

( 板屋) などおほくたてたる。よつが中にあたりおもしろきを本け( 家〕

の御れうにつくらせ給う。それはおとど町なれば，いたや( 板屋〉なく

あるかぎり桧皮Zj- なり」とある。

また吹上積松のs : [I の条 lζ は「ひはだぶきのみかど( 御門〉三たてたり 」

おとどまち( 大殿町) ひはだぶきの乙む乙む( 金銀〉るりしてっくりみ

がきたる。おとど( 大殿) わた殿さらにもいはず。 rつ』じっき h れた

り( 築地) 垣にそいでひとおもてに( 一面) におほいなるひはだぶきの

くら ，よそじ( 四十〉づったてめぐり百六十のくらなり」

等説話ではあるが，明かに使用目的によって屋根の使い分けを函白く書

いている。

乙のような傾向は，都会では平安朝の初め位から政治 ・社会 ・経済 ・

文化の動きにゆられながらも永く続いて徳川の末期にまで至るともいえ

るのである。しかし一方地方では大分事情も巡って，草野は近代 lζ 至る

まで全国的 lζ 主要な屋根として特に適当な材料に恵まれない地方では大

部分が革主主屋根という状態であった。稀に非常に大きい寺などに困難な

:Ii H) : 屋根を見るととがあるのは，主主主の方が地方の事情ではとにかくや

りよかった ζ とを物語っており ，ただ一線の寺などに特K 瓦も造れなか

ったり ，桧皮葺もできなかったという単純な理由であろう。もっとも平

安朝時代から多く見られる当時の文化人たちの日記類にも母家が草葺で

下屋や庇は板立なと・と一つ建物の内で‘ も使用目的K よって巡った屋根の

乙とが屡々自に付くようになり ，建築もようやく各人の考に副って自由

なものになって行く様が窺えるのはうれしい。

さて草l T : は耐久年限が短いのが欠点でかなりよいできのものでも20年

前後であり立方が拙いとその半分も持たぬだろう。そのような乙とや重

要な建物に草主主が少なかったためもあってか，草主主屋根の遺構は全く見

当らない。初めは草立のものも改修のたびどとに変更されて原型を止め

ない状態となっているものもあろう。僅かに有名なものに鎌倉時代 ( 12

85年 ζ ろ) の円覚寺の舎利殿があるが，乙れとて何回とも判らない位の

改修によって全く原型を留めていないように観察されているのが実状で

ある。

乙のような事情で歴史的に草立の実体を詳細 fCは捕え難いが，常識的

に見ても上代の埴輪屋で見る乙とができるように，かなり古くから相当

に発達し尽して，屋根の型としては部分的な変化は地方的にいろいろあ

って大体において変化がない。

ただ工法が巧になり ，材料も竹類その他いろいろのものが集め易くも

なって軒ロとか敏( ぐし〕等のデイテエー J レにさまざまな工風が試みら

れ，その上仕上げの程度は針金 ・純類の臼由な利用や鉄など工具の発達



第 2 図 家 庭 雑 考 ・矢倉の図

で年を追って美しく仕上がるようになって，庶民の普請の楽しみの対照

ともなり最も親しまれ育くまれて最近1<:: 至ったと考えられる。

ただ乙の問にわれわれの頭 lζ 浮ぶのは，荘園i時代から戦国末期位まで

の地方の豪族の邸や居城のようなものが如何様なものであったかの疑問

であろう。しかしとれらは都と交渉の深い所は，例えばうつぼ物語の紀

の国の種松の話にあるような桧皮茸の建物もあったろうが，大体は草1F

や板屋の堀立柱の粗末なものであったらしし人を集める必要上坪数だ

けが大きかったようである。

また城といっても ，戦国時代までは一般の屋敷構え との差別がつかな

いので近世の軍学者たちがその両者をわざ. わざ次のように区別してい る

位心細いものであった。

・城 どんなに小さくても塀 ・櫓 ・狭間を備えているもの。

註 櫓 は 矢 倉，高い足場の上1<:: 組まれた物見台で兼ねて射手の乙もる

場所である。( 図ー 2 参照)

・屋敷構 どんなに大きくて塀や掘があろうと矢狭間のないものの

ζ のような貧弱さであるから ，城の構えも僅かに壕を造り ，土居を築

いて塀を取廻して狭間を作って敵の急裂に備える程度であった。従って

構内の建物も見るべきものはなく ，少し大きい建物は構造上板茸( 稀に

桧皮主主があったろう) で，他は草屋位であった。恐らく半永久的な構え

等は到底考えられなかったようである。

一例として徳川家康が江戸城入城の際の遠山氏の居城の模様を紹介す

ると

「前城主遠山が城内の家宅の儀は申すに及ばず，ニ ・三之丸外郭 lζ 是

あり候家など，其ま』残り候を以て，当分御城内に於て家屋1<:: 御事の欠

け申す儀とては御座なしと也。然れども御城内の家にコケラ主主と申して

はーケ所も之無く悉く甲州ソギ( 註日光そぎ等云ふ。 木をか らむ し ( 苧

・麻) の如くに割り裂き束ねてふくなり( 家屋雑考) 杯を以て取茸( < : : 致

し御台所は茅1'nζ て手広くは候へ共殊の外なる古家にて御玄関の上り檀

には舟板の巾の広きを」などとありＨ慶長見聞録 Ｉ広くは あるが ， 簡［ｴｾ

なもので ζ の時代の城 lζ 限り屋根! とついては取立てて考える必要はない

ようである。乙のような屋根であるだけに，一旦戦となり火矢の洗礼を

受けるようになるに，全く無抵抗となるので「火矢の用心に屋根をまく

りJ ( 卜斎記) となったり ，先の遠山の城も「屋根の上を篭城の節，土

K て塗り候 lζ 付その洩り雫に畳敷物等も腐り果てていたような仕末であ

った。( 註 : 江戸が大火で図まったとき ，布令を出 して草屋などに土を

塗ら した乙と があり ，大阪では寺島家( 瓦屋の特権所有者) の横暴でや

はり町家は土で屋根を亙ったととがある)

しかし戦国時代の末期から火薬鉄砲の輸入となり ，火器の発達は織盗

時代を成功させる重要な役割を果たさせ，ととに耐火的な城造りの必要

が起り兼ねて武威を誇る築城の全盛時代となった。 しかしその転換も一

自にしては成らずで，江戸城さえ も慶長 19年1<:: は一応は城らしくはなっ

たものの，大奥までは手が届かなかった。その模様を落穂集は左のよう

にイ云えている。

「との大御造営すら不得止御要害たるに依りて，御門，御門，やぐら塀等

出来せられしかとも ，いまだ御館は大広間を初め大奥迄茅1m掻床也」

とあり ，そして 「大猷公御代に至り日本国中諸山金銀湧くが如くに出た

るゆえ税斌の徴責なく ・云々とあり」そし て全国的な経済力の動員も

可能となって建造物の規模も全く一変し ，主要な建築の屋根は瓦茸がで

きるような社会情勢となったのである。

乙の桃山から江戸の初期の築城と城下町の建設は瓦の普及IC大いに寄

与したに違いないが，一般の経済力はなお未だこれに伴うに至らず首都

の江戸でさえも開府直後の慶長 6 年霜月の火災後屋根を板誌にするよう

にとのお布令があり ，その時日IJ 家ではただ一軒半瓦半四郎の家が表通り

だけ瓦を主主いてその名ができ評判になった位で，大名諸侯の家を除いて

は，庶民の家にまでは及びもつかなかった。それど乙ろかその内 lζ 起っ

た度重なる大火に疲弊していよいよ耐火的な瓦立の契励があったにもか

かわらず，切換えるととがむつかしくなるという状態であった。

例えば有名な明暦の大火後幕府は，耐火的な目T造りをすべきととろか

えって瓦五を禁止せざるを得ないような社会的窮乏状態にあり ，町人で

瓦茸御免は河村瑞軒のみであったと武江年表巻二IC伝えている。乙乙で

面白いととはとの災後日本橋の茅場町( 現〉にあった茅材商が向う両国

に移転させられた乙とである。 ととろが元禄どろになると ，また本所の

四つ自に移転させられ，乙とを本所茅場町というと岡:苫にある乙とで，

茅材屋が段々都心から遠ざけられて一都市の膨脹を如実1<:: 示 してい る乙と

である。

しかし延宝 2 年 ( 1674) 桟瓦が近江の人によって発明され，続いて享

保 5 年幕府はたびたびの火災! と政令を以て瓦立塗家を奨励するに至って

江戸の中心部の屋根の様相は大き く変貌 して きたと見てよい。それは桟

瓦は従来の本瓦に比して価格も低く 重量も 3 分の l 位であり ，その上屋

根勾配を緩にする 乙とができる等，建築の構造1<:: 及ぶ資用の軽減が計れ

る上，幕府は旗本武家屋敷ICは享保 8 年，町屋! とは同 15年の恩借金 ・公

役免除の特典を与えて補助し奨励したので，乙乙! と初めて都市の耐火的

な屋根造りに移行する機運となったのである。

註H 吉宗の享保 5 年幕府の制令 iζ

田T中普諮の儀 土蔵造或塗家並瓦屋根IC仕候事唯今迄は遠慮致

候様相聞候向後右之類普訪i仕度と存候者は可為勝手次第候主善意

出火節防にも成，又飛火無之為 1<:: て有之，外! とも然可儀候は Y

勝手次第可仕事

乙のIIl IJ 令は全国的のものであったので瓦茸は全国的 1<:: 刺激を受

けたと見てよ い。

同様瓦の発明期は明治前日本建築技術史1<:: は前記より非常 IC時代

が下がり ，文献には文政 6 年 ( 1835) にも無いとしている

しかし享保13年には，番町，麹町，元山王，永田町，猿楽町，小}I¥町，

駿河合，飯田町辺の家作は藁茸を禁止されている。( 武江主手表巻四) ー

片の制令位では容易 K 草葺屋根が江戸から姿を消す乙とができなかった

ととを物語っている。

横道にそれたようであるが，乙乙までに立至ると茅玄j: 屋根の都市での

衰退の迩命は恋うべくもない。

江戸の末期 ( 18∞) 寛政どろの北斎の隅田川両岸一党という述作を見

ると ，民家の痛んだ屋根が彼一流の風物詩的の絵 lζ アクセントをつけて

いる。すなわち一般の家は扮症で草葺は既に痛んでなおすとともむつか

しく ，その修繕に小板を差込んである家を何軒も見る乙とができるので

ある。乙の絵 lζ 見ても ，江戸では茅の差換えも材工共既に非常! と不自由

であった乙とを思わせるに十分である。

乙のようにして茅葺屋根は次第に l時代の先端をゆく大小の都市から次

々に姿を消して行く運命1<:: 置かれたのである。
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しかし全国にはまだまだたくさんの草葺屋板を見るととができ ，派手

な新建材の屋根の建っ ている部落の真中 IC賑か IC近所の人々が集まって

茅立の野換をやっているのを，老人や子供や飴屋までが集まって見物し

ているほほえましい風景を見るとともできるというのが現状である。市

街地建築物法が成立したとき ，廃棄された規則の中に草屋根lζ 土管を継

ぎたした煙突の取締りのために焼芋屋取締り規則があったのを覚えてい

る。つい50年IC満たぬ前の東京府のととである。感なきを得ないのは筆

者のみではあるまい。

茅茸屋根の材料主として茅であるが，わが国の原野には至るととろに

自主主し山野は古くから入会山の定めもあり，問題のあるような地方では

茅の入手を保護するために萱札という一戸分の採集の権利札を発行する

という所もあって，自給自足にさして不自由がなかったと恩われる。ま

た部落が相当に発達した所では部落の者が協同で茅場と称した地域を限

り茅の管理育成を計り火災などで一時に大E を要する場合のととまで考

慮に入れて準備されたものだという。( 秋田松村長太氏) 茅は秋lζ 刈る

ものとＨｾｾｾＩ春雪がとけて刈るものＨ芦茅Ｉとがあり屋根用は後者を

主とする。

しかし広い範図に自生するといっても ，纏める と割合岳 としては少な

し 大 都 市 の周辺は急速に減益して稲麦を流用 し，あるいは入手が困難

のため次第に扮板葺や瓦設に変っていったのである。不I待の大火の被害

の場合などには非常に因ったらしく，宿場の大火などでその町だけが板

葺や扮1 ) : に急変するというとともあったという。特 IC新たに町ができる

ようなとき ，例えば城が造営され城下町ができるような場合は運輸の不

便な時代だけに甚だ困まったらしい。例えば越後の長岡城のできた土地

は，初め芦沼lζ 閉まれた一面の野原であったというが，城下町の工事の

進銑lζ 伴い茅が払底して町家や堂宮はもちろんの乙と家痘の家まで稲や

麦，粟まで= も伎わなければならなかった( 温放の梁) という。

当然の乙とながら ，一年 IC一度の苅取りのものであり容積が大きく値

は低く近隣にあって乙そ便利だが，速くまでの蒐集にはなかなか困難が

多く，離れたととろにはあり余っても何とも手が屈かなかた乙とは想像

できる。乙れも自然物を頼りとした低級の建材の持つ特性の苦しいとこ

ろであったので・あ る。

との乙とは最近 lζ 至って特に甚しく都市 lζ 残された由緒のある重要な

稀少価値ある茅:(J 屋根の補修用の茅! とは全く困難して，非常な遠距離か

らの鉄道輸送をするという話で，売らとそ高価な屋根材という乙と ICなっ

てきた。物の価値を諮る経済の面白さともいえよう。東京の周辺でも茅

主主屋根は他の屋板より遥かに高くつくらしく特別のもの以外ではできな

くなってきたので- ある。

地方の茅1): の建物の多い地方では今でも茅の貯蔵には真剣な努力が払

われており個人はもちろんだし，茅の無尽のような組織を作って相互補

助の実をあげている所もある。

! 品業の構造の改革や建築の変革等 {ζ 伴って徐々に茅立屋根は姿を消し

て行く辺命にあると考えられる。しかし茅立には何千年の親しみがあり

断ち切れぬ良さもある。 J1:l と共 lζ なお瞥くはなつかしい草屋を見る ζ と

ができるであろう。

草野の仕事と草: I J 工草屋綴( 以下立立を含む) は古代から農民が耕作

の合間を見て，良作物の養生のE互いをすると同じように自分たちの当然
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の仕事として， 自らの手で，また仲間の協力を得て自分の家を茸きその

下で素朴な生活を営んできたのである 。そ うした生活が続いているうち

に，屋根の形の利不利も知るようになり仕事の上でも ，乙の道lζ 特 lζ 経

験の深い者や器用な者が現われてきて道具もいっとはなしに必要な品々

を持つようになり ，他の者の屋根造りの相談相手になったり ，特lζ 頼ま

れて他人の家IC主主きに出るという者" が次第に生まれてきた。乙 ζ までく

ると ，経験によって材工の見積も可能となり農閑期などは半段的 lζ 出職

人として働くようになってくる。もちろん，後世の職人とは迷い，初め

は賃銀などではなく ，自分の代りに農耕などをして貰うとか僅かの物品

のやり取り位のものであったろう。

ζ の式の草葺のやり方は，現在でも地方の一部ICは残っている。乙れ

は日本が永いJ1:l 本位の特殊な封建制の支配下にあっ たやむを得ない結果

であろう。とのようなJ];! 村の屋狼仕事ではあったが，彼等には古くから

また別な乙とで屋根仕事にも従事させられた乙とがある。文献にそれと

は明かではないが，祭料1天阜のl時代( 前30年) Iζ すでに段業用池のため

に飴丁が始まり ，f走行天皇57年 ( 128) には「諸国 lζ 令 して岡部屯念を

興す」とあり ，成務天皇 5 年 ( 135) には. r国郡県の倍iJ を定め邑里を

定む」等 lζ 始まって次第に官の仕事が増大してくる。そのたびに民民か

ら箆丁が引出されて働かされたのであるが，それらの倦丁の労力によっ

てできた建物の大部分はZ江主屋根であったと思う。

前述の仁徳天皇高津宮などがその例である。乙の時代のi岳丁は全くの

奴持扱いで，ζ の連中の内 IC先lζ 記した手馴れた人たちがn先きに狩り

出され，苦しみながらもまた次第 IC屋根立の腕を上げ関連のある他の技

術をも習得するものができてきたと想像されるのである。

特lζ 時代が大分下って， 藤原京ができる位にまでなると，戸数も

1. 505 畑となったとあり ，またその約 10年後IC計画された平城京は人口

20万! とも達したろう( 沢田吾氏) ( 半数は浮浪人かともいう) という位

で，次第 IC都市が発達してきた。乙の位にまでになると ，建築の函でも

段村のように自給自足という ζ とができなくなってきた乙とは明らか

で，ζ 乙にまた段村からの f包丁やその他の建築関係の役夫が必要にな

り，近隣の茅1 i 人夫も J];! 村から出張させられた事と里、われるのである。

とのH寺代には中央から離れた地方でも ，国庁の所在地や交通の要衝な

どでは人口が次第に地加し ，建築工の必要もようやく盛んになってきた

のである

乙のような乙とで奈良朝も半ばともなると ，瓦工とか絵皮ti 工などの

名が文献にも j民々見えてくる情勢となり，中でも石山寺の造営の際など

には桧皮n工 lζ 明かに白銀を取り ，材工共請負形態を取るものさえ現わ

れ始めたのである。

しかし乙乙で本論である来立工について最も注意したい乙とに気がつ

くのである。

それは種々の文献の内にも茅主主工とかいう草茅葺工の名がなかなか見

付からないのである。桧皮葺工，瓦工はあり ，茸工とあるのは調べると

桧皮葺工である という次第である。

と乙ろがそればかりではなく ，その時代より約 5 . 6 百年も後の残保

2 年 ( 1214) IC成立したといわれる， 東北院職人歌合せ絵巻の中に も記

i肢がなく ，草f F. 工は ζ のl時代にな ってもなお職人の{中間入りができてい

ないのである。

もちろん一部には，数は少なくと も専門の草葺工はあったと十分認め

られるが，前記のように表面にまであら lまれないのは，彼等の職分が半



段というよりむ しろ践の方が主で生活をしていたためであろう。 一般的

lζ 見て，需要者の大部分が農家であり ，葺替えの自給材料は大体心配も

なく ，その上ユイ やス ケ( ツシ富山圧川奥) 等の相互の協力体制などで

労力も充足されるので， (註 : 多い所では 150 人位になる。庄川地方)

程度の低いものなら全く自給自足も不可能ではないともいえる。従って

計画や施工の指導的な乙とさえ，専門工K 依頼すれば十分事足りるし ，

技術的にむつかしい所だけを専門工 lζ 他は自分たちの手でという乙とで

十分間に合っていたものと思われる。

その上 lζ 草葺の仕事は材料の関係で，降水量の少ない秋から初春まで

が好都合であり ，乙の季節がまた農閑期である乙 となどすべて民家に と

って申し分のない条件を備えている。修理差換は夏のl肢のときの仕事で

もあったようだ。 ζ れらの諸々の理由が専門工の需要数を制約し，季節

労務者の性格を与え一面永い間の封建制度下の伝統で，家族の労力が主

人に代って小面積の耕作を賄う乙とができるなどの理由が，草葺工の多

能的な屋恨屋にまで発展する途をふさいで草li: 工の半}];l 的性格を決定づ

けたので= ある。

もちろん12といっても} ) ; ! 耕にも限らない。例えば現在11手が植木屋と

兼業のものが比較的多いのは，年間通 じての仕事を考える と最も賢明な

兼業の一つであるともいえよう。 しか し，時代が進んで同じ都市や} ; i i 村

でも! 品業本位の経済から脱却して，商，工等などが盛んになり貨幣経済

が進んできて経済の機能や構造が変革してくると事情はその程度の如何

にもよるが大分変わってくる。

まづ材料の面であるが，主材の草類や副資材の竹 ・木材 ・純などにし

てもその持つ性絡や価格から見て生産採集や貯蔵にもさ して困難はなく

ととろによっては茅頼母子講のようなものを作って調達の使を計ってい

た。そして取引にも問題は少ない。従って特 lζ 大きい都市やその周辺以

外には一般的 IC見て因らなかったであろう。

しかし萱茸工の工手間となる と大いに事情が途 ってくる。第一 lr. 都市

の大部分と }i!i 村の一部では屋根葺ーなどやっ てるより遥かに有利な他の金

銭収入の方に忙しくなり ，茅葺工を傭う者が多くなる。例えば良家でも

商取引をするとか養蚕とか紙とかの副業が増え，その他金銭収入の途が

多方面にわたって展けてくる。他方農本位の地方でも一般経済のいろい

ろの刺激をうけるよう K なり ，生活の向上などで践のみの収入K 頼れな

くなり ，田畑は家族lζ 委せて賃仕事lζ 走り ，または出稼ぎによって収入

増を計るようになるのである。 ζ の種の出稼ぎの中 lr . 比較的建築工が多

いのは今も昔 も変わ りはない。 茅葺工などもその一つで・江戸の中期どろ

になると ，相当活発な動きを見せてくるのである。現在各所に残る昔懐

しい民家の地方色豊かな美しい同じ型をな した草葺の屋根は大体同じ系

統にある ，乙れ らの出稼さ茅3 ' l 工の残 した仕事であ り，彼らのいろいろ

の患いを残す足蹟でもある。

しかし彼らは自分たちの技術の普及ばかりではなく ，他国 lr . 出てはま

た学ぶ乙ともあったのである。例えば赤城山の麓 lr . 見る切 り落し屋板は

越後の大工や草葺工が雪の間出稼 lζ 出て農家の養蚕の しやすい家という

注文lζ 答えて幕末どろからできたものであるといわれるが，彼らの越後

l r . は全く乙の型の屋根を見ないのである。

出稼の茅1主工の例 とし て，伊藤ていじ氏が 「民家は生きている」 の中

で，南会津地方の概して不毛地帯の農村における萱手の出稼ぎ状態を紹

介されている。それによると ，彼等の稼働範囲は自分たちの郷里の周辺

の他に栃木県の北部西那須野方面で，その地方の適当な継抜ぎ場を中心

にして大体 3 ， 4 豆半径以内の徒歩で往復で きる範囲が彼らの働き場所

であった。その一組の仲間は大体14，5 名位で，道具は鉄} t ，茅抜，皮

通し鈎針，サシ，ヘ ラ等で家郷から持運びに くいような大きな道具類は

鮭ぬぎ場に預けて置いたものだとい う。つまり毎年のように出稼ぎに出

るお得意先が大体定まっており ，その範囲の家を次々と閉じ手の者が仕

事を していたのである。乙のような乙とで彼らの渡るとと ろすなわち民

家の屋根の型も自ら定るわけで，民俗学的にも非常! r . 面白い題材を提供

しているのである。

しかしとの伊藤氏の調査はわれわれ建築業者に取ってま乙とにn重な

資料で地方史の開明 と共 IC一層研究の進むことを望んでやまないのであ

るが，なお同告の内f r . 書落 しできない ζ とがある。それはとれらの会津

の茅茸工の急増したのは，奥羽地方の人たちの忘れるととのできない餓

死者数十万といわれた天明( 天明 4 年1784) の飢餓のときを契機として

いるということである。古くから遅れがちであった民耕の上に寒冷の東

北は鹿々凶作 lζ 見舞われた百姓の疲弊は甚しく ，その結果として東北地

方は百姓ー授の一つの本場の感があった。名のある気仙大工や三陸北部

から大工が多く東京に出ている乙と と思い合してさまざまに考えさせら

れる乙とが多い。昔ばかりではない最近やかましくいわれる日本径済に

取残されそうなのは，中小企業の一部と農村といい，東北地方のかなり余

裕のある中j阜の家からさえも東京の土建現場l r . 出稼ぎする者が多いので

ある。原因は昔とはいささか奥なって窮乏というより社会経済のアン バ

ランス! とよると乙ろが多いようである。いずれにしても建築工の労力の

供給源としての民村の一番先! と建築の技術らしいものに関係のあった人

たちが，茅立工( 屋根造〉ではなかったと思うのであるが，ζ の最も古く

からあった と思う 屋根工が依然と して農村を離れられず半12として残っ

ているのである。恐らく今後とも土工や手伝のような雑役の人たちとと

もに相当永く半民的な土建業のー職種として残ると思うのである。私は

大普段に始まり千数百年を経て，また遂に半度的 IC終らんとする茅玄工

を建設業の特殊性の一つの代表的なもの として意義深く執え，わが建築

業の職方としてまた労務問題としてばかりでなく ，経済的に社会的にな

お十分検討 して見る必要があると思うものである。 一匹狼の砂利，砂運

搬のダンプカ ーの問題も形は違うが乙の問題に継がっているのである。

現在民i業は構造改革iζ 必死に取組まざるを得ない段階にさしかかって

いる。ｽＮＺＡｬ協の多角的な活動はもちろん ， 最近はそのｽｾ協を主体として協

同建設事業団 (愛媛，佐賀，長野，滋賀等各県) を設立 し一般民業土木

や乙れに関連する12家の住宅建築の請負への進出さえ計っている状況で

ある。また段耕は入手不足や農耕機械の重機化などの理由でまた}i!i 耕そ

のものを請負により実施させる実例もときどき見るという民業，土木は

農l r . 始まっ て肢に帰るものもできそうな目ざま しい変化を呈してきた。

のんきそうに茅立を論ずるようだが，最後の ζ の動きを知りたいため

の茅立論であると とを忘れてはなるまい。

( 註) 国立町谷保は昔谷保村といい屋根茅主主職人の多い所であった。同

町谷保4269}.:.'! 佐藤彦一 (63) は屋根職の親方で19才のときから屋

根茸の仕事を してい る。戦前には谷保だけで親方のと乙ろに受録

されていた屋根職は25人もいた。とζ ろが現在( 昭和37年) 残 っ

ているのは佐藤氏を含めてわずか 3 人。みんなω前後の年よりば

かりだ。 r谷保の屋根職も私らが最後ですよ ，乙のへんのかやぶ

き屋根も屋根職よりはいくらか長く残るでしょうよ J 佐藤さんは

さ び し く 笑 っ た 。 ( 日 経 新 聞 )
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S 8 施 工 部 門

ある官庁における標準工期のきめ方 - 兵庫県営繕課の場合一

ま え が き

工期はとれまで個々の経験と勘 lとより ，乙の建物では大体何カ月ぐら

いと案外簡単に定めていた感がなしとしない。そとで当課の最近 2 カ年

の工事について調査整理し，乙れを基f C . 建物単体の平均的標準の工期を

求め，今後のより適正な工期を知るための手がかりとしたい。

1. 工 期 に 関 係 す る 各種 の 要 因

工期 11 : : は各種多様の要因が作用しており，各工事は皆それぞれ異なっ

た関係をしている。一般的には次のような建築条件，技術条件，立地条

件，社会条件等が考えられる。

(1)  建物の規模( 工費，面積) 構造( 極頬，I倍数)

(2) 設計内容( 技術) および管理技術

(3) 施工会社の規模，技術，社員の仕事 [ζ 対する熱芯

(4) 建物の立地条件( 交通，土質，気象〉

(5)  建設物価の変動( 材料需注，労働資本の動勢)

(1)は最も主要な条件で，まずできるだけ単位を一元化するため工貨を

基準11::とり ， 後 [ζ 構造形態を加味して考1伝する。なお， 良単価の場合

( 突貫工事を除き) 規模は縮少されるが，それはより高度の機能，技術

を要求するためで工期短縮が目的でないとして後雑性を避ける怠で考え

ない乙とにする 。また設備工事，附帯工事も当然工J切に影響するはずで

あるが，今回はこれを無視する。

(2)， (3) ， (5) については，処理上一定( 正常) と考えるのが当然であろ

う。 fこだ建設物価上昇についても ，後の結果より工期は上昇率の四乗根

( 平方根) 1ζ 比例することとなり ，短期間では一定でみて差しっかえな

いと思われる。

(4) の立地条件は最も主要な条件の一つで，今回は乙のうちの気象につ

いて考慮 してみる。

2. 工 事 金額 と平均工事日 数

(1) 平均値曲線

当課における過去 2 年閣の実績から ，観察により切らかに不自然と恩

われるものを除きプロットしたもので，工事金額 2 千 5 百万円以下のも

のが第 1図である。乙れによると各工事条件が具なるとはいえ非常にパ

ラツイており ，一見 して工事金額が地大すれば工事日数も増すという傾

向しか判断できない。曲内 {ζ 破線で示したのがその平均値で，無論乙の

折線 lζ 対し正規分布していない。( 全体の平均標準偏差σ=43日)

しかし ，平均値折線では，工事金額は工事日数の 2 次函数( 回数は金

額の対数函数) で表現できるようである。今最小自乗法lζ よりその 2 次

式を求め，さらにその根で

Y = 56下/支字予言- 421 ・・・(1) ( Y : 日数， .. Y ・単位100万円〉

なる式を得た。乙れを 第 1図lζ 点、総で示す。 ζ の(1)式は工事金額 5∞~

5， ( 別万円の範囲で平均値とよく合致するが，それ以外では適合しなし 、。

すなわち，工事金額が Oなら工事日数も Oのはずで (x = o，Y = O，常

数項 0) 一方 5，∞o万円以上の算定値を示すと X = 50 ( 5 千万円) → Y=

238 日，X = l∞→ Y = 347， X = 2∞→ Y = 529， X = 3∞→ Y =679 となり
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実状lζ 合わない。乙 れは標本範囲を2∞- 2，5∞万円とした乙とから当然

の乙とである。

(2) 四 次 曲 線

今， 原点を通り ( X= O，Y = O) 工事金額2，5∞， 5，α) ( ) ， 10，0∞万円

でも合致すべき曲線を表示すると ，X = αY" となり前同様。，nを追求し

て Y = 85，に T または

Y= 邸 Y y X …一.(2) ( Y : 日数，X : 1∞万円)

なる四次式を得た。 第 1 図lζ 実線でこれを示す。 (2)式は一部を除きほぼ

満足すべき状態で合致する。

(3)  構造，階数別工期修正

工期は建物の構造，階数によっても当然異なってくる。一般に 3 階建

以上は鉄筋コンクリ ート 造で 7 ， 8 態以上では鉄骨鉄筋コンクリート

造，鉄骨造で， 3 階程度( 超高屈を除く) ， ブロック造 ， 木造は Ｒ 階ｾ

までが普通であり ，それぞれ異なった建築的特色をもっている。そして

当課の場合，第 1 図では，工事政 5∞万円程度以上になると圧倒的に鉄

筋コンクリ ート 造 が 多 し か っ し∞D万円以上では 4 階建以上がSE通の

ようである。一方工事政 1. 000万円以下では 3 階程度までの各種の構造

物が入り混っている。

そ乙で，鉄筋コンクリ ート 造の工事費 1. ∞o万円以上では同一工事政

( または延面積) でも階数が地すにつれて，その階の面積は減るが，ほ

ぼ一定の回数が必要である( 仮枠等) から ，今それを工事政 2，0∞ 万円

で 10日，6，0∞万円で 15日，10，∞0万円で 20日要するものとすれば，こ

れを直線的に表現するととができょう( 工事授との関係検討の余地あ

り) 。乙れを第 2図，第 3図の右側 lζ 示す。なお，工事' l ' i 1. ∞o万円以

下で勾配が変わっているのは500万円附近に鉄筋コンクリート造の 2 階

建が多く ，4 階建基準の階数換算をしたためである。 ζ れはまた後述の

工事1'1. 2，0∞万円における気象条件の北部( 上限) 1ζ 合致するようにし

て定めた。木造，ブロック造，鉄骨造等については資料が少なく単lζ 経

験値を記入した。また，鉄骨鉄筋コンクリ ート 造では鉄骨造と鉄筋コン

クリ ー ト造を組み合わせた考え方もできょうが乙れらの点は再検討すべ

きである と思われる。

3. 地 域 的 気 象 条 件

(1) 有効作業 (観念的) 日数

建築作業日数f C . 関係する気象要因には雨，雪，風，地底，気温等が考

えられる。今過去の統計的降水量 lζ 限定して考えると ，降水: l U: は 1 日11::

lOm m以 上 ( 雪の水を含む) を以て建築作業が行ない難いと見倣せば

( 検討の余地) ，乙れに平均的実状の各月 2 回および祭日( 日限でない〉

を作業休止として資料K 蕊ずき 12地域を表示すると ，第 1表を得た。

乙れによると ，年聞を通じて有効作業日数が246日- 290日の範囲であ

り，その差は44B もある乙とになって一般日数に換Z;I すると ，約50日程

度であろう。従って地域格差は一年で約 2 カ月 ，半年で約 1 カ月近く存

在する乙 とにな り，乙のととは全県下を通して無視するととは許されな

いと思われる。

(2)  地域の 2大区分 (北部 : 多降水地方，南部 . 一般地方)

全地域の全平均有効作業日数を求めると ， N = 274日/ 年 (σ = 13. 3)



第 1 図 建築工期の実績 ( 工事金額 2，5∞万円以下の場合一過去 2 年間)
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となり地図化して第 4図を得た。東部の一部を除き県下指定の多雪区域

とほぼ合致しており ，雪が溶けた水量( 計測器機構) も十分反映されて

いる ζ とが判断できる。

(3)  工期への反映

(2) 式は全地域すなわち多降水地方( 北部) と 一般地方( 南部) の平均

であるはずであ る。しかしながら ，主とした工事件数は南部が圧倒的に

多くみられ( 大規模建物は片寄 っている〉試算的にとれを南郎の標準工

期と見倣しでも注しっかえないようである。

そ乙で ， 北部は南部 ｬζ 対し回数の単位で Ｑ［ｾｊ 噌しすればよい乙とにな

る。算式で現わせば (3凶 + 50) /365 (  1年) = 1. 14，( 182+ 25) /182 (半

年) = 1. 14，すなわち北部は南郎の 1. 14倍 の工期が要する乙とになり ，

(2) 式より

y  =  1. 14  x  85 111  X  =  9 7〆v X キ l∞l ノ1 X から Y= l∞11
1

X  

…(3) なる式を得る。 ζ れを第 l 図に実線( 上| 破) で示す。

(4)  工事の発注時期と工期

工期はその工事の規模と発注l時期によっても若干左右される。例えば

短期工事は冬季( 年末年始) 以前に着工するか以後に着工するか，ある

いは梅雨季以前か以後かで異なってくる。今実例として香住地方を考え

ると ， 7 ，8 ，9 ，10の4 カ月では有効臼数94 仁1，11， 12， 1， 2 の4 カ月

では77日で 17FI ( 一般回数! と換算すれば約 20日，中央値で8. 5日) も差

があり ，曲線の南部と北部の差約20円と同程度になるが，一方， Q 季4

カ月では第1 : 表か ら実質的にそれほどの大差はない ( 8 日) 。

乙のような意味から北部において工期が 6 カ月以内と思し き工 :J 五につ

いては，発注H寺j切に特 lζ 留意し ，第 I 友を参句としつつ上限 (Jtli1i) と

下11[" ( 南湖i) の適当な位置を選定したい弓

気象については以上の他，積雪，会(i品ミ(r1Wf>l できない多くの条件があ

る。またその工事の各工程( 土工事， 内出sitt 作Hめによっても 3' i Jなる

し， 降水i;i においても午後 811寺以降の20m mもその il の作業 ( eは関係な

いでも l初81時か らの 6 m mがその日の作業を不能にするとともあろう n

しかし ζ れらについては複維な割合κ 大 した行川性を感じないので無視

する乙とにしたい。

4. む す び

(1 ) 標 準 工 期

' j ; i 5 平均的な標準工期を求めてみたが，iYrJ)iliの ζ とく. t :L4三のノミラツキ

があまりに多く ， 従 ってそ の平均値に紋も近い曲線が肢も適正な工 ｊｾｊ で

あると断定するととはできない( 平均の代表他としての忠義) 。

そ乙で実際の運用に当つては先ず‘ 建物単位 lι っき，北部曲線を上限と

し南郎曲線を下限とした範囲で第 I 表を参考・に一点を定め，次いで構造

別修正を行ない ，最後に立地条件( 土質，交通，他) による所要日数を }J fJ

減して，より適切な工期を定めるようにしたし、。なお工事金額には設u I I i

工事金額を除いたいわゆる純建築工事金額を採用した。乙れは当諜の慣

例よりG ] 築担当側で工期を定める) 使利なよ うにこの万訟を採 った。

(2) 経 済 性

標準工期の建築的経済性については一切触れていない故，ζ の観点か

ら妥当かは不IYJ で. また民間等の建築生産では山! 然災な って くるものと

j忍われる。

(3)  有効作業 回数

第 1表の地域別有効作業日数については，施工者は独自の条例ーさえ変

えれば施工のためのネットワークプランニング ( N. W .  P )fζ 生かせば，

より効果あるものを信ずる内

(4) 継 続 工 事

仮設工事日数士号を逆に差し引く ζ とにより応JIJ できるものと考えられ

るの

x  x  x  

なお ，神戸海洋気象台測候課の資料と「建築と社会J ( 日本建築協会

19e1J . 8)  ，奈良県土木部営繕課の記録等を参考とした。
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第 1表 有 効 作 業 日 数 表 (10 mm以上の降水回数)

地 I月 τ 2 3 4 5 6 7 8 9 71i 12 制

> 10 > 1  > 30 

月 日 数 31  28 31 30 31 30 31 31  30 31 30 31  364 

按 | 休 日 数 4 2 3 3 3 2 2 2 3 2 3 4  

洲 | 雨 天 1 8  2  3  6  6  7  4  2  4  3  3  1  40 114  14  

本 l 有効日数 1 19  24 25 21 22 21 25 27 23 2沼 24 26 281  

和 |雨 天 6 4  4  6  4  8  6  5  5  4  3  4  59 172 15  

IJI I  

山 | 有効日数 I 21  22 24 21  24 20 2 3 2 4 2 2 2 5 24  23 273 

香 |雨 天 1 13 8  6  6  6  8  6  5  7  5  8  9  87 192 24 

Lt 1 有効日数 I 14 18  22 21 22 20 23 24 21  24 19  18 246 

姫 |雨 天 1 2  2  3  5  5  6  4  3  4  3  3  2  44 111 15 

路 | 有 効 回 数 1 25 2' 1  25 22 23 22 25 2渇 2 3 2 6 2 4 2 5 290 

村 | 雨 天 I 10 7  6  5  5  7  6  4  6  5  8  8  81 190 20 

岡 | 有効日数 I 17 19  22 22 23 21 23 25 21 24 19  19  290 

生 |雨 天 1 4  2  4  6  7  8  7  5  6  5  4  2  46  156 22 

野 | 有効回数 I 23 24 24 21 21 20 22 24 21  24 23 25 272 

神 雨 天 1 2  2  3  5  5  6  4  2  4  4  3  2  41  109  11 

戸| 有効回数 I 25 24 25 22 23 22 25 27 23 25 24 25 290  

三 | 雨 天 2 2  2  5  6  6  4  3  4  3  3  2  42 鈴

木 | 有効回数 I 25 24 26 22 22 22 25 26 23 26 24 25 290 

屯 |雨 天 2 2  3  5  6  7  5  4  4  3  2  2  44 114 14  

野 l 有 効 H数 25 24 25 22 22 21 24 25 23 62 25 25 287 

柏 |雨 天 4 2  5  5  7  7  8  3  5  4  3  2  54  143  16  

際 I I i 幼日数 23 24 23 22 21 21  21  2泊 22 25 2'1  25 277 

両 国 天 6 2  3  5  7  6  5  4  5  7  2  4  49 117 16  

脇 有効回数 21  24 25 22 21  22 24 25 22 27 25 23 281  

山 | 雨 天 2 2  3  6  6  7  8  6  4  4  2  2  49 117  14 

的 | 訂効日数 I 25 24 25 21  22 21  21 23 23 25 25 25 280  

at )  1  各月 4 拾 5 人により合計と合わない。

2  毎月 2 回休と祭円休( 日柑でな L、)。

3. > 10， > 1. > 30. m m単位。

4.  I i 立近ウ J レウ年があったので 2 月は28とした。

第 4図 降 水 量 2 大 区 分 図

。



? 日本建築協会

~月間の動き

口 昭和42年 5月分 口

理 事 会 |

10日 4 時 - 5 時 於 会館 集会 室

出 席 者 東 畑 ， 塚 本 正 副 会 長 ほ か 12理 事

五十嵐監事

議 事 ( 1  ) 昭和41年度収支決算に関する件

( 2) 昭和41年度事業報告.承認の件

( 3  ) 定時評議員会開催の件

( 4 ) 通常総会開催 の 件

( 5) 昭和42年度委員委嘱の件

( 6) 継続事項承認の件

( 7 ) 建設大臣表彰候補者推せんの件

( 8 ) 入退会者承認の件

( 9) 報告事項

住 宅 委 員 会

住宅展小委 員会

1 日 51時半- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 坂井主査ほか 2 委員

会 場計画，出展業者勧誘の件ほ か

委 員 会

10日 51時半- 8 時 於 会館集会室

出席者 岡橋，黒谷正副委員長ほか 16委員

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長互選の件

( 2) 前年度より継続事業の件

( 3) 新しい事業企画の件

( 4 ) 定例開催日の件

住宅展打合会

19日 6 時 - 8時 半

於ホテ J レ阪神銀座アスタ ー

出席者( 協会) 岡橋， 黒 谷，野々村氏ほか 7 名

( 阪神) 寺田次長ほか 4 名

「よろず相談住宅展」について懇談

住宅展小委員会

26日 5 時 半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 黒 谷 副 委 員 長，坂井主査ほか 4 委 員

議 事 ( 1  ) 出展業者の勧誘について

( 2) 展示諸資料の作成準備について

事 業 委 員 会

委 員 会

9 日 5 時 半- 7 時 半 於 会 館 集会 室

出席 者 政 岡 委 員 長，尾- r u. 窪田 ，近藤， 富 中

中出 ，林野副委員長ほか16委員

議 事 ( 1  ) 正副委員長，幹事の選出について

( 2) 本年度の事 業 計画について

( 3)  5月 - 7 月の事業計画について

( 4 ) その他

編 集 委 員 会

作品作風小委員会

10日 5 時 半- 7 時 半 於 会 館 l 階会議

室

出席者 出江主査ほか 5 委員

6 月号 . 7 月号の作品決定

9月号を四国特集にするととについて協議

委 員 会

12日 4 時 - 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 長 谷川委員長ほか 11名

議 事 ( 1)  5 月号= 都市と流通空間特集経過報

.fr. 

Eコ

( 2 )  6 月号= 住宅と設備経過報告

( 3 )  7 月号= 生 産施設特集経過報告

( 4 )  8 月 号= モントリオール万博特集報

とヒ

Eコ

( 5) 建築の眼・技術の頁について

( 6 )  9 月号以降の特集テ ー マ選定

( 7 )  9 月号= 建設資金特集幹事会につい

て

編 集常任幹 事会

12日 6 時半- 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 長 谷 川 委 員 長 ほ か 4 幹 事

幹事会主査構神氏を互選。42年 9 月 号から 43年

7 月 号までの特集テー 7 について検討し案を作

成 。43年のテ ー7 を「都市J とする 。

建 設資金特集幹事会

29 日 4 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 松田幹事ほか 9 幹事( うち特別幹

事 6 名)

? 月 号 の特集企画としてその企画について協議

した

出 版 委 員 会

建 築の知識原稿検討会

12白 3 時 - 5 時 於 会館 1階会議室

出 席 者 大 沢 総 括 幹 事 ほ か 3 幹事宮武，森

口代理執筆者

第 3 章および第 8 章の原稿検討

建 物および設備と保全編 集委 員会

16日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会室

出 席 者 清 水 編 集 幹 事 ほ か 4 幹 事

議事 ( 1  ) 各原稿内容について

( 2) 出版工程について

( 3 ) その他

教 育 委 員 会

委 員 会

.17日 3時- 5時 於 会 館集会室

出席者 橋本委員長，小西，辛木副委員長

ほか 10委員

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長，幹事の選出につ

いて

( 2) 各小委員会の構成について

( 3 ) 前年度委員会よりの引継事業につい

て

( 4 ) 本年度の事業について

( 5) その他

工高生教育小委員会

31 日 3時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 橋 本 委 員 長 ， 篠 原 幹 事 ほ か 3 委員

議 事 ( 1  ) 第 13回 工高生デザ インコ ンク ー J レ募

集規定作成( 設計課題，審査員) に

ついて

( 2 ) 現場実習指導要領について

( 3 ) その他

法 規 委 員 会

委 員 会

24日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1  ) 建築行政懇話会 ( 4 月26日) の報告

( 2 ) 本年度の主要議題について

建 材 委 員 会

委 員 会

26日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 堀 内，香取正副委員長ほか 6 委 員

「燃焼による有毒ガスと煙」について

説明者 中郁委員および掘内委員長

| 建 築 デ ー タ シ ー 卜 編 集 委 員 会 |

委 員 会

8 日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長，正法院ほ

か7 委員

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長の選出について

( 2) 建築データシ ート 編集企画要綱につ

いて

( 3) 企画小委員会の編成について

く4 ) 編集委員会の顧問 ICついて

( 5) 委員会の定例日について

企画小委員会

22日 5時 半- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長，ほか 7 委 員

議 事 ( 1  ) 企園小委員会の運営について

( 2 ) 資料分類について

( 3) その他

50周 年 記 念事 業 総 務 委 員 会 l  

モントリオール万博視察団アンケート委員会

8 日 正 午- 2 時 於 会館集会室

出席者 内藤委員長ほか 3 委員

アンケ ートに ついて協議

モントリオール万博視察 団班長， 事務局員

打合会

11 日 5 時半- 9時 半 於会館集会室

出席者 島田 ，岩 崎， 中原郡団長 ，谷 口 事

務局 長ほか 10班長. 1事務局員

班長および事務局職員の作業分掌K ついて打合

わせ

モントリオール万博視察団セミナー

15日 1時半- 5 時

於大阪科学技術センタ ー

出席者 中川万国侍協会課長，島田 ，岩 崎

中原富IJ 団長ほか83名

「モントリオール万国博のスライド」近畿電気

提供. i モントリオ ーノレ， 日本万国博の相違点」

中川 万国博協会課長，旅 程，アンケートなどの

説明

|50周 年 記 念事 業 記 念 物 建 設 準 備 委 員 会 |

委 員 会

18日 5 時半- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 橋 委 員 長 ほ か 2 委 員

大阪市津野所長ほか l 名

公園内に建つ休憩所のデタザイン コンク ーj レ応募

案審議その他

150周 年 記 念 事 業 記 念 号 編 集 特 別 委 員 会 |

委 員 会

23 日 5 時 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 ， 政 岡，林 野 幹 事 岡 本

ほか 5 委員

i 50周年記念号」について反省会をかねて訂正

追補などについて協議

50 周 年 記 念 事 業

物故者慰霊E祭

13日 2 時 - 4 時 於 中 央 公 会 堂 3 階

出 席 者 遺 族 約 l∞名

来賓および会員 32名

モントリオール万博視察団出発

24日 19時40分 羽 回 発 ( カ ナ ダ 太 平 洋

航空)

歓 送 会 16時より羽田東急ホテル 7 階ホ ール で

開催，東畑会長， 吉田団長代理の挨拶

岩崎副団長の音頭で乾杯，旅程の平安

と視察の成果を誓いあった。
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暑中お見舞申し上げます昭和昨盛夏

設 計 事 務 所 有 志

石 川 建 築 事 務 所

石

石

J  11 

J  11 

寛

宏

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1  1  電 話 (779) 9  4  9  1  - 2  

株式会社 大 阪 建 築 事 務 所

取締役社長 高 橋 慶 夫

本 ネ 土 並 び に 支 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441) 9351(代)

東 京 支 所 東 京 都 港 区 赤 坂1丁目 l 番14号 (溜池東急ピル) 電 話 東京 (5お) 8169 

名 古 屋 支 所 名 古 屋 市 中 区 栄2丁目6番地12号( 白川ピル) 電話名古屋 (221) 8569 

九 州 支 所 北 九 州 市 小 倉 区 紺 屋 町1丁目 20-1( 丸 源 ピ ル ) 電 話 小 倉 (52) 52 11 

22小 林 得 志 建 築 事 務 所

代表取締役 林 得
士

心

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤 田 ピ ル 内

電 話 341- 5  6  5  8  - 9  ( 直通) 341  - 6  2  5  1  - 5  ( 交換)

ヤヴマ

株式会社 玄建築設計事務所

代表取締役
川 島 春 秋

日本建築家協会々員

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 8 ( 松 竹 関 西 支 社 ピ ル 2 階)

T  E  L  ( 直) 211 - 6  8  7  5  213 一 0 8 7 5  ( 交) 211 - 5  6  3  1  

@  株式会社 昭 和 設 計 事 務 所

設計 ・監理

取締役社長
岡 本 行

主主

Eコ

大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 1 - 8 四 ツ 橋 ピ ル T E L. 代表 532- 0  4  1  5  
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所才気事築建

田中

小 西

取締役社長

株式会社

i  回

甲

小

川

同

表

表

番

代

代

5

5

4

大

目

ω

η

~

日

目

4

2

3

ハ
U

t

O

1

t

q

J

必

q

R

U

2

6

1

 

日

お

初

2

手

口

乎

ロ

壬

ロ

手

自

号

a
n

崎
ヨ

ロ

奇

-

ロ

母

-

ロ

電

電

電

電

小 西

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0  

東京都千代田区神田鍛冶町3 ノ3( 大木ピル内 )

名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内)

大津市梅林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内)

本 社

東 京 事 務 所

名古屋事務所

大 津 事 務 所

竹 内 建 築 事 務 所
株式会社

真藤内

茂ホ木

電話 (641) 5  0  8  9 ・ 1 1 5 6  大 阪 市 浪 速 区 元 町 1 - 7 4 2 ( 藤本ピル)

所

マ矢

3唱力築 事畑 建東
株式会社

東 畑 謙 三

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 了 自 19 電 話 大 阪 (06) 202- 0391 

東京都千代田区永田町 2 丁目 4 番 3 号 電 話 東 京 (03) 581- 1251  

( 永田町ピル)

名古屋市中村区広井町( 交通ピル 3 階)

九 州 支 所 ・広 畑 支 所

電話名古屋( 脱) 541- 4391 

代表取締役

本 社

東 京 事 務 所

名古屋事務所

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

次本 猛塚
取締役社長

森 建 築 事

村 野 藤 吾

材守二 申

) fJ K  J じρ

六 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  1  

研 究 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 茅 場 町 2 - 3  

2  3  6  1  ( 大代表)

務 所

電話 (203)大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 3 8 番 地

村里子

電 話 (622) 0  9  2  6 代表

電 話 (271) 7  9  0  1  

電 話 (661) 7  1  5  8  

• 

株式会社安井建築設計事務所

見4

(202)  3836附

(261)  5101(的

(961)  1861(的

手

白

手

白

手

白

電

電

電

正

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 3  4  

東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 - 1  

名古屋市中区錦 3 - 24 ( 日本生命ピル)

里子{主代表取締役社長

本 社

東 京 事 務 所

名古屋事務所
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暑中お見舞申し上げます 昭和昨盛夏

建

ラ凡

員又 業者 有
二1:::

Jl与、

⑬ 

株 式

会 社 ?受 ?召 組

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社 ・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の 1 電 話 代 表 (762) 0  2  5  1  

支 庖 ・東京 ・名古屋 ・札幌 ・仙台 ・福岡 ・広島

営業所 ・秋田 ・岩手 ・水戸 ・千葉 ・立川・ 横浜 ・新潟 ・北陸 ・静岡・ 岐阜

長野 ・三重・奈良 ・京都 ・郡山・和歌山 ・神戸 ・高松 ・徳 島 ・熊本

Q)  

式

社

株

会 新 一 工 務 所

取締役社長 新 順

本 庖 ・大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 一 丁 目 四 三 電話代表大阪(313 ) 133J番

支 庖 ・東京都千代 田区神田猿楽町二丁目七 電話代表東京 (291) 3741番

営 業 所 ・神戸市葺合区八幡通五丁目六松井ピル内 電話神戸 (22) 3316番

- 名古屋市中区錦三丁目 十七番十一 号 包 括 名古屋 (971) 2253番

・尼 崎 市 三 反 田 字 生 田 四 十 屯話 大 阪 (429) 4009番

• 安藤建設株式会社大阪支庖

取 締 役 大 阪 支 庖 長 鎌 田 幸 二 郎

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 (441) 3788 ・9365

本 社 ・東京都中央区八 重州四丁目七番地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・ 広 島

営業所 ・千葉・績浜・水戸 ・盛岡・新潟 ・神戸・ 沼津・札幌 ・宇都宮 ・北九州・ 熊本

@  
ホAヱ朱ミ、

式

大 林 組社

取締役社長
大 ネ木 芳 良日

本 庖 ・大阪市東区京橋 三丁目七五番地 電 話 大代表 (941) 8  6  1 番

支 庖 ・東京 ・札幌 ・仙台 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・高松

@  
株式会 社 奥 村

社 長 奥 村 太 四 郎

事E

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 l の 5 1  電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・ 北 九 州、|
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間
鹿 島 建 設 株 式 会

鹿 島 守 之 助

社

ム

E

長

社 長 渥 美 健 夫 大 阪 支 底 長 橋 本 正 二

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 三

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七一( 瓦町ピル) 電話大阪 (202)代7461・8166

e  雲 を 神 崎 組 大 阪 支 庖

取締役支庖長 佐 伯 武 男

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 (341) 7  3  7  1  - 4 番

本 庖 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電話代表姫路 (23) 2021- 3  

@  

株 式

会 社 熊 谷 組 大 阪 支 庖

常務取締役支店長 泉 治 郎

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町二二番地 電 話 (260) 2111番( 大代表)

支 庖 東京建築 ・東京土木 ・北関東 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・札幌・仙台

取締役社長

鴻 池

鴻 池 藤

組ｾｾ＠ 株式会社

本 庖 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7 電話 代 表 ( 462) 1  6  3  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島 ・松 江

画
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣 治 ・ 大阪支庖長 山 本 良 勝

本 社 ・東京都中央区日本橋本町 4 - 8 電 話 東 京 (661) 1231  ( 代表)

富 山 市 桜 木 町 l 番 1 1 号 電 話 富山 (31) 6531  ( 代表)

大阪支庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221  ( 代表)

支 店 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 Ip，lrt . 福 岡 ・仙 台 ・広 島

⑧ 
清 水 建 設 株 式 会 社

会 長 清 水 正 雄

社 ，長 吉 川 清 一

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 r ノ

常務取締役支庖長 白 井 周

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 二 ノ 二 電話 (443) 5  4  3  1 大代表
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島藤建設工業雲を大阪支庖
@  

(462)  2  2  2  1  - 8  

(372)  6  0  0  1代 表

，....L-. 

疋

東京

大 阪

里子

電話

電話

月

東京都渋谷区大和 田 町 7 7番 地

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2

長庖支

社

庖

本

支

イゑヌ色遣訟株式令私
‘惨

美

電話 (202) 代表7421番

電 話(353) 代表5111番

1易

大阪市東区北浜五丁目二二番地( 新住友ピル 2 号館)

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 三 番 地

宮常 務 取 締 役 大 阪支 庖 長

大阪支 j苫

本 庖

組

I=t  

I司銭

式

社

株

会。
取 締 役社 長 銭 高 輝 之

大阪市西区阿波座上通 3 丁目 2 番 地 電 話 大 阪 (531) 6431番 (大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青 森 ・ 秋 田 ・盛 岡 ・ 前 橋 ・新 潟 ・ 千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・津

京 都 ・神 戸 ・岡山 ・高 松 ・松 山 ・ 北 九 州 ・ 熊 本 ・長 崎 ・大 分

本 庖

支 庖

営業所

社
ｾ蜘
ｾ＠株 式

吾凡

昌又建成大
⑤ 

専務取締役

支 庖 長
良日芳田平田

T E L 大 阪 (252) 1131大 代 表大 阪 市 東 区 南 本 町 4 丁目 2 0 番 地大 阪 支 庖

社
ｾ怜
ｾ＠式株業工銭大

⑥ 
恵正藤伊代 表取 締 役 社 長

話 ⑩ 0 1 7 1- 5 番電地番8  3  町屋茶区ｾｴ＠市阪大

山先日福子米屋古名j幸寺王天庖支

大 日 本 土 木 忠 大 阪 支 庖

⑧

 

山 田

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地

東 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町 1 9 番地

岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目 三 番 地

東 京 ・ 名 古 屋

神 戸 ・京 都・ 奈 良 ・和 歌 山 ・岡

九 州 ・静 岡・ 長 聖子・新 潟 ・機

豊

電 話 (341) 代 表 5 9  3  1  

取 締 役 支 庖 長

岐 阜 ( 2  ) 代 表6141電 話

東 京 本 社

本 庖

支 庖

営 業 所 山

葵

山 ・福

浜 ・ 千
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パ九

てV
結 竹 中 工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬

⑧ 
銭 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 唐

常務取締役支庖長 勝 田 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ビJレ) 電話 ( 358) 0321 ( 代表)

本社 東京都千代田区神田三崎町二丁目六番地電話東京 ( 263) 3411 ( 代表)

@

 

戸 田 建 設 雲 語 大 阪 支 庄

取 締 役 支 眼 加 納 秀 雄

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 電 話 ( 364) 1  6  5  1  ( 代表)

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 1 丁 目 1 6 番 地 の 2

大阪支庖営業所 ・ 京都 ・ 神戸 ・ 福井 ・ 金 ｾ ＩＨ .  富 山

I T、
てコ

飛島建設株式会社大阪支底

常務恥締役支庖長 小 林 正 雄

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 ( 942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 - 3  - 2  8  

@  西松建設株式会社関西支庖

取 締 役 支 阪 上 田 明

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番地電話東京大代表 ( 502) 0211番

支 庖 大 阪市東区釣鐘町 2 丁目 4 1 番地 電話大阪大代表 ( 942) 1131番

@  去 を 間 組 大 阪 支 庖

恥締役支店長 遠 藤 巌

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二 丁 目 七 O番 地 電 話 (203) 代 表 2 8 2 1  

本 庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地電話東京 ( 402) 代表8171

支 庖 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡
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庖務工木藤

式

社

株

会@  
庖 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 電 話 大 阪 06( 942) 1461(代 )

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 電話 東京 03(357) 1611(代 )

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 0 0 電 話 倉 敷0864(22) 3330(代 )

香川県高松市丸ノ内十一番地ノ十二 電 話 高 松0878( 51)  7272 (代 )

出張所 ・福 岡 ・京 都 ・名 古 屋 ・ 津 岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島

本

支

大阪支庖組田藤
株 式 会 社

告惨
介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 二 丁 目 三 八 番 地 唱，lrl:j (362) 代 表 7 6  7  1  

木 社 ・東 京 mi 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 四 ノ 六

支 l占 ・横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・ 九州、| ・札 幌

之文賀古

役

長

締

!占

取

支

前田建設工業株式会社大阪支庖

③ 
中

口

田光田島
常務収締役支! 占 l乏

7E話大阪 (942) 130 1  ( 代表)番 地7  丁 目大 阪 市 東 区 石 1
6T 2  :支 l占

電話東京 (265) 5551番( 代表)東京都千代田区富士見町2丁目 10番地の26号本 社

真柄建設株式会社大阪支庖

4t 
常務取締役

支 庖 長

大 阪 市 天 王 寺 区 生 王 寺 町 六 番 地 の 七 電 話 大 阪 ( 772) 代 表3813番

金沢市彦三町 1 丁目 1 3 番 4 3 号 電 話 金 沢 代 表 (31) 1266番

束 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 北 陸

富 山 ・福 井 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 - 広 島 - 新

重ネナィ奈

支 庖

支 庖

営 業所 j勾

手E本ず松
株 式 会 社。

推ホナ不公
収締役社長

電 J古代表大阪 (352) 1131  社 - 大 阪 市 北 区 空 心 町 一 丁目 七 O番 地木

副，島 ・福屋 ・広古'!'J/: . 名
京 ・札開 ・東

+
文

阪 支 庖盟 大

内

井 建 設

ーーーーー--' ・‘

ーーー...... ・-

ーーーーーーー..... ・.

⑥ 
久

屯話大阪 (361) 代表7651

電話東京( 加) 大代点前51

屋 ・広 島 - 福 岡

山 ・滋 賀 ・高 松

慶

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 高IJ 笠 IIIJ 一 五 番 地

本 社 東 京 n! i中央区日本紙室IIITニ ノー( 三チ|二ピル )

支1，1; 所 在 地 札 幌 ・仙 台・横 j兵 ・名 古

大阪支 ｬ 占管， ｾ 富沢業 所京 自15 ・fil l
戸 ・手口 ;炊

竹

'r1;;; ，f 先取締役

支 JJ， 長

82 



。

⑩ 

① 

"..，、、

マV

⑬ 

① 

株式会社 森 組

取締役社長 FオF木てこ

幸 治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283 - 7 番

( 支}; ! 5 ) 東 京 ・名 古 屋 (営業所) 奈 良 ・和 歌 山 ・尼 崎 ・神 戸 ・岡山

株式会社 森 本 組

代表取締役社長 YオF木てこ

本 積 釜Eコ

本 社 大阪市天王寺区夕陽 ケ丘 町三番地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島

営 業 所 松 江

出 張 所 神 戸 ・奈 良 ・紀 南 ・河 合 ・米 子 ・椎 田 ・興 津 ・上 松

伊 勢 ・木 曽 川 ・八 王 子 ・下 北 山 ・ 和 知 ・鮎 沢

株 式 会 社

近 畿 建
貢-又ｾ＠

代表取締役
J  I  [  崎 敬

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3 電話大阪(代)(532) 0081- 5  

滋賀支社滋賀県栗太郡栗東町字上鈎中教団171 電 話 近 江 守 山 3 5 6 5

水 野 建 設 盟 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 水 野 正

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 1 2  0 番 地 電話大阪 (341) ( 代) 3  9  3  1  - 3  9  3  3  

工作場 寝 屋 川 市 大 字 高 宮 電 話 寝 屋川 (21) 0  3  9  5  

本 社 京都市下京区西七条市部町77 電話 (37)8052・8277・5360・7422・7425

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

望 月 建 設 株 式

左〉

Z 玉三 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 一 ノ ー 八 電 話 大 阪 (344) 8  6  5  1 代表

工 作 所 豊 中 市 島 江 一 丁 目 ー 電 話 (392) 4  8  3  1  - 2 番

株 式 会 社

代表取締役

盛

日記

斗 且L

工 務 庖

道 雄

本 社 ・大阪市旭区赤川町二丁目八番地電話大阪 (921) 3471(代表)

営業所 ・神 戸 市 ・ 福 岡 市 ・ 西 宮 市
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• ネ之z朱bz 、

式

井 上 組社

取締役社長
井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都島区東野田町二丁目 一五 番 地 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出張 所 神 戸 市生 田区加納 町三丁目二番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

戸、

，，¥*.1 

式

社

株

会

A 、
7  西 組

取締f支社長

ρ、
7  西

喜
一
吋雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話 (772) 1  2  5  1  

支 届 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電話 ( 354) 0581- 5

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 四 丁 目 四 番 地 ノ ー 電 話 (33) 6  0  6  0  

出 張 所 埼玉県所沢市大字中富字北見元秋津分990番地 電話所沢 (22) 6263

俗

切

株 式 舎 紙 風 組

取締役社長 岡
良日

本 社

点 京 支 庖

名古屋支底

福 岡 支 庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 堂 山 町 8 9  

東京都港区南青山 4 丁目 21番25号

名 古 屋 市 中 区 栄 3 丁目 23番 14号

福 岡 市 舞 鶴 1 丁目 1 番 5 号

神 戸 ・ 尼 崎 ・ 岡

' ; l L話 (313) 1121(代表)

屯 話 (404) 6111(代表)

屯 話 ( 251) 9  7  0  5  

電 話 ( 74) 1  9  1  7  

山

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長
中 積治

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 1 丁目 31番 地 屯 話 (531 ) 代表5801

神戸営業所神戸市立合区八幡通 5 丁目 6 番 地 屯 話 (23) 2  7  1  4  

H1 1; 長 所 東 京 ・ 和 歌 山 ・ 松 山 ・ 西 宮

⑩ 
株式会社

坂 井 組

代表取締役
坂 井 正 夫

本 j苫
大阪市北区太融寺町五六番地 '71i 話 代 表 (341) 9  3  3  1  

営 業 所 西 目 市

U1 1; 長 所 河 内 市 ・奈 良 市 ・和 歌 山 市 ・堺 市

。 大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長
木 戸 口 信 義

(本 庖) 大阪市天王寺区北河 堀 町 五 四 番 地 電 話 大 阪 ⑪ 代 表2672 ・3880

(3芝 居) 東京 ・和歌山 ( 営業所) 京都 ・堺 ( 出張所)泉 大 津 ・河 内 長 野
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お長谷川工務唐ビル総合建設

。
取締役社長

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 の 4 0  T  E  L  (203) 5661  ( 代表)

東 京 都 渋 谷 区 栄 通 l の 5 T  E  L  (463) 5451  ( 代表)

名古屋市中区錦2丁目 17の30( 河越ピル)T E L (201)  7 9 5 6 - 8  

神 戸 市 葺 合 区 坂 口 通 7 の 1 T  E  L  (23) 7  2  3  8  

本 社

東 京 支 庖

名古屋出張所

神 戸 出 張 所

社建 設 株 式 会

取締役社長 庄 野 勝

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 5 7 番 地 電 話 大 阪 (271) 4771 

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 4 丁 目 l 番 地 電 話 東 京 (567) 1751  

名古屋市中区南大津通 5 丁目 1 1 番 地 電 話 名 古 屋 (251) 7551  

沿申告V T 竺事与丁1 目l l g 遺著書括宮 j232237

千 葉 県 木 更 津 市 桜 井 字 仲 町 1 2 6 電 話 木 更 津 6 1  7  1  

北 九 州 市 八 幡 区 白 川 町 2 番地の 2 電 話 八 幡 (68) 5867 

繍 浜 ・ 茨 木 ・ 神 戸 ・ 岡 山

不

本 社

東 京 支 社

名古屋支庖

北海道支底

仙 台 支 底

千 葉 支 庖

九 州 支 庖

営 業 所

④ 

屋
力、

りめあ株式会社。。
良日太慶里子前取締役社長

電話代表 ( 371) 2931番

応務

大阪市大淀区豊崎東通 3 丁目 13の 5 番地

工山

三 位

同

仮事務所

式

社

株

会

⑨ 

来原湯代表取締役

3 9 5 1 - 4  電 話 大 阪 (993)5  0 番 地
守 口 市 八 雲 西 町 2 丁目 l

ill 井新
株 式 会 副

$  

西 富 市 池 田 町 9 番 1 8 号 電 話 西 宮26- 31l l ( 大代表)

大 阪 市 北 区 芝 田 町 7 2 電 話 大 阪 372- 501l (代 表)

東 京 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 広 島 ・高 松

金 沢 ・ 水 島

本 社

大 阪 支 庖

支庖 ・営業所

出 張 所

大木建設株式会社大阪支底@  

次

電話 ( 538) 3075( 代表)

電 l活(403) 4131(代表)

末木

大阪市西区南堀江通 3 丁目 3 番地

東京都港区元赤坂 1 丁目 2 番 l 号

大常務取締役大阪支庖長

大阪支庖

本 社
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組岡。金
株式会社

ｾ＠
R久

住主手リ岡1金
代表 恥締役

電話 (779) 代表7731- 5  大 阪 市 天 王 寺 区 椎 寺 町 6 6 番 地

十士会式株設建和

Ｍｾ・・Ｎ

・ー_.・‘

・一一__..

争
良日

T E L  (301) 代 表6636- 9  

T E L 東 京 ( 431) 2720 ・6814

T E L 京 都 代 表 (84) 8 8 9 7

T E L 川 口 4 1 0 0  

T E L 高 槻 ( 74) 6  0  1  3  

b  

Y  本

大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 町 4 3 1

東 京 都 港 区 西 新 橋 2 丁目 19番 l 号

京 都 市 右 京 区 西 大 路 五 条 上 ル

川 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  

高 槻 市 芝 生 町 4 丁 目 5 番 2 号

森
代表取締役

本 社

東 京 支 庖

京 都 営 業 所

東 京 工 場

高 槻 工 作 所

東海興業株式禽祉大阪文窟
⑪ 

英

(313) 代表0451番

T  E  L  (35) 6  7  4  7 番

T E L  

不公

大 阪 市 北 区 梅 田 町 2 7  ( サンケイピル)

神戸 出張所 T E  L  (23) 5  1  0  0 番 京 都 出 張 所

常務取締役大阪支庖長

社

芝〉

エヨミ式株設建東日
駒

夫

電 話 大 代 表 (265) 4281  

電話 (351) 0  6  2  3  - 6  

俊

宝

長

取 締 役

大阪支庖長

東京都千代田区平河町一丁目二ノ 十二

大 阪 市 北 区 末 広 町 1 2  ( 新末広ビル)

長 久 保

榎

社

本 社

大阪支庖

社

b. r  

p ミ式株設建本日

③ 

政

T  E  L  (261)  7  5  9  1  - 6  

台 - 札

重田

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  

東 京 ・名 古 屋 ・福

生
長ネ土

社;本

支
国四*見仙|司庖

社

d .  

ｾ＠式株手E

E

・

E

・-

-------

E

-

E

E

-

-

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・ 4 1 4 9 ・ 4 1  4  0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0 3 の 2

話 (791) 2  7  4  4 番

--

E

E

l

ノ

/ .、

' に1長
取締役社長

大

電

大

電

ネ土

工 作 場

本
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阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

取締役会長 泉 谷 平 次 郎

取締役社長 藤 原 正 一

大 阪 市 北 区 梅 田 町 9 3 番 地 電 話 (312) 5  6  9  1  - 5  

西 宮 市 池 田 町 4 の 3 1 電 話 西 宮 (22) 3  4  3  3  

神 戸 市 灘 区 御 影 町 上 東 8 0 2 電 話 神 戸 (85) 5  3  6  2  

芦 屋 ・尼 崎 ・ 京 都 ・ 川 西 ・寝 屋 川

グ h、

v  

本 社

西宮営業所

神戸営業所

出 張 所

社

芝〉

エ三
式株設建

ーーーー-'・‘

不

z  
ーーーーーーー..... ・.

吾 郎

大 阪市西区阿波座上通 4 - 8 電 話 大 阪 (06)541- 5534代 .9301代

東京都新宿区淀橋 4 4  1  - 4  電 話 東 京 ( 03) 377-5171代

名 古 屋 市 中 区 薮 田 町 41 電 話 名 古 屋 (052)321- 8481代 表

京 都 (21) 5636代 表 ・姫 路 (36) 5111代 表 ・ 大 垣 (78) 2876 

口山取締役社長

社

庖

本

支

主〉

プエミ

取締役社長 矢 島 浩 三

東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 五 番 地 電 話 東 京

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪

ア 守 匂 仁 平 信 也

支庖 ・営 業 所 仙 台 ・名 古 屋 ・ 福 岡 ・浦 郡 ・和

社式株設建島

出張所

矢。

号

代 1436

代5837

(572) 

(271) 

本 社

大阪支庖

山

庖

専大

務工
田米株式会社

。ぅ
衛

男

田 治 郎 兵

田 良

米

米

取締役会長

(771) 代表 7 7 7 1  T E L  

代表取締役

大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 町 7

神 戸 ・悩 同 ・ 西 '山

本 社

営 業 所

昭和42年盛夏し上げます暑中お見舞申

設備業者有志建 材
• 

ア ス ニ ュ ー 式 防 水 工 事

ア ス ニ ュ ー シ ン 吹 付 工 事

7 ) レケイアスフアルト床工事

7 ) レケイアスフアルトプロ γ ク工事

工

コ ン ク リ ー ト は 勿 論

鉄 ・木 ・ガラスに濡れていても接着する

ゴム状の ｾｩｪＨ 力性ある

ポ リ ウ レ タ ン ・ 合 成 ゴ ム の 塗 膜 防 水 剤

、ポ リ シ ー ルゃ

施

アスニ: : 1- - 工業株式奮i

任責
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冷暖房機器 エアロマスター ・エアロスポット

空 調 附 属 品 吹 出 口 ・吸 込 口 ・そ の 他

王T ロマヌ守ーヌ" 株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 5 0 番 地 TEL (312) 0  3  3  1  (代)

営業所 東 京TEL (342) 492H代) 名古屋TEL (582) 3866 九州T E L (74) 8500 

⑥ 
株式会社エバレヂン工業所

特 許 第421051号

エパレヂン合成樹脂防水剤

製 造 販 売 及 防 水 工 事 施 工

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目25 ( 武田ピル )

でttJ 古 (203) 7  0  7  1  - 5  

東京営業所東京都中央区日本橋村松町32田中ピル

1lti古 (851) 8  8  0  8  (866)  4  8  8  9  

陶磁タイル ・オリエンタルモザイコ

開 Ｘ タイｽｾ衛令

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 l ノ 1 9 電 話 (443) 9  1  3  2  ( 代表)

d 傘 、

、宇ジ7 司 昔 前 回 呂

代 表 者 田 中 R否 雄

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側)

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 四 丁 目 2 5 電話 (992) 3  8  2  2  

鉄 筋 ラ ス ・ 親 子 ラ ス ・ ダ イ ヤ ラ ス

中 川 ラ ス 製 作 所

代 表 者
中

ー

l

 

''E
，
，
，

 

安蔵

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 1  但し十合百貨庖北ノ辻東ヘ入ル南側

電 話 (271) 5  2  2  8  - 9 ・ 8 2  4  8  

。

日 新 工 材 株 式 会 社

代 表 取 締 役 井 土易 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 (541) 3785- 6 ・2721

倉 庫 ・ 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  
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。e

⑥ 

ゐ

、・F

翻

+  

w  

プ ラスチ ック床材

ｾＱｉ Ｎ［ＧＴ 砂 ｖｾｈｩＭｃｏｌｏｒ
日泉化学工業株式会社

本 社 新 居 浜 市 新 田 町 三 丁 目 7 の 1 7 電話 ( 2 ) 4171 (代表)

営業 所 大 阪 市 西 区 立 売 堀 南 通 り 5 の l 住 友 銀 行 ピ ル 電 話 (541) 3352 ( 代表)

東 京 ・ 名 古 屋

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー

ホイスト ・リフト ・クレーン ・エスカレータ

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K. K.  

本 社大阪市大淀区天や11f，fi;筋六丁目 天六阪急ビル' ; u : ;i ，fj 大阪 (351) 4927聞

東京営業所 東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル電話東京 (822) 0995(1¥)  

工 場大阪市来淀川区小松中. i l [ j 5 丁目 6 i存地屯活大阪 (328) 0363附

宇 都 セ メ Y ト

宇部興産株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 3 - 51  ( 桜橋東洋ピル) 電話 (361) 1361  ( 大代)

本 社 宇 部 市 西 本 町 1 - 1 2 - 3 2

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 霞 ヶ 関 3 一 7 - 2  

そ の 他 支 庖 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 高 松 ・新 潟 ・岡 山 ・静 岡 ・小 倉 ・千 葉 ・ 姫 路 ・横 浜

大 阪 セ メ ‘  トJ  

大阪セメン ト株式会社

本 社 大阪市北区堂島浜通 1 丁目 5 7 番地 電 話 (361) 1231  (大代)

支 底 大 阪 ・名 古 屋 ・東 京

工 土易 大 阪 ・伊 吹 ・高 知 ・横 浜 ・芝 浦 ・市 川 ・堺

イ豆 zえ セ メ ン

住友セメン ト株式会社

大 阪 営 業 所 大 阪市東 区北浜 5 丁目 2 2 番地

新住友ピル銘 2 号館 2 階 電 話 北 浜 (203) 2321  ( 大代表)

本 社東京都台東区東上野5丁目 2 番2号 電 話 東 京 (843) 1111 (大代表)

出 張 所 青 森 ・ 仙 台 ・富 山 ・名 古 屋 ・小 倉 ・広 島 ・高 松

アザノセメシト

日本セメン ト株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 l 番 地 大 阪 神 ピ ル 7 階 電 話 大 阪 (361) 3351- 8

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁 目 4 番 地

支 庖 北海道( 札幌) ・ 東京 ・ 名古屋 ・ 大阪 ・ 九州 ( 北九州 )

営 業 所 仙 台 ・ 新 潟 ・ 富 山・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡

8 9  



社

空 調 設 備 の 頁

嘆

4凶見Fi' )'$_P.斤

金沢 ｩＺ ｾＧ 業 所
品 ｾ ｊｉ Ｚ ｌＧ Ｎ ｂ ｾ 民向 ｴ
ｉＴＵ 怯 ｮ ｾｾ 民 ｆ 斤
ｬ 話 ｊｉ ｉ ｉｈｾＧｪｇｲｦｲ

本 社

出張所

大 阪 盾 大 阪 市 西 区土 佐堀通 1 の 1

創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・水 族 館設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 唐 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千代田ピル 5 1  4 号

電E舌 261(代、0641

京 都 庖 京都市南区西九条春日 町4 8 番地 電 結 68(代) 1781

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備 設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《長
雲喜朗目玉業社

大 阪 市 東淀 川区加 島町 3 5 7 電 話 (302) 2271- 9  ( 代)

大阪支社 同 上

東京支社 東京都港区芝j兵総町 2 ー 7 電，lii (434)  6171 (大代)

支 庖 北 海 道 ・仙 台 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 盛 岡 ・釧 路 ・術 ｩｊ ｾ＠

冷 暖 房 y  6 S サ ッ シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 速織 機 械

厨 房 7 ・ーー守 化 学 鉱 山 機 械

三機 工 業 芸 誌 大 阪 支 庖

取 締 役 柱 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 桜E 口 』券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 唐 東京 日比谷 ・三倍ピ ル

支庖 出 張 所 名 古 屋、補問、札幌、広島、仙台、

富山、金沢、 静岡、高松

General  E l ectri c ( G.  E ) 社 製

冷 暖 房 機 「ゾ ン ナ ル/ ，ウェザートロ均そ の他 各 種 冷 暖 房 機

温 水 ボ イ ラ ー f ，、イテンフ J (西独WE B S T O社技術提携)

酋 日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪市北区老松町 3 - 56( 西天満 ピJ レ) 氾，li 'i (364)  2238(代表)

東 京 都 中 央 区 笠 岸 ぬ 1 - 1  0 電話 (551 ) 1079 ・1617

名 古 屋 市 南 区 大 磯 通 2 - 7 包括 (821) 3  5  5  8  

八 嶋 浜 市 大 錦 町 3 包 括 八怖浜 514'1 4  

本 社

東 京

名古屋

四 国

空 気 闘 和 ・ 衛 生 股 傭

設 計 施 工

株式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6 電話( お4) 代表7031

支 庖 東京都千代田区神田小川町2丁目1 電話 (292) 代表7751

広 島市紙屋 町 1 丁目 2 番 2 2 号 電話 (47)代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁目 8 番 1 2 号 旬結 (76) 代表3795

出張所 名古屋市中村区広小路西通3丁目9 電話( 弱1) 2  9  4  8  

富 山 市 堀 川 小 泉 町 2 8 6 電話 (31) 2  2  7  4  

金 沢 市 下 新 町 8 電話。4) 4  0 8 9  

福 井 市 西 宝 永 町 2 丁 目 1 1 3 電話 (22) 1  5  9  6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 1 4 7 電路 (21) 5  0  9  8  

設 計施 工

生

気

水 ・街

房 ・換

排

冷

給

R量

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大阪3711奇7151 ( 代表)

京 郎市東山 区 大和大 路 正 面 上 ル 電 話 京古1156局4945 ( 代表 )

神 戸 市 生 田 区 下山手 通 六 ノ ー ・電話神戸34局 5 8  9  2  

水 道 ・衛 生 ・日愛冷房 ・其 f也管 工事

設 計 並 施 工

( 旧 斎藤 久 孝事務所 )

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 鹿

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東 京 都 千 代 田 区 大 手町 2 の 8 番 地 ( 日本ピ J レ)

ｾ ＧＱｪ［，ｬ舌東京 Ｈ ＲＷＰ Ｉ 7  4  1  1 番 ( 代 表)

そ ｍ 見市南大通西 Ｔｔ 目 ｬ ｾ ｬￆｾ［且銀ピル 吐 .1[，札帆⑫

毛 沢 市 尚 1湖 町 2 ｉｩ ｦｔ ＧＶ り屯 ｕｩ 金沢 ｾＲ ￲Ｗ Ｔ
制 } t 市 御 幸 2 の I ， Ｑ ＡＮＡ ｛ ， 骨 川 ［ｾ

般 市 2  得 丁 9 ｾ Ｑ ｴＺ ｩ ［ｲ［ ［ ｩ 王将前Ｎｲｬ ｬ ｑ ｲ［
ｉｾｉ 山市大ｦｊ｜ 3  8  0 の i ';'if: i討 i両日e2ii 5486

暖冷房・換気・温湿度調整・衛生諸設備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株 式 会

代 表 取 締 役 田中 喜久雄

大阪出 張所長 猪 俣 英 雄

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 3 - 1  電 話 ( 201) 0181(代 )

大 阪 市 北 区 樋 / 上 町 5 電 話 ( 363) 410 8 - 9  

名古屋市中区 丸 / 内 2 ー 17- 10 電 話 ( 231) 3046 ・6007

福 岡 市 東 淡 町 3 8 電 話 ( 74) 6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

株 式

会 社

社業 株 式 会工賀須

備

凡

R

P

生

『
エ

同

工

株

ほ

施

一
房

子

計

暖

併

設

気

i

居

弔

電

衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 据 通 1 丁 目 1 4  

社

取 締 役社 長 菅 谷 三 郎

大 阪市 西 区江戸綴 1 - 6  0  11J:.l ii (441) 8231 大代

東 京 ・ 名 古 屋 福 岡

京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・必 松 広 烏 ・熊 本 ・愉 j兵

札 幌 ・仙 台 ・新 潟 ・富 山 ・金 沢 ・悩 j下

A

Q

一

A

大 阪

本 庖

支 庖

出張所 庄 一 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業所 一 広 島 出張所一北 九州

支

冷 房 ・暖 房 ・ 温 湿 度調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 (351) ( 代 表 ) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (811 ) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・仙 台 ・ 高 松 ・広 島

空気調和装置・塗装・衛生設備

設 計 施 工

社

支 庖

材

大

建
株 式 会 社

ヰ土本

阪

ぬ 二 丁 目 ( 新朝日ピ J レ5 階)

電話 大阪 ( 203) 3  7  2  1  (代)

東京都中央区銀座西 6 丁目 3( 朝日ピノレ 8 階)

名 古 屋 市 中 区 錦 2 丁 目 2 ノ 1 3  

札 帆 広 砧 ・ 神 戸 ・北 陸 ・仙 台 ・ 松 山

中 ノ大 阪 市 北 区

本社及東京本庖

支 庖

出 張 所
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空 調 設 備 の 頁

(i ，"O" Ｒ 名 ｾｑ 震屍観 ｓ
- 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ・ . ， 司 1 ・I U :・

ー1=電'ー....". . . . . 、 :l lU羊キャリア工業( 株) 製品販売底 ・持 約 工 事 応

! ∞! 日本冷熱工産株式会社

てヨ〆 本社及大阪営業所語薄暗ま甲山l匂川

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

:  (361)  5  1  7  7  ( 代)

大 阪 市 北 区 宮 吉 田 町 3 0  電 活 I (364) ei 9  :， :， ( 代)

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

'1l! ，]舌 (211) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

'I I! ，]舌 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

1電 話 ( 971) 3  6  2  1  

仙 台 支 自

名古屋支底

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

給 -排水 ・衛生 ・消火 ・暖冷房設備

品主4

-← 
妻11

6!!! 高回
西原衛生工業所大阪庖

株式

吉社

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

電話大阪⑩ 3531 番大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11

社本

給 水 衛 生 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
社

A

S

A

 

式株業工山平

出

U

'
+
i
'
 

平

丁 目

( 443) 代 o 3  3  1  

番2  

ム

ロ

小
山

2  

平

大 阪 市 西 区 江 戸

電 話 大 阪 ( 441) 代 1 9 9 4  

堀

取締役社長大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 l ー 2 5  ( 新大ピル)

"1[ Jt 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 石田J 4  - 2  ( 三井第二日IJ 館)

東 京 ・名 古 屋 出 張 所 九 州

鳩 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 郎 足 立 区

社

庖

場

本

支

工

生・消火設備

工

暖冷房・給排水・衛

設 計 施

空 気 調 和 設 「

一安計施工

換気・除塵設備固

く m哩型里コ

東 洋 然 工 業 機 式 会 祉 大 阪 安 庖

森 野 工 務 唐株式会社

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 l吉 名 古 屋 ・ 福 岡

阪 市 北 区 菅 原 町 7 5  電話 ( 361) 附 6571

* 京郎新宿区新小川町 3 - 32 電話 ( 269) 2833- 4

本社

支盾

温湿度調整・暖冷房・換気給排水 ・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

ヰ土 京 都 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0  番 地の l

m，1古 ( 68) 5101- 5  ・ 夜 ｉｬｮｾ 草用 ＨＶＹＩ 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 縞 筋 1 - 3 7 ( 天 満 僑 北1占)

i'ti，!1i ( 352)  3501 - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 市 ，r1i ⑪ 7431- 3  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  市， ｦ ， ｾ⑥ Ｓ 6  1  0  

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工
会 社

⑨ 

社

1官，lli (443) ｻｾぷ ＸＱＶＱＭＹ

司i. lli (911)  3  9  4  1  

屯J占 (541) 0  9  6  6  

1官話 (34) 1778 .  4386 

1官ぷ (47) 7575 ・7588 

A

Q

一

A
式キ来

本 社 大 阪 市 西 区 水 田T掘 l 丁目 6 2  

出 減 所 見tJ;( 1iI 1北区七卜条 I 丁目 9 番22丹

名古岐市中村区牧野田T 1 の6

神戸市ＧｴＺ ｕｊ 区 ｾｗ 狭通 Ｗ 丁目 ｉ の ｬ

lぶ 品 市 袋 町 6 1iI' 4  ;; 

業エ田山

本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 蝶 所

j E 湿 度 調 盛 装 置 - 冷 暖 房 - 倹 気 装 置

フ ァ ン ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ サ y シ ド ア - シ ャッ ター

設 計 ・ 製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 飽 矯 5 - 4 5 ( 興 銀 ピ J レ別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

点 京 拘1I 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 3

m 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 啓

東京郎港区麻布空宇田T 1  5  5  (第 5 興 相 ピ J レ)

;-rr * 京 代 ( 409) 0  1  5  1 酢

1ff1 . 仙 台 連絡所 有ｾ I出]

理 研

大 阪 支 庖

本 社 ・工 場

会 社

。 防 空 気 調 ー 境 衛 生 工 事 一 切

、" 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 田T 5  0  

大阪事蝶本附 句 J重 大 代 JX (312)  8  6  7  1  

東京事摸本部 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 1 8  

電 話 大 代 表 (353) 9  1  5  1  

名古屋市中村区下広井町 3 - 1 5 ( 中京屯気ピル)

111 情。81) 9  3  7  6  - 8  

京 滋 、 下 ! 湖 、 新 潟 、 金 古
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名

本 社 ・ 分 室

后支
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屋

郡

部

本
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白

幽

需

事

名

古

'

各



電 気 設 備 の 頁

社
〈
云電陽

ヰ土

営 業 所

朝

本

社

社

東京支社

本

営 業 所

l，li 

業 所

支

;古

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市* 区尚胞続五丁目 二八番池 屯ぷ大阪 (202) 0325- 9  ls: 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 国 1 丁目 4 番 地

支 社 札 似 仙 台 丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・悩| 話l

出 狼 所 旭 川 ・白 河 ・倹 浜 ・静! 日J . 白 山

電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

Q

一

A
式株

信
一
川

皇霊h

弔，藤工

↑

n

 

-
r

o

 

大阪市 北 区野崎町六九 ￭ ｾ ｬｲ ，11i  . 大阪 (313) 代点3456

* 京支広 東 京 都 中 央 区 西 八 了 収 二 T J d十 二

'，[ ，i/i (551)  8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・|判 111 ・広 臼 ・ 北 九 州

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株 式

代 表 取 締 役 山 本 博 三

大阪 市北区中 之島 3 の 3 羽 田 ビ ル デ ィ ン グ

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 線 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 郎 市 中 京 区 西 ノ 京 中 合 同J 2  0 の 1 1  

T E L 代 長 (81 )  9  2  9  6  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

量〉信直属ｾ -i-件ー -'品 d 与

J 支 } 博 司 ， 支 1 . t末 エL ヨ云

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 総 町 / 丁 目 2 2  

I! i : 治 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 占s 港 区 赤 坂 l 丁 目 5 1s: 7 号

1泡 訴 (481) 8  6  2  1 代 ぷ

名 古 屋 札 脱 1 ; ， ¥ 1日l

Jl!I. I11 ・繍 浜 浜 必 ・姫 路 ，ui 訟

西 村 庄取 締 役 社 長

Ｇ ｩｾＧ 業所

設計・施工

司'
電 気 工 事

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rli li !.i. * 区 n 江 東 之 町 三 丁目 一 五

'，'l i  ，i.fj 大 阪 (931) (¥ t:< 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 . 2 1 9 3  

大阪市城東区! f i . [ 東之町三Tn- - ;1.¥:，1[; 大阪(幻1)7∞4

4T良県御所rn御同通り 3 6 0 ・1i .!/i 御所 ② 2ω7 . 4259 

A

Q

一

A
式ネ来

と

切

れ

信 骨

唱，本中

本

社

取 締f支 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 喜子 地 (京 阪急 ピル 7 階)

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  (大 代 )

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞 鶴 ・広 島 ・八 幡 ・福 岡 ・富 山

A

Q

冨式ネ来業工原、栗

資 材 倉 庫

奈良営業所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社
社

ェ

市

興

敏

九
又事工

』

一

川電

株 式 会 社

.;k; 

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541) ＰＵＶＴ ｾ＠ Ｗ ・ ＷＡＴＸ ｾ Ｙ

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

中田取締役社長

社イ=

夫

大 阪 市 北 区 制 笠 岡J 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

屯 お ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 IIIJ 3 了凶 2 1fI:!也

屯 l11i ⑪ 1 4  7  8  (代)

川 山奇 ・相 模 原 ・上界 . ti i， 山

林代表取締役

キ土

底

本

支

営業所
出 張 所

選 択 制 御 監 視 装 置"!i. / & ぶ 空調術生投( l fii 監 視 悠

M U 型 動 力 制 御 盤 前':..c¥i  各 種 動 力 自 動 制 御 盤

グ ラ フ イ ック 盤 グ 分 電 盤 ・ 各 般響 報 盤

高 低 圧 受 配 電 銀 、...- ; t 宣言十 ・ 製 作

フt 壬金 主 居 並量全 + 些 」 三 ...0、

訴 汁 弔 莱 株 式 冨

J j J ( 締役社長 森 井 定 勝

専 務 取 締 役 佐 野 春 吉

東 京 占s 港 区 芝 三 田 網 町 一 番 地

"11! ，11 i 東 京 (451) 代 表 9 6  1  1  

東 京 郎 品 川 区 南 品 川 町 4 丁 目 1 番 3 Ｚｾ＠
電 話 東 京 但74) 3  2  2  1  ( 大代 ! M)

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 6 酢 地

官官 活 大 阪 (443) 代 表8381 夜 間 (441) 0502 

名 古 屋 広 島 ・福 岡 ・仙 台

東 京 ・ 大 阪 ・ 福 岡 名 古 屋

ネ土

本 社

東 京 支 底

大 阪 支l高

出 張 所

工 ぬ

社電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡I 五 O ( 堂 ピ Jレ三 階)

電 話 (364) 1  4  7  1  (代)

東京都中央区明石田T 6  - 2  3  ( 辻孝ピ Jレ)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・ 堺 市 ・ 高 槻 市 ・姫 路

ｾ＠
ｾ＠

電 気 ・暖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計施 工

宝

宇土

I芭

本

支

話ー業所

市
神出張所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 商 ・北海道 ・名古屋・四日市 ・福 山 福 岡

社

A

Q

一

A

航

式

騰

計

ド

R

設

相

制

刊

珂

業

村

技

工

今

ι

?

と

一

川

エ
気電

中 央 電
A

S

A

 

取締役社長

社 大

東京営業所

本

取締役社長

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 問J 5  6 番 地

電 話 大 阪 代 表 ( 341) 8  1  3  1  - 7  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 静 岡 ・水 島 ・福岡

宇土

支 庖

営業所

本

所張出
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

庖|  奉 仕 感 謝 の Jの

設計施工
一 般 電 気 訓 @

江 東 電 気 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 7 2 番 地

電 話 大 阪 代 表 (716) 4  0  3  5  - 8  

ヰ土本

都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

東 京 代 表 (372) 6  2  0  1  

京

話

東

電

ヰ土支

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

サ ン エ ス

5 5 5  

名 古 屋 ・ 広 島 ・高 知 ・金 沢 ・神 戸 ・熊 本

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム事

ベン手[，-9-- ミ>i/;-j.レ

出 張 所

( カタ ログ進呈)

⑪去を P? 芳畏毒性磨

株 式 会 社

主 宰 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町一 ノー O

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

各 種 l汗"')i¥

ガラス製品卸問屋 乙W' J

;原八橋セトモノ百貨庖をご利用下さい 又.../

思吉田芳雄商庄 ζ コ

ボ
I.!J 

耐 猷

陶器、

セトモノのデパート

. 内 念 車 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 工 パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所、司事正市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702)代7814- 6  

特約代理底 ・東 京 ・名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・福 岡

F UT ABAY A DE CORAT ORS.  LTD.  

建 築 物、 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 、 建 具 、 寄 木 、 室 内 装 飾 工 事

内外装飾織物・窓掛、敷物、壁紙類一式

二葉屋装備工業株式会社

設計施工

J百商石王里大橋ー矢

株 式

会 社

⑨ 

所

大阪市東区高麗析二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 231 ) 4  2  5  7  - 8 番

張出阪大

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄 川崎 町 2 の 6

電話・大阪 ( 371) 3321- 3・3630( 創業大正 7 年)

-
瓦

ル
イ

門

仏

タ

ム
，
A

』

U

大

大

五

ル
J

A

，

 

ノ々美変
箆
…用装外内

社 寺 数 奇 屋 m

Board &Sl ate 

ｾｾで 話再唄里Ｇ司
{:'i ;:;:: J  ｾＮ Ｑ＠ "C¥"司ー

1Jl.前 ｨ 戸石ｾ 1俳'・"

Standard 

体 |

フ タ パ 需 3阪

075 (  56 Ｉｾ ｭ＠

06 (351) 0703 

0560 (  51)  1321 

03 (467) 164 1  

京間市東山区今熊野 .k fL. 池日 l ar 9 町 9

大阪市北区: ' i ! 心 UI T I 丁 仁1 2 8  

名 古 屋 市 守 山 区 大字 小幡 山 脇27

東 ｊｩ Ｚ Ｂ￟ ｪｪｾ 谷区上原 Ｑ 丁目 ＲＹ の Ｔ

京. r . s ll't 水 ・ 山 械 ・ 瀬 戸

本 社

大 阪 営 換 所

名 古 屋 営 機 所

東 京 営 機 所

工 場

許特

所

93 

防

所 長 防 除 士 松 平 藤 佐 根

禁 良 市 南 城 戸 南 方 町 2 8  電 話 ( 22) 4098 

奈 良 市 登 大 路二 番 町 ( 博 物 館 前 ) 電 話 ( 22) 4098 

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9  

予滅殺蟻白式平本公

J 雨 水 渇 入 剥 落 防 止

J  耐 震 耐 風

ヮ 安 定 軽 量

瓦

ヰ朱

式

骨量 A  

包J "%吾

R  本土

大

阪

市

浪

逃

民

冗

町

一

丁

目

七

回

一

dB 

EZ吉田・E

ナニワ緩勾 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽 量 *止付( 空葺) 瓦



..._ 

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ事専 業 大J吉

94  

ビ J レ設: イ持者の補修 は

補 修 専 門 の

ロ ボ イ ラ ー や 冷iJ.t[ 機 的 欣 附の と き シ ズ ン オ フ の T-- 人i L や検作

一平 の と さ

O ポ / プ や 7 ア ン の ，¥ll:附の と き シ ヤ 7 トや ベ ヤ リ ン グ の 取十干の

と さ

ロ エ ン ヂ ン 町 内主仰の と き ヂ 一 七ソレ エ ン ヂ ン ガ ソ リ J エ ン ヂ ン

津 町 ｉ｜ｾ ドＧ ，Ｇ Ｎのとき

。 給水や ｪＩＱ ノ ｊ＼ｾｩ Ｚ の ，，Ｏｩ ったと き i¥，'j ノk し た と き

ロ ＱＡ ｴｩＧ ｉ ， ｾ詰 ＱｴＮ 町 市文ド ＺＺ＼ｲｶｈ ｊｬ のとき 陶 総や 令 !t.の 取 f芋の と き

。 窓 Hきや シ ヤ y タ _ . n'. 人 11 的 放 附の と き サ "/ : / ュ ドア ー チ

エ ソ ク ープ ラ イ ン ド的 政 附 の と き

ロ タ ンクやピ ｹ ト ・ ｩＧｦ パヒ ｭ 何 十ＢＧｾ除 のと き 欽似タ ン Ｗ の ｾ ｉＡ ｪ ｾＧ 品 しゃ
ペ ン キ 喰 り の と き

ｾｮ ＧｴＺｬＢｉｮ ｑ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

誓言矢保面白
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

株式

会社

a...L.I 

1辛:

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 相11戸山中 111医北 L d史辿 4 ー 1 ( 尖fll ピル )

也i凶';正J占 有1
1戸 (33) 0881- 3  

支 庖 大阪 di -Itl 天tii 笠 Ilff50( 立 ビ ル 5 附 502
1

1 宅)

直i凶屯，ili 大|仮 ( 364) 2031- 4 

倉 庫 神戸市作イ; - [ ) <: 八幡辿 1 - 5  (' ，[1，;，f i  @  2923)  

エ作 所 へ 3

本 社 大 阪 市 旭 区 今 市 町 1 - 2  6  2  

T  E  L  951 ー 7 1 9 2 ・ 951 - 0870(仮設中)

出張所 大阪市北区堂島浜通 1 - 25 新大ビル C 階

T  E  L  361 一3225 ・34 ト5819 ・( 夜間 ) 951 - 0244

. L A F 形 リ ミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

・ T A F 形 "r 変 式 'MI 流 送 風 機

・ S L 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業品 目 ・ C L 形 セ ン ト リ ー ラ イ ン 送 j瓜 機

・ フ。レ ー ト フ イ ン ・ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

話 大 阪 ( 9 3 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

電 話 東 京 (8 11)  3  4  3  5 ・ 3 4  4  0  



建 材 の 頁

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス (立こ は船 長サ9例 n 1，8附 ょ

ダ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 平 板

( 硝 子繊 維 強 化 ポ リエ ステ ル 板 ) 各種 波 、寸法( 長 尺 物有)

製造敗売 大 日 本 硝 子 工 業 株 式 会 社

大| 仮文 1J ; 大ｼ仮 ｲ ｬｊＢ ｾ ｴ 灰白工 ｉｉ ｊ ｛ 2 ノ 4 ( _ :_ 変念JIn ビノレ ) ';r，:話 ( 441) 1389-3389 -3281

ＮＭＱｾ＠ 社 神 奈 川 県 本11 収1J ; t "i 小 Ll I ' j'= 久 保 2 2 4 ';U:訴 ( 72 )  3  1  0  1  - 4  

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｔｴ ｉｊ 工ミ ｊＹｊｾ ｪＮ Ｙ ル
. 永 久 建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 仮

スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν ＧｊＢｾｊＩＧｾ (S PM)  

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲス l二も/ 季初ごち

画放・薬品 l二 も

大丈夫で・オ Ｂ弓ースー ｊｴＭ 苅リ王 ν ＧｊＧＮｾヲル ＨｃｓｐｍＩ

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 の カ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I

J  1  !J -9 ｊｾ メ Ｙ ル製造株式会祉

腐らない そして 燃えない

本 祉 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大阪( 481) 8085 - 9

大 臣 宣 唐 尼崎市北軒町4- 41(古川 ピル} 電醤 大阪(481) 8085 - 9

E 京宣車量工場 埼玉県車市東町 2- 2 0 - 4 電 歯 車 (32) 3 11  5- 7  

宝 庫 ・出彊所 郡山八幡 名古屋川崎・岩国・宇部田揖岡・韓貿・三原・革島・徳山

法定不燃材 298号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新しい型の

ひふ くてっぱん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新圧 (782) 4171代

95 



建 材の 頁

カーテンウ オー ル

サ ッ シ ・ ド ア

アッセンフ j レフ ロア ー

グリ j レウ ォ - ) レ

ワ イ ヤ ー モ ー ル

天 井 パ ネ ル

軽量間仕切

防潮扉

工 ヤ ー ム ー パ ー

その他

近代建築の要求する

. 超 高 層 時 代 を に な っ て 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 き く

なりました。 東 京 カ ー テ ン オ ー ル 工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 な 技

術 は 広 く 業 界 に 認 め ら れ て い ま す が 、 ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 、 ブ ロ ン ズ 等

を 使 用 し た 美 し い 金 属 外 装 で 都 市 に 一 層 の 美 観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ

ル デ イ ン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て の 東 カ テ の 使 命 で す 。

町田東京s - :TJ 万ーJl 工業

....・・・.... 電 路 ( 893) 0  1  1  1 大 代

米 特 許 川 俣 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，，q -

言宣 言十

製 作

施 工

96 

11¥俣シャEγ ' - 1 - 工業椋式会社大阪支庖

大 阪 支庖 大 阪 市 北 区 若 松 町 30 ｾＧｬｊＺｊ舌大阪 ＨＳＶＴＩ ＹＰＰＴ ・ ＹＰ Ｑ Ｖ .  4825 

本社 工場 点京荷fS北区田端田T l 138 電 話 点 J;，( 893)  5  2  1  1  - 5  

ス チ ー ル

J 7 J レミ

サ ッ シ ー ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

E 輔副 /  シ ャ ッ タ ー

量 三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

盟 盟 圏 掴 l  

自1 ぶ: ; ピ一一一一一套ｾ三高製作所
本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

匂言舌大阪 ( 401) 6158 ・6159 ・7939 ・9463 ( 491) 3200 

豊 か な 経 験 と

最 新 の 技術・. .

東洋シャッター株式会社

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 4 - 33 T  E  L  ( 471)  8  3  3  1 代亥

支 唐 東 京 (771) 1171 ・名古屋 ( 331) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 繍 浜 ・ 滋 賀 ・ 京 郎 ・ 神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市



，ｾ 、

.  

建 材 の 頁

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶縁工法を

前叫ヤ陥ｾ帯
日 エ ク ト な 紅 法 苧 ヲ q イト

奥山化工業株式舎枇
東 京 邸 中 央 区 銀 座 西 8 - 3 電 話 (571) 2703- 4 .  2370 .  4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 部 品 区 都 島 中 迎 。 5 - 4 電 話 (921) 2497 

名 古 屋 出 張 所 名 古 島 市 南 区 若 草 町 3 3  電 信 (811) 3660 

K A N D A N  

・空気調和設備 ・給排水衛生設備

・各種送排風機 設計施工

4lD
1
目轄軒斡持書

タ イ
j レ

; ド園 自

フ ロ ン

グ ノ イ ド

ン 二L
J.，.. 

ノ リ ュ ー ム

ノ リ ュ ー ム

* 左 官 工 事 の ス ピ ー ド イ ヒ *

仕 上 が 自 在 ・ 日 本 壁 に も 、 洋 室 に も 、

( 一 週 間 で 立 派 な 辛 口 洋 笠 仕 上 が 出 来 ま す )

ｙｎ ヌヲ ｾＧｔＭ

吉野厄賓株式会結

本 :tJ: Jl( Ji: r. m UlI区λノl句3丁目 2骨地(新東京ビル6階) 車車 (216)0951(大l Ui )

大 阪 支 1，1; 大阪 rji 北1又世};.¥i.兵j泊1 の25( 新大ビル) 大阪 (34 1) 2556( 11:) 

97 
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@  

.  .・

⑨ お 部屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 で ・・・・ ・・・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

( - H( 繊 維 明 付)
- チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかベ

- い す 3・‘  ‘  
カ、 r く ・J 、。

ビ ロ ン • ...i 、く よ か ベ
• 2，三同邑

流

F  
• 

- 爵 香

- 金 蘭

- カセロンウオール - パ ー マ エ ー ス - あ あ Lt - 錦 上 壁 K
( で 傾 繊 維 1 : & 村 )

- スーパーウオール • i尚 雲
ー

コ コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

一

- セ ン カ ウ オ ー ル ( て 附 繊 維 明 付) - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ け lま の - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( t年 長ｾ 民 )

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

Ｈ ｼり ｩ 火繊維壁材 と してご仙川 の 釘 ｩ は上 ｾｌ 術品に シン ケン防火剤 ｬ を浪人 の こと Ｉ

. シ ン ケン| 坊火斉IJ ・l切払1¥1)'i IJ エ パ コ ン . 耐湿高IJ オ ー ト ン . 化 学 糊 ス ー パ ー シ ン ケ ン 約IJ ( 全 固 有 名 建 材 府 に 有 )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

石膏壁は

大 阪 市 凶 区 四 y 橋 T  E  L ( 538) 2951代 ( 541 ) 5757代

営 業 所 点 京 ー大 阪 ・明 石 ・広 ぬ 稲 岡

5 5 5 プPラ ス タ ー c (セメントモルタル下地用 )

5 5 5 プ ラ ス タ ー p (ペイント下地用・金鍾仕上)

5 5 5プラスター S P (発泡軽量コンクリート下地周 )

5 5 5混 合 プ ラ ス タ ー (上 塗 用 ・ 白

. 建 築 用 ・ 美 術 工 芸 用 ・ 各 種 焼 石膏・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 屋 町 4 - 7  7  

T E L  姫路 (22) 3  8  3  7  (代表)

東京営業所 ・東京都新宿区東大久保 1丁目 3 3 1 番地

T E L (351)  0 3 9 6 ・(351) 6  9  6  2  

中古11営業所 ・瀬戸工場 - 瀬 戸 市 市 場 町 1 1 3

T E L  i新戸 (82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所 ・大阪市西区江戸堀 1 - 24(三輿ビル 2 階)

T  E  L  ( 441)  0  0  9  4 ・5 3  7  5  

福岡営業所 ・福 岡 市 七 隅 2 8  2  - 3  

T  E  L  (  82 )  9  4  1  9  

色)



、

守

麻 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

易て

33 

大阪府住宅供給公社

( 設立者)

( 理事長)

( 業務内容)

問 合 せ 先

均賃 な

圏長

設立団体は「大阪府」であります。

高田敏一「大阪府副知事」であります。

1. 

2.  

3. 

4 .  

5. 

6.  

7 .  

8 .  

積立分譲住宅、一般分譲住宅の

建設及び分譲

賃貸住宅の建設及び管理

産業労働者住宅の建設

中高層建物( オール住宅又は一

部事務所のピル) の建設及び分

譲

住宅団地の開発

宅地の分譲

団地に関連する公共、公益施設

の建設、管理及び分譲

団地に関連する商庖、事務所等

の建設、管理及び分譲

詳しいことは次にお問合せ下さい。

大阪市東区今橋2丁目22( 藤浪ビルディングE階)

大阪府住宅供給公社業務課

T E L 代表 (203) 5  4  5  1  

関 西 生 コ ン ク リ ー ト 協 会

大 阪 市 北 区 兎我 野 町6 7番 地 の 1 ( 梅 田 グ リー ン ピ ル 6 階 )

電 話 ( 31 2 ) 3  2  6  7  ( 直 ) ( 3 1 2 )  8  8  3  1  ( 交 )

'，;t 業所電話( 叫1) 0  2  3  4  - 7 需

工 場 排 ( 県 北一 区 )

営業所 電話 ( 361 ) 3  3  5  1  ( 代)

エ 劫 滞 守 ・ 淀 川 ー 魚崎 地 点

{ 河 内 }

堺 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 '古業所 電話

工 場 堺

排 ( 38) 5405 - 6 併

西 脇 生 コ ン 株 式 会 社 営業所 電話 ( 203) 2  3  2  1  lIF ( 代}

工 場 堺 西 宮 ー 大 東 ・茨 木 ー京

初 春日 出

塩

大 阪 宇 部 コ ン ク リ ー ト 工 事 量 株 式 会 社 . 営業所 耐舌 ( 361 ) 1  3  6  1  ( 代}

. 工 場 大 阪 ( 新 福 崎 町) ー耽田・鉱山

山 船 渠 株 式 会 社 空業量 産霊4 M l ) 8 3 3 1 番

ツ J レ ガ 生 コ ン ク リ ー ト エ 換 株 式 会 社 岱ー業所 電話 ( 361 ) 6 2 3 5 - 7 排

工 場 大 阪 (l 春 日 出 )

大 阪 徳 山 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

関 西 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社

i丘 畿 金三 コ ン 株 式 会 キ土

堺 宇 部 コ ン ク リ ー ト 工 機 株 式 会 社

- 姫 路

営業所 電話 ( 202) 0  5  3  1 酔 { 代}

工 場 大 阪 ( 南 海 岸 通) ・大 東・神 戸

営業所 電話 ( 361 ) 1  2  3  1  lIF ( 代)

工 場 佃 千 島 ・ 向 田町 神戸 ・

和 歌 山 大 東 姫 路 騨

'出:)1; "斤 電骨舌 ( 341 )  8  3  3  1  ( 代)

工 場 尻 無 川 京 抑 制g戸

茨 木

五l 業所 電話 京都 ( 5 8 ) 5111 - 2

エ 地 京 都( 山 科)

，ｾ Ｎ業 所 電話騨 Ｈ ＴＱ Ｉ 046 1- 3  

工 場 堺

盤 国 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 営業所 電話 ( 312) 3  6  3  7  - 9  lIF 

エ 渇 尼 崎 大阪( 守口}

松 方 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

藤 井 コ ン ク リ ー ト 工 機 株 式 会 社

営業所 寝屋川

工 場 枚 方

営業所 八 尾

工 場 八 尾

( 31)  4  4  2  1  

( 2 )  3 3 8 5 - 7  

関 西 蔓 光 コ ン ク リ ー ト エ 雛 株 式 会 社 営業所 電話 ( 313) 0  4  3  1  ( 代 )

工 場 尼 崎 大 阪( 北 福崎 東 ) 雄 東

( 門 真) 阪 市 ( 松原 〉

八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社
営業 所 電百舌排 ( 3 ) 2  3  2  3  - 5  

工 場 第一 ー第二 { 堺 ) ー千旦
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日本建築協会優夏謹明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

-'i7t - qイトB雪

様式会社日本セメン卜防水剤製造所

株 式 会 社

本 社

t車 車各 戸斤

出 張 戸 斤

ウォータイト式防水

工 事 代 行 庖

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  ( 船 越 ピ ル ) 電 話 ( 941) <' 626 ・ 2628

宝 塚 市 高 台 上 の 池 氾 話 宝 塚 ( 36) 2153 

包 括 東 京 ( 431 ) 8 6 4 8・ 名 古 屋 ( 321 ) 1331 ・仙 台@0 7 2 1 ・札 幌@l l l l

電 話 大三 工 業 高 松 ( 2 ) 0 0 1 6 安 藤 工 事 福 岡 ( 28) 5  2  0  7  

ｾ永建材広島 ＨＶＱＩ 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・コ ン ク リ ー ト 周

防 水 宵l

ョ ｾｉ .. ｉｾ＠ 急、 結 淘l

- 防 水工 事責 任 施 工

製 品 A  
τE7 ヨ

- セ メ ン 卜 混 和 剤 の ト ッ プ・・ ・・・・

接 着 淘l

ご 一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

景。
離 淘l

2由 脂 f l : 工率土
本 社 東京都品川区大弁 1=- 1  5 電話 ( 774) 4111 (代表)

大阪営蝶所 大阪市東成区西今里 2 - 48 電話 (971 ) 4765 ・∞63

- 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

説 置 式 自 信 三 品 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 ・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

開 会 社 誌 智 工 務 町

本 社 大 阪 市 東 区 高麗 橋 2 - 2 0  ( 高麗 新 ピ ル )

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代 ) .  7501( 代)
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名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 郡 弥 箆 阿 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 ) 1 1 9 1 . 1 1 9 2  

2 日 本 建 鉄 の

PS型レディメードサッシ

ァ'IL: : サ竺ぞJi で式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511 ( 大 代 )

大阪支! 万 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新阪神ピノレ ) T E L 大 阪 ( 361) 6758  ( 代 )
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朝 日耐火パネル

朝日防火パネル

朝日グラスインパネル

朝日フェザーパネル
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吹 付 石 綿
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屋内の温度変化が小さく、ルーフィングなど不要

室内に露i商務下の心配がありません。

太陽の直射や屋外寒気などを防ぎ、熱貫流抵抗は

20弘 厚の木毛セメント板に等しい 。

雨音の発生が少なく、室内 ・室外の騒音を吸収。

静かな環境をつくりますの

長尺ロール成形、波付加工及び現場施工は従来の

亜 鉛鉄板と同様に簡単です。

施工が容易 、工程が簡単、その上軽量であるため

工事費がグーンと節減できます。

特殊難燃処 fl 日が施されたウレタンフォームは

自己消火性を有し防火上安全です。

ウレタンフォームがコーキング材の働きをして

防水性を高め、間漏 η の心配無用です。

. <ダンネッ ト〉は着色直鉛鉄板〈カラーグリップ〉と難燃性〈ポリウレタンフオーム汐〉複合建材です
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音日大 間 鋼 板
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T EL  (203)075 1  

T E L  (212)050 1  

- カタログ・見本帳ご希望の方は〈建築と社会〉とご記入の上ご請求下さい

阪 市 東 区 高 健 編 2 - 41 

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内3- 10

4重 量買 長 尺 ・平 板 ・ 波 板

カフ グリップ

厚 さ o  .27'%. は 31 ) - 0 .60')'. ( 11 24)  

ポリ ウレヲ ンフオーム 5 私

寸 法

幅 914鳴 り 尺)

長さ 50鳴まで m 

色 彩

カ フ グ リ ッ プ の 色 標準色 8 色

ポ リ ウ レ ヲ ソ フ オ ー ム の 色 灰 色 黄 色

- 標 準 寸 法 及 び 色 彩


